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・有り（・飛散性アスベスト ・レベルⅢのアスベスト含有成形板）

※無し　　　　　　　　・有り　設計図に図示あるもの
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１章　一般共通事項
１節　一般事項

１.１.０ 適用規準など

（ａ）工事範囲及び仕様は、この特記事項以外は下記図書による。但し、本工事に関係しない事項は適用し

ない。

（３）設計図書と現場が一致しない場合。

になった場合。

（４）予期することが出来ない、特別の状態が発生し、設計図書に示された条件を満たすことが不可能

を得ず行う軽微な変更及び測量誤差に起因する地盤高さ、道路、水路、配管などの軽微な変更は、監督

員と協議する。

出すること。

（ａ）仮設、工法等の工事を完成するために必要な手段については、設計図書に指示有る場合を除き、請負

者の責任においてこれを決定する。但し、必要のある場合は監督員と協議する。

（ｂ）各章各工事の工法については、設計図書に指示有る場合を除き、ＪＡＳＳの規定に準拠する。

（ｆ）施工上の納まり、又は取り合いの関係で材料、寸法、取り付け位置、取り付け数量などについて、やむ

（ｇ）軽微な変更の場合の請負代金額の変更は無い。

（ｈ）協議等の結果、指示により設計変更や追加工事が生じた場合は、７日以内に請負代金額増減見積書を提

２節　工事関係図書

（ｂ）発生材の処理

（１）引き渡しを要するものの有無

※無し。但し、工事中に監督員より指示ある特別の場合を除く。

・有り。 除却及び移転工事対象物に残存するうちで、監督員がする設備機器や什器など。

（２）再生資源の利用の有無。

・　有り

※無し。

源化施設等に搬入後,調書を監督員に提出する。

１.２.０ 工法の決定

１.１.14 発生材の処理等

特記仕様書（１）

工事現場管理は、工事請負者が自主的に行うことを原則とする。

（ａ）施工管理技術者の指定　

※ １級施工管理技術者　　　　　

（１）工種別の施工計画書で提出の必要な工事。

・ 防水工事

３節　工事現場管理

※無し　　・ 地業工事　・ 鉄骨工事 ・ ＡＬＣパネル工事

１.２.２ 施工計画書

１.３.０ 総 則

１.３.２ 施工管理技術者

・ 社内規準による。

・ ２級施工管理技術者または、同等以上の能力をもつと認められる者

（ｂ）設計図書に指示有る場合及び次に明示する場合を除き、工種別の施工計画書の提出は社内規準による。

（ｇ）支給材又は貸与品の有無。

４節　材　料
１.４.２ 材料の品質等

１.４.４ 材料の検査等

（ａ）材料の検査及び試験は、通常は請負者が行い、検査又は試験に際し、必要に応じて監督員の立ち会い

を受ける。

期に提出して、監督員の承諾を受けるものとする。この場合、監督員は設計の意図に関してのみ承諾

するもので、特に指示する以外の寸法及び施工方法は、請負者がその責任で施工するものとする。

とのないように厳重に保管し、必要な際には直ちに提示出来るように管理しなければならない。

（ｅ）監督員の承諾を受けた、施工図等、見本その他を請負者が保管する場合、これら資料を紛失するこ

１．２．４　工事の記録

（ｆ）設計図書に指示ある場合のほかは、本仕様書７節による。

１.２.３ 施工図等

（ｄ）設計図書に指示ある場合のほか、監督員の要求ある施工図等、及び見本その他を、工期に支障なき時

（ｅ）・施工計画書として、工事概要、工程表、工事管理体制図、緊急時の(安全管理)体制図、工事計画、
工事材料搬入計画、仮設計画、産業廃棄物処理計画、施工要領、自主検査シートを予定書式に準じ

て作成し提出すること。

（ｌ）請負者は、工事内容に応じた工事目的物に対する損害保険に加入しなければならない。加入先及び継続

手続き等は必要により建築主と協議するものとする。

（ｍ）第三者もしくは工事目的物以外の建物、工作物等に危害、損害を与えた場合は、請負者の責任において

これを賠償するものとする。

（ｎ）電波障害の恐れがあると思われる範囲の調査（事前及び事後共）の有無。

・有り※無し

※ 特記なき以外、無し　　　　　・ 有り

（ｂ）(ａ)以外の施工条件の有無

（ｃ）建築基準法に基づき定められた風速及び地表面粗度区分

風速（Ｖo）：※工事目的物所在地の規定値  ・３４ｍ／ｓ  

地表面粗度区分：※工事目的物所在地の規定値  

１.３.５ 施工条件

は出席して対応するものとする。

（ｆ）・(3)工事期間中に建築主の要請により、官公署の調査に出席して工事に係る説明を求められた場合に

１.３.７ 施工中の安全確保

５節　施　工

１.５.０ 総 則

（ａ）工事に参加する予定の全ての下請工事者、専門工事業者及び製造者の名簿を工事に先立ち監督員に提

出する。

（ｂ）工事進行中といえども、前項の下請工事者などが本工事に関わる事が不適切と監督員に認められた場

合は、その下請工事の契約破棄の措置を要求することがある。この場合、請負者はこれを拒否するこ

が出来ない。本契約により如何なる場合も、建築主と下請工事者などとの間に契約関係を生じない。
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１.５.２ 技能士

（ｂ）技能士の摘要は設計図書に指示ある以外は、請負者の社内規準による。

１.５.３ 技能資格者

（ｄ）技能資格者の摘要は設計図書に指示ある以外は、請負者の社内規準による。

１.５.５ 施工の検査等

（ｃ）設計図書に指示ある場合及び監督員から指示ある場合を除き、施工の検査は請負者が行うことを原則

とする。

（ｄ）工事が完成した時は、請負者が検査を行い、設計図書と照合し、その適合性を確認した上で、監督員

に申し出て検査を受ける（工事が所定の工程や時期に達した場合を含む）。

（ｅ）監督員の検査に合格せざる工事は、請負者の費用によってただちに取り壊し、再施工等の措置を講じ

なければならない。この場合、支払承諾書の発行または建築主が建築物の一部あるいは全部を使用す

ることがあっても、これは不良材料や不完全な施工を承諾したことを意味しない。

１.５.７ 施工の立ち会い等

（ｃ）施工後では検査が不可能又は困難な工事の内、設計図書に指定あるいは監督員の指示した工事は、そ

の施工に当たり監督員の立ち会いを受け、写真に記録する。

６節　工事検査及び技術検査
１.６.２ 技術検査

（ａ）(２)工事施工途中の検査の実施回数及び実施段階

※特記なきかぎり、監督員より指示された段階のほかは請負者の社内規定による。

１.６.３ 瑕し検査

（ａ）瑕し検査の実施

※有り。特記なき限り、建物引き渡し時から一年後の時点を原則とし監督員と協議のうえ決定する。

・

７節　完成図等

１.７.１　完成時の提出図書

（ｃ）工事の進捗、作業員の就業、材料の搬入、天候等の内、監督員が必要と認めて指示した事項について

は、それらの状況、結果を示す報告書を監督員に提出する。

（ｄ）記録写真

（０）デジタル画像での提出の場合は、下記事項を参考にメディアなど監督員の了承を得ること。

（１）着工前：工事着手に先立ち、敷地及び周辺の道路、建物、工作物などの現況を、モノクローム

又はカラーにて写真撮影する。但しこの場合、必要により隣地住民等の事前の了解を得て行う

ものとする。

（２）工事中：設計図書に、検査又は立ち会いを受ける事と明示有る工事並びに、施工後隠ぺいや埋

設される工事箇所は、その被写体の概要を明示した黒板等と巾広テープスケール等を添えて、

モノクローム又はカラーにて写真撮影する。但し、軽微なものについては監督員の承諾を得て

これを省略することが出来る。

（３）完成時：カラーリバーサルポジフィルムにて、外部８箇所、内部13箇所を撮影し、この内、４

カットを四つ切りプリントにて３部を額に入れてポジフィルムと共に監督員に提出する。

ポジフィルムの大きさ　※35㎜判。但し、額入りプリントはキャビネ判とする。

撮 影 者　　※額入りプリント分は、撮影に係る技能士又は同等以上の技能者とする。

（ｅ）提出書類　下記の他、必要により監督員の指示する書類を請負者の負担にて作成して提出する。

提出書類の部数は、特記なき限り（※３　・　）部とする。　　

※

※

工事着工届

現場組織表（緊急連絡先を含む）

（１）着工前及び着工直後

現場代理人及び監理技術者叉は主任技術者設置届（経歴書共）

契約約款第３条による工程表（実施工程表の提出に代える。契約より20日以内に提出）

社内検査組織表・

協力（下請）業者選定届※

請負代金内訳書（上綴じ横使いにても可）

※

※

・

・

・

・

総合仮設をまとめた施工計画書

社内検査計画書

建築主、監督員、検査及び立ち会い事項一覧表

（２）工事期間中

・打ち合わせ記録

請負代金支払承認書※

設計変更見積書

・ 官公署中間検査願い

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

・

・工事進捗状況報告書（毎月７日まで）進捗率％など

部

・ 登録する。

※ 登録しない。

１.１.４ 工事実績情報の登録

くは、工事見積書提出前に質問書の提出によって確かめるものとする。

（１）設計図書の内容に相違ある場合。

（２）設計図書の表示が明確でない場合、又は疑いを生じた場合。

（ｄ）請負者は、設計図書及び工事用地を熟知し、設計図書に関する疑義は原則として、入札執行前もしく

（ｅ）次に示す場合は、速やかに監督員に申し出て、その措置について指示を受ける。

（ｄ）施工に際しては工事請負契約時の設計図面を使用すること。「見積用」図面等に基づいた工事は無効

である。

（ｃ）設計図面の製図法は、原則としてＪＩＳに基づき作成されている。

（ｅ）設計明細書(設計書)は参考数量を示す。見積の際は設計図及び仕様書により積算すべきものとする。

１.１.６ 設計図書等の取扱い

（ｂ）特記事項は ・ 印のついたものを適用する。 ・ 印の無い場合は、※印のついたものを適用する。

 ・ 印と ※ 印のある場合は共に適用する。

（ｃ）特記仕様書の項目、表を示す番号、符号は、原則として共仕の当該項目、表の番号、符号と整合され

ている。

（ｄ）用語

（１）建築主とは、工事請負契約約款に記載されている発注者、又はその代理者もしくはそれらが委

任する現場係員をいう。

（２）監理とは、監督員がその責任において、工事を設計図書と照合し、設計の意図に従って総合調

整すると共に、適格に実現されているか、いないかを認定する業務をいう。

（３）管理とは、工事請負契約書に記載されている請負者、又はその代理者もしくはそれらが委任す

る現場代理人がその責任において作業場を管轄、統制、維持すると共に、工事を完成するため

の施工計画を立てて実施することをいう。

（４）技術用語は原則として、日本建築学会編 建築工事標準仕様書及び同解説（以下、ＪＡＳＳと

略称する）による。但し、特記ある場合はこれによる。

（ｅ）特記事項のメーカー名や製品名などの記載は、工法、材料等の等級や品質程度を示す参考として挙げ

られているもので、特記なき限り、メーカー指定やその順位を示すものではない。但し、指定製作所

などと「指定」の明示のある場合は、その採用を強制することを原則とする。「推薦」の明示ある場

合は、必ずこれらの見積書を取り寄せ、検討することを必要とするが、その採否は強制しない。

（ｆ）特記事項に「又は同等品」「又は同等所」とある場合で、それらの製品又は製造所以外のものを選定

しようとする場合は、工事請負者にて同等又は、同等以上であることを確認した上、必要により、関

係資料（工事実績、性能成績書など）を監督員に提出して承諾を得て採用することとする。尚、特記

仕様書ガイドブック 日本建築家協会監修（最新版）に記載ある場合は、「同等」扱いを可とする。

（ｇ）「参考図」や「参考図書」とある場合は、請負者にて工事の参考に供するものとして、指示事項を示

すものではない。

（ｈ）共仕に規定なき事項で本特記仕様書に明記ある場合は、共仕の当該一般事項の規定の適用を受けるも

のとする。（例：８．６．１項が８．１．１～２の規定の主語に含まれる）

（i）材料や機器でそのグレードが特記なき場合は、中級品の材料や一流メーカーの中級程度の機器とする。

１.１.１ 適用範囲

（ｅ）設計図書の「見積時の」優先順位の原則

（１）設計図書の内容で相矛盾する場合、その優先順位は次の順序とする。

１．現場説明書及び現場説明に対する質問回答書

２．見積要項（現場説明書及び現場説明を含む）

４．設計図面（この内では、1.リスト類　2.詳細図　3.一般図）

５．共仕と住宅金融支援機構監修仕様書との内で厳なる方。

６．特記事項に記載する仕様書、規準など（例:ＪＡＳＳ）。

１.１.２ 用語の定義

この特記仕様書で監督員とは、工事請負契約約款に記載されている監理者、又はその代理者もしくはそれら

が委任する現場係員をいう。

      特別管理産業廃棄物の有無

リーダーシップをとり、工程の段取り、打ち合わせの中心となること。

（ｂ）別契約の関連工事について、建築主体請負者は、当該関係者と協力し、工事全体の円滑な進捗を図る様

（ｃ）別契約の関連工事請負者に対して建築主体請負者は、建築協力金その他の名目で賦金を請求又は受け取

る事を一切禁止する。尚、これは指定業者や協力業者あるいは専門工事業者についても同様とする。

１.１.７ 別契約の関連工事

１.１.８ 疑義に対する協議等

（ｄ）別契約の関連工事の有無

特
記
事
項

・社内検査報告書

３．特記仕様書（この内では、1.特記仕様書　2.改修工事特記仕様書）

阿山中学校空調設備更新工事

建築

(１)設計図面　　　枚

(３)公共建築工事標準仕様書平成31年版 国土交通省大臣官房庁営繕部監修(以下,これを共仕と略称)

(４)公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)平成31年版 国土交通省大臣官房庁営繕部監修(改修標仕)

(２)工事請負契約書

１／ A 

※特記なき限り、請負者の社内規準により、且つ共仕に基準あるもの。但し,利用の場合は再資

（Ａ№１～20、Ｅ－１～13、Ｍー１～14）

※無し　　　・有り　

20210430

2021年４月30日



件名 図番

備
 
　
考

１
 
章
　
　
一
 
般
 
共
 
通
 
事
 
項

件名

図名

図番

２／

部

工事延期願い・ 部

監理者検査記録

施工図、施工計画書、施工要領書

・

※

主要資材発注先選定届

・

※

官公署届出書類（写）※

※

部

部

部

部

２ 部

試験成績書､品質証明書､化学物質安全性データシート(MateriarlSafetyDataSheet)

（ｂ）（２）完成図の様式等

※共仕による。 ・ポリエステルベースＡ８判（完成図及び契約図） ・不要

（４）仕上表には、使用した材料を特定できる品名、品番、製造所などを記入する。

（６）書類の保存期間は、関係法令に示す以外は、社内規準による。

部

１.７.２ 完成図

左とじ縦使いを原則とする。

書類の大きさは、Ａ４判とし、図面の大きさは設計図と同サイズとし、これらを綴じる場合は、（５）

のあるものとする。
（４）提出書類は、工事名称、工事発注者名その他必要事項を明記し、請負者又は現場代理人の捺印

※ その他、監理者が必要とするもの
・ 保守契約物件一覧表

工事目的物の保全関係連絡先一覧表※

※ 工事目的物の保全説明書(仕上材,機器の手入れ及び取扱い説明書,主要材料機器一覧表)

※ 機器性能試験成績書

※ 鍵、備品引き渡し明細書
引き渡し書※
保証書（防水など責任施工業者、請負者、製造者の連名を原則とする）

工事写真（耐震補強補助事業に基づく記録写真（補強部の施工前と施工後）をＡ４判

部

部
部
部

部
部

部２

部２

３

※完成図（原図１部、青焼き図Ａ４大折り３部）

・建築主、監理者完成検査願い

・官公署完成検査願い

※社内完成検査合格証

・社内完成検査報告書

（３）完成直前及び完成時

部

部

部

部

部

台紙に整理添付したもの）

１部

※完成写真（記録写真のプリントをフリーアルバムに整理） 部

※

※工事写真のデジタルデータ（ＪＰＥＧ形式）を焼き付けたＣＤＲＯＭ

１節　一般事項

※特記なき限り、工事着手より建物引き渡しまでに要する用水、電力の費用は一切本工事に含まれる。

２節　縄張り、遣り方、足場その他

（ｂ）工事着手前に、敷地内、敷地境界、道路、敷地内既設建物や工作物、水路等の状況を調査把握し記録

する。

（ｃ）敷地の高低、形状を実測し、施工計画書に記入の上、監督員に提出する。

（ｄ）境界杭など敷地境界を明示するものは、必要により養生し工事完了迄良好な状態で保全する。

（ｃ）現地にて建築主、監督員の立ち会いのもとに、図面により建物位置と共にベンチマークを、協議し設

定する。

（ａ）仮囲い

※関係法令に従い、適切な材料、堅固な構造とする。

・高さ1.8ｍ以上で亜鉛メッキ鋼板厚1.2㎜程度の外部ＯＰ塗りの塀にて敷地周囲を囲う。

・図示による。

（ｃ）共通仮設物は、別契約の関係者に対して、無償で使用させる。但し、電話使用料金を除く。

２章　仮　設　工　事

・　社内規準により設ける。

３節　仮設物

（ｅ）表示板を設ける場合に、その内容は事前に監督員へ届出て、必要により助言を求める。

２.１.０ 用水など

２.２.１ 敷地の状況確認及び縄張り

２.２.２ ベンチマーク

２.２.４ 足場その他

２.３.１ 監督職員事務所、請負者事務所等

・特記なき限り、工事着手より建物引き渡し迄に工事に要する用水、電力の費用は、既存敷地内の設備で供

給し得る範囲内において、建築主より支給するものとし、その他の場合は一切本工事に含む。

※設けなくてもよい。

２
章
　
　
仮
　
設
　
工
　
事

のための地盤調査計画指針」日本建築学会編に準拠する。

りを行い、地盤の状況を確認する。試験堀りの深さは、代表的な基礎巾の２倍程度とし、その箇所は

３カ所程度とする。但し、軽微な場合は、監督員の承諾を得てこれらを省略することができる。

３章　土　工　事
１節　一般事項

３．１．０　総則

（ａ）本章の仕様は、設計図書に記載有る以外は、ＪＡＳＳ３「山止め設計施工指針」及び「建築基礎設計

（ｂ）特記無き限り、主要な基礎形式が直接基礎の場合は、根伐りに先立ち監督員の立ち会いを求め試験堀

３
章
　
　
土
工
事

その他監督員の指示する方法でこれを記録し、建築主、監督員、請負者の立ち会いのもとに協議して

その処理及び工事の進行をはかり、且つその処理費を精査協議する。但し、その処理費の査定は、建

築主、監督員が協議の上定め、請負者はこれに従う。

（ｂ）表３．２．１

・Ａ種　※Ｂ種

員に届け出てその処置の指示を受ける。重大な障害物や特殊物件を処理する場合には、記録写真その

置を工費の増減無く行う。

２節　根切り及び埋戻し

（ｈ）工事進行中に、根伐りその他により予想外に重大な障害物や文化財等が発見された場合は、必ず監督

（ｉ）直接基礎の根伐り底を撹乱した場合はラップルコンクリート打設など、監督員と協議の上、適切な措

※存置しないことを原則とする。 ・止むを得ない範囲で存置してよい。

山留めの存置

３節　山留め

３.２.１ 根切り

３.２.５ 建設発生土の処理

３.２.３ 埋戻し及び盛土

３.３.３ 山留めの撤去

２節　試験及び報告書
録規定により登録した者、又は同等以上の者とする。

（2）調査者は、昭和52年４月15日付建設省告示第718号地質調査業者登

・オランダ式サウンディング

・機械ボーリング　孔径　※86以上　　・66以上（1）調査方法・有り

※無し（但し、根伐り底の確認立ち会いを行う）（ｃ）地盤調査の有無

の費用による工事代金の増額は無いものとする。

（ｂ）くい心、くい頭位置の確認の結果により監督員が必要により構造耐力上の補強等を指示する場合、こ

ぐいのコンクリートに関する施工指針」に準拠する。

（ａ）本章の仕様は、設計図書に記載する以外は、ＪＡＳＳ４及び日本建築学会編「場所打ちコンクリート

１節　一般事項

４章　地　業　工　事

（ａ、ｂ）適用は設計図による。

（ａ、ｂ）適用は設計図による。

（ａ）試験杭の位置及び本数は設計図による。

４.１.０ 総 則

４.２.２ 試験杭

４.２.３ 杭の載荷試験

４.２.４ 地盤の載荷試験

３節　既製コンクリート杭地業

・高強度プレストレストコンクリート杭（ＰＨＣ杭）　　　　　　　　　

（ｂ）・外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭）

・拡径断面を有する遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（ＳＴ杭）

（ｃ）杭の継手：※無し　・有り　　　　　

杭先端部の形状：※図示による。　

（ｂ）設計支持力は設計図による。

（ａ）・遠心力鉄筋コンクリート杭（ＲＣ杭）　　　　　　　　　　　　　　　　　　※１種　・２種

・鉄筋叉は平鋼を入れた杭（ＰＲＣ）

（ｅ）試験杭

（ｃ）施工法の種類

プレボーリングの掘削深さ： プレボーリングの掘削径：

４.３.２ 材 料

（ａ）・構外搬出　　※構内処分（良質土のみ可能な範囲で）敷地内だけでなく近隣の指定地を含む。

（ｆ）杭の製造所:日本コンクリート工業､旭化成建材､日本ヒューム管 三谷セキサン　　　　　又は同等所

４.３.３ 打込み工法

（５） 試験杭にはヤトイ杭(ヤットコ)を使用してはならない。

４
章
　
　
地
　
業
　
工
　
事

４.３.５ 特定埋込杭工法

４.４.２ 材 料

４節　鋼 杭 地 業

４.３.４ セメントミルク工法

（ｄ）専門工事業者は、杭の製造所の指定する業者で、監督員の承諾を得た者。

（ｂ）専門工事業者は、杭の製造所の指定する業者で、監督員の承諾を得た者。

（ａ）種類：

（ｂ）コンクリート

・Ａ種　　　　　　・Ｂ種

掘削工法

・アースドリル工法　　・リバース工法　　・オールケーシング工法

５節　場所打ちコンクリート杭地業

（３）コンクリートの種別（表４．５．１）

専門工事業者：丸五基礎工業、東洋テクノ、日特建設、(社)日本基礎建設協会正会　　　　　　　叉は同等所

４.５.３ 材料その他

４.５.４ アースドリル工法、リバース工法及びオールケーシング工法

４.５.５ 場所打ち鋼管コンクリート杭工法及び拡底杭工法

４.６.３ 砂利及び砂地業

４.６.９ 地盤改良

（ａ）適用の有無

※無し　・有り

（ａ）工法

玉石（叉は割石）は、大きさの大小混合したものとし、監督員の承諾を得たものとする。コンクリ

ートの設計基準強度は、別に定める無筋コンクリートの場合に準じて定める。コンクリートと玉石

との比は１：１程度とし、打ち込みは玉石の間隙にコンクリートが充填されるよう、玉石を混入し

ながら打設する。

適　用　範　囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　備　考　

（ｂ）適用、範囲

４.６.８ ラップルコンクリート地業

（ａ）砂利地業の厚さ　　※特記なき場合は 60　

６節　砂利、砂、割り石及び捨コンクリート地業等

（ｄ）締固めの範囲は、木造建物を除き、直接基礎の場合基礎直下及び基礎外周より300外側迄とする。

４.６.７ 割り石地業

（ａ）適用、範囲

４.６.４ 捨コンクリート地業

４.６.５ 床下防湿層

適　用　範　囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　備　考　

無筋防湿コンクリートｔ＝60打ち均し

（ａ）捨てコンクリートの厚さ　　※特記なき場合は60　

（ｃ）捨てコンクリート上の地墨の確認を行い、監督員に結果を報告する。

４
章
　
　
地
　
業
　
工
　
事

５
 
章
　
鉄
 
筋
 
工
 
事

５章　鉄筋工事　
１節　一般事項
５.１.０ 総 則

本章の仕様は、設計図書に記載する以外はＪＡＳＳ５に準拠する。

２節　材料
５.２.１ 鉄 筋

（ａ）類別（表５．２．１）

図名

特記仕様書（２）

であれば、その使用を認める。

（ｇ）木造建築物の布基礎立ち上がり部分のかぶり厚さは４０以上とする。

５.３.５ 鉄筋のかぶり厚さ及び間隔

６章　コンクリート工事　

（ｂ）本章の仕様は、設計図書に記載する以外はＪＡＳＳ５に準拠する。

１節　一般事項

設計基準強度Ｆｃ（Ｎ／ｍ㎡）

但し、表６．２．３の種別が、Ａ種叉はＡ'種の場合のスランプの許容誤差は＋0.１､－２.5とする。

軽量コンクリート：　・Ⅰ類　　※Ⅱ類 軽量コンクリート：　・Ⅰ類　　※Ⅱ類

所要スランプ（㎝）

・１８　※１５

※１８　・１５

６.１.１ 適用範囲

６.１.４ コンクリートの強度

６.１.５ レディーミクストコンクリートの類別（表６．１．１）

５.３.１一般事項

（e）各部の配筋は共仕巻末の「別図 各部の配筋」に準拠する。 

適　用　箇　所

基礎及び土間床などで有筋コンクリート

６
 
章
　
コ
 
ン
 
ク
 
リ
 
｜
 
ト
 
工
 
事

・規格は構造図面による。

阿山中学校空調設備更新工事

建築

※ＪＩＳ Ｇ３１１２　・建基法第37条認定の鉄筋（使用量２tonを越える場合はＧ3112を使用する）

A

・１号

（ａ）(1)規模（表2.3.1）

・仮設便所（１穴）

基礎などで無筋コンクリート

20210430

2021年４月30日

・１８　・２１　・２４

・１８　・２１　・２４

・仮設事務所：軽量鉄骨平屋



図番件名

備
 
　
考

図名図名

特記仕様書（３）

種別

Ａ種

Ｂ種

Ｃ種

Ａ'種

仕上がり程度

共仕による

共仕による

共仕による

せき板の程度

共仕による

共仕による

共仕による

Ａ種に準ずる Ａ種に準ずる

型枠塗装の種類

Ａ

Ｂ

無し

無し叉はｃ

適用箇所

（ｂ）(1)(i)合板を用いるコンクリートの打ち放し仕上げの種別（表６．２．３）

・混合セメントのＡ種

・ポルトランドセメント低アルカリ形

（ｂ）骨材の品質

※建設省通達S.61住指発第１４２号（S.61.6.2）に準拠する。

※建設省通達平元.住指発第２４４号（平元.7.17）に準拠する。

※普通ポルトランドセメントのＡ種

・早強ポルトランドセメント

骨材に高炉スラグの粗骨材細骨材及びフェロニッケルスラグ細骨材を使用してはならない。

３節　普通コンクリートの材料

（ａ）骨材の種類

６.３.２ セメント

６.３.３ 骨　材

混和剤

・防水剤

混和材 ・膨張材

適用箇所

混和材料の製造所：竹本油脂、山宗化学、エヌエムビー、花王　　　　　　　　　　　　叉は同等所

※ＡＥ剤,ＡＥ減水剤及び高性能ＡＥ減水剤

　　種　　別

６.３.５ 混和材料

（７）細骨材の塩分含有量の措置

（８）アルカリ骨材反応に対する措置

２節　普通コンクリートの品質

６.２.５ コンクリートの仕上り
６
 
章
　
　
コ
 
ン
 
ク
 
リ
 
｜
 
ト
 
工
 
事

て、結果を監督員に報告する。

き本規定は適用しない。

（ｄ）工事中、降雨時等に有害な漏水箇所の有無を確認して、漏水箇所叉はその恐れの有る箇所を補修し

打ち込み中断時間は20～30分を限度とする。但し、表６．２．３の種別が、Ａ種叉はＡ'種の場合を除

（ｅ）地下外壁の打継ぎ箇所には、特記無き限り止水板（鉄板入りブチルゴム製Ｗ:150）を打込む。

（ｆ）水槽類の打継ぎ箇所には、特記無き限り止水板（ブチルゴム製Ｗ:150）を打込む。

６.６.３ 打継ぎ

６.６.４ 打込み

６.６.７ 打ち込み後の確認等

止水板の製造所：ゴム系）早川ゴム、西武ポリマ化成　　　　　　　　　　　　　　　又は同等所　　　

樹脂系）アロン化成、シーアイ化成、西武ポリマ化成　　　　　　　又は同等所

（ｊ）コンクリート打ち放し仕上げの有る場合、打設量はボンプ車１台当たり200立米／日以下を標準とし、

種類

Ａ

Ｂ

Ｃ

ポリウレタン系樹脂

アクリル系樹脂

アクリル系樹脂

塗り回数塗装の種類

３

３

１

備　考

塗装は、コンクリートの接するせき板面、せき板小口、木

製面木等に施す。・

９節　型　枠

（ｃ）床型枠用鋼製デッキプレートの製造所：日本鋼管ライトスチール　　　　　　　　　　　又は同等所

（ｇ）タイル貼り下地箇所には剥離剤を使用してはならない。

（ｊ）型枠の塗装の種類

６.９.３ 材　料

て、塩素イオン量を求めるべき事に注意する。

６.10.３ フレシュコンクリートの試験

10節　試 験

（ｂ）寒中コンクリートの適用

※特記なき限り、ＪＡＳＳ５の寒中コンクリートの適用の項に規定するところによる。

・１種　・２種　

　　　 備　考適用範囲６.11.１ 種別（表６．７．１） 　

６.12.１ 一般事項

11節　軽量コンクリート

12節　寒中コンクリート

（ａ）設計基準強度(Ｎ／ｍ㎡)

（無筋といえども、つなぎの為の補強材入りの場合を含む）

※１８　

備　考

（ａ）工事現場練りコンクリートの適用

※特記なき場合は、施工計画書に記載する。

適用範囲

６.14.３ 品　質

14節　無筋コンクリート

６節　コンクリートの工事現場内運搬並びに打込み及び締固め

（ｃ）表６．１０．１の塩化物量の判定に当たっては、混和剤による妨害イオン量を測定値から差し引い

６.17.１ 一般事項

17節　工事現場練りコンクリート

打継止水材:アクアシージェイCJTA-0725-3K(シーアイ化成)スーパーストップ18㎜(豊順洋行)叉は同等品

１節　一般事項

（ａ）本章の仕様は、設計図書に記載有る以外はＪＡＳＳ６、同付則６鉄骨精度検査基準、鉄骨工事技術指針

工場製作編及び工事現場施工編、鉄骨精度測定指針、鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査基準（以上い

７章　鉄 骨 工 事

ずれも建築学会編）に準拠する。

７.１.０ 総 則

７.３.10 仮　組

７
 
章
　
　
鉄
　
骨
　
工
　
事

（ａ）鉄骨工場の加工能力等

団　体　等 全国鉄構工業協会 鉄骨建設業協会 その他

認定グレード等 ・Ｓ ・Ａ ・Ｂ ・Ｃ ・請負者の社内基準による

・有り　　　　　・無し

（ａ）鉄骨製作管理技術者の適用の有無

※請負者の社内基準による

（ｂ）軽量鉄骨､デッキプレート､キーストンプレート類の板厚を社内検査にて確認の上、監督員に報告する。

（ａ）適用する種別

※トルシア形高力ボルト　・ JIS形高力ボルト　・ 溶融亜鉛めっき高力ボルト

（ａ）鋼材の材質の確認を、スチールチェッカーや引張り試験又は成分分析により行う事を指示する場合が有

ります。

（ｃ）ＪＩＳG0901による試験の適用の有無

・無し　　　・有り      ※請負者の社内基準による

（ａ）床書き原寸図の作成

・無し    ※有り。但し、監理者の承諾を得てＣＡＤ原寸データでこれに替えることができる。

（ａ）仮組

※仮組を実施する。    ・仮組の有無を施工計画書に記入する。

（ｅ）仮締めに本締め用ボルトを兼用してはならない。

・Ｓ・Ｈ・Ｍ・Ｒ ※Ｊ

（ａ）共通事項

（10）鉄骨本体工事以外の工事により、鉄骨継手への溶接を行うことを禁止する（例：天井下地吊りボル

ト、ＡＬＣ目地用鉄筋）。

（ｂ）ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等は共仕の別図２による。。

（ｂ）完全溶け込み溶接部の超音波探傷試験の適用。

※請負者の社内規準により、施工計画書に記入する。

※請負者の社内規準により、施工計画書に記入する。

（ｃ）放射線試験及びエンドタブを用いたマクロ試験の適用。

７.６.８ 気温等による処置

７.６.11 溶接部の試験

（ｄ）炭酸ガスアーク半自動溶接は、溶接部付近の風速が２m／sを超える場合は作業を中止する。

８節　錆止め塗装

（ａ）次ぎの部分には、塗装しない。

（６）組立てによって肌合わせになるところで、屋内の部分。

（ｃ）錆止め塗装の所定回数の完了を社内検査にて確認の上、監督員に報告する。

（３）工場での錆止め塗装の種別、種類（表１８．３．１）

※ Ａ種１種の中から選定する。

７.８.２ 工場塗装の範囲

７.８.３ 塗料の種別

種　別 性　能 適　用　箇　所

・ラス張りモルタル塗り

乾式工法耐火吹付材の製造所：アスク、ニチアス、日東紡績、日本セメント　　　　　　　　　叉は同等所

耐火板の製造所：アスク、浅野スレート、ニチアス、耐火被覆板協会の正会員　　　　　　　　又は同等所

・耐火材吹付け

・耐火板張り

・耐火材巻き付け

９節　耐　火　被　覆

７.９.２ 耐火被覆材の種別及び性能

７.６.７ 溶接施工

６節　溶接接合

４節　高力ボルト接合

７.４.６ 組  立

７.３.２ 工作図

３節　工作一般

７.２.10 材料試験等

７.２.２ 高力ボルト

７.２.１ 鋼 材

２節　材　料

７.１.４ 施工管理技術者

７.１.３ 鉄骨製作工場

（ａ）アンカーボルト

（３）コンクリートに埋め込まれるアンカーボルトは二重ナット及び座金を使用することを原則とする。

（ｃ）鉄骨鉄筋コンクリート造柱の主筋を、鉄骨建方の為にやむを得ず一時的に折り曲げる場合、その折り

曲げ角度の限度を30゜とする（鉄筋コンクリート埋め込み型鉄骨柱脚部を含む）。

（ａ）溶融亜鉛めっき工法の適用の有無

※無し　　　　　　・有り

10節　工事現場施工

７.10.３ アンカーボルト等の設置

７.10.４ 搬入及び建方準備

12節　溶融亜鉛めっき工法

７.12.１ 適用範囲

７.12.７ 工作一般

鋼管などに設ける、亜鉛流入孔と空気孔の大きさや位置は、特記なき限り社内基準による。

７.12.４ 溶融亜鉛めっき高力ボルト接合

（ａ）(2)摩擦面をりん酸塩処理する場合のすべり耐力等の確認方法

・

鉄筋コンクリート土間と足固めや柱とを緊結する金物の防錆処理

７
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外壁用平パネル

種　類 適　用　範　囲呼称

種　類 適　用　箇　所

適　用　箇　所

（ｂ）防水コンクリートブロック積みに使用するモルタルは、防水剤入りモルタルとし、防水剤は、１５．

（ｈ）１階を除く地上階において、防水立ち上がり等の防水下地としてコンクリートブロック下地を使用し

２節　補強コンクリートプロック造

４節　ＡＬＣパネル

本節の仕様は、設計図書に記載ある以外はＪＡＳＳ１２に準拠する。

備　　考種　類

有害なひび割れや強筋の露出にいたる欠け又は表面が著しく変色が見られるパネルは使用してはいけない。

（ａ）次ぎに示す以外は空洞ブロック16とする。

２．２項による。

・低吸水タイプとし、コーナーはコーナーパネルを使用

種別

第１種

厚さ

８.２.２ 材　料

８.２.３ モルタルの調合及び目地幅

８.２.７ ブロック積み等

８.５.０ 一般事項　

８.４.２ 材　料

ＡＬＣパネルの製造所：ＡＬＣ協会の正会員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

種　類

（ａ）パネル取付け工法の種別（表８．４．２）

（ａ）パネル取付け工法の種別

製造所：ノザワ、三菱マテリアル建材、昭和電工建材　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

議会作成）に準拠する。

・インサートナット付パネルによる建込み同時シーリング工法

（ｐ）定規アングルに補強鋼材が取り付く場合には、定規アングルに割り増し溶接するなどの処置を施す。

（ｑ）開口部の所要性能保持に必要な補強は、図示なき場合でも補強材を取り付けることを本工事に含む。

（ｒ）手摺付笠木が取付くＡＬＣ版の補強は「アルミ手摺付笠木の設計・施工マニュアル」（手摺付笠木協

※（ａ）～（ｆ）項による　・ 8.4.4項による　・ 8.4.5項による

据え付：±３ｍｍ、建ち：±４ｍｍ、反り：±４ｍｍ、パネル相互のずれ：２ｍｍ以下

てはならない。この場合、特記なき箇所は鉄筋コンクリート造とする。

３節　コンクリートブロック帳壁及び塀

８.４.３ 外壁パネル工法

８.４.４ 間仕切壁パネル工法

・Ａ種 ・Ｂ種 ※Ｃ種 

（ａ）パネル取付け工法の種別（表８．４．３） ・Ｂ種 ・Ｃ種  ※Ｄ種 ・Ｅ種

８.４.５ 屋根及び床パネル工法

８.４.８ 特記なき限り、パネル取り付け寸法精度の原則（高さ３ｍにつき）は下記による。

５節　押出成形セメント板（ＥＣＰ）

適　用　箇　所

８章　コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板等工事

８.５.0 一般事項

３／

t=120

建築
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12章　木　工　事

図番件名

備
 
　
考

図名図名図名

特記仕様書（４）

種　類 適　用　範　囲呼称

（ａ）本章の仕様は、設計図書に記載ある以外は建築学会編の当該標準仕様書及び同解説に準拠する。

（ｂ）防水の施工は責任施工とし、保証期間は特記無き限り工事目的物引き渡しから、モルタル防水５年、

（ｃ）浴室及び水槽類の防水は、24時間以上満水試験を行い、防水箇所に漏水箇所の無い事わ確認して監督

員に報告する。

（ｄ）特記無き場合、防水層を下地に貼付する工法の露出防水の端部は、防水層製造所の指定する押え物で

止める。

適　用　箇　所 防水層表面の仕様

（ｂ）アスファルト

アスファルトの種類（ＪＩＳ Ｋ２２０７）

※３種。但し、年間最低気温が０℃未満である日が90日以上の地域又は、積雪１ｍ以上の時期にあっ

ては、４種とする。

（１）材質　※共仕の特記なき場合による。

（１）抗火石及び耐火れんが積み用目地材の製造所：ニチアス、アスク　　　　　　　　　　又は同等所

６節　れんが及び抗火石積み

（ｂ）目地用材料

（ｃ）キャスタブル耐火物の製造所：ニチアス、旭硝子、日米炉材　　　　　　　　　　　　　又は同等所

７節　サイディング材張り

・窯業系サイディング張り

適用箇所 材料　　構法 備　考

製造所（金属系）：アイジー工業、チューオー、新星鋼業、日本金属サイディング工業会会員又は同等所

その他の防水10年とし、保証書を監督員に提出する。

１節　一般事項

２節　アスファルト防水

（ｈ）断熱材の材質と厚さ

製造所：田島ルーフィング、日新工業、日本アスファルトルーフィング工業会会員　　　　　　又は同等所

（２）厚さ　・３０　・５０

施工者：東西アスファルト事業協同組合員、日本アスファルト防水協同組合員　　　　　　　　又は同等所

窯業系鼻隠し材

製造所（窯業系）：ニチハ､クボタ､松下電工､旭硝子､住友金属工業､日本窯業外装材協会会員又は同等所

８.６.１ 材 料

８.７.１ 材 料

９.１.０ 総 則

９.２.２ 材　料

種　別 適　用　範　囲

製造所：田島ルーフィング、日新工業、昭石化工、アスファルトルーフィング工業会会員　　　　又は同等所

種　別

９.２.３ 防水層の種類、種別及び工程（表９.２.３～８）

マグシステム（ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ電工）程度

ネオロック・セラ15くしびき柄(ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ電工)程度・外壁

３節　改質アスファルトシート防水

９.３.３ 防水層の種 別及び工程（表９.３.１）

８
章
 
ブ
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・
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工
事

脱気装置の適用の有無

※無し

適　用　範　囲種　別 摘要

ＨＣエコプルーフ防水Ｅ15-Ａ工法

防滑仕上(保土谷建材)又は同等所

適　用　範　囲種　別

（ｅ）増張り

（４）防水層の上に設備用基礎等が有る場合は、その箇所は２枚貼りとする。

４節　合成高分子系ルーフィングシート防水

製造所：日新工業、東洋ゴム工業、ロンシール工業、三ツ星ベルト、合成分子ルーフィ会員　　　又は同等所

５節　塗　膜　防　水

ウレタン系の製造所：旭硝子ポリウレタン建材、保土谷建材工業、ダイフレックス　　　　　　　又は同等所

ゴムアスファルト系の製造所：日新工業、イーテック、田島ルーフィング、東亜工業   　　　　又は同等所

９.４.３ 種 別（表９.４.１）

９.４.４ 施　工

９.５.３ 種別及び工程(表９.５.１､表９.５.２)

主成分による区分記号

ＭＳ－２ 変性シリコーン系

摘要

（２）簡易接着性試験　　　　・無し　　・有り

６節　その他の防水

適用箇所 摘要

６節　シーリング

製造所：コニシ､ジーイー東芝ｼﾘｺｰﾝ､東レ･ダウコ-ニング･シリコ-ン､サンスタ-技研､セメダイン又は同等所 

（ｂ）接着性試験の適用の有無

（１）引張接着性試験　　　　・無し　　・有り

９.６.２ 材 料(９.６.１表)

９.６.５ シーリング材の試験

９.６.１ 種　別

９
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９
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工
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品種 品質 仕上げの種類 適用箇所

１節　一般事項

（ｄ）下地の色の影響を受ける石材等の裏込めモルタルは、10.2.3(ａ)項を参考にして処置する。

２節　材　料

工　法 備　考

（ａ）天然石

石材の加工所：関ヶ原石材、矢橋大理石、安藤大理石商店、全国建築石材工業会会員　　　　　　又は同等所

10章　石　工　事

10.１.３ 施工一般

10.２.１ 石　材　
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10

種石の種類 仕上げの種類 適用箇所 形状、寸法（JIS呼称）

（ｂ）　テラゾ

（５）特記なき場合、ブロック厚は内装壁用25～35、床用35～60とし、表面仕上げは床は水磨き、壁面その

備　考

カナリア程度 テラゾブロック・300形　・400形

他は本磨きとする。裏面層に使用する粗骨材の最大寸法は15とする。

品種 品質 仕上げの種類 適用箇所

適用箇所 備　考

３節　外壁湿式工法

石の種類

※２５

裏打ち処理

※無し

適用箇所 備　考石の種類 裏打ち処理

※無し

備　考石の種類

※２５

裏打ち処理

※無し

※２０

有効石厚

有効石厚

有効石厚

４節　内壁空積工法

５節　乾式工法

石裏面の処理 備　考

品種 品質 仕上げの種類 適用箇所石裏面の処理 備　考

７節　特殊部位の石張り

６節　床及び階段の石張り

方式

・スライド方式

・ロッキング方式

適用箇所

10.３.２ 材　料

10.４.２ 材　料

10.５.２ 材　料

略することができる。結果の判定は、50角～二丁程度の大きさのものに適用し、その他の形状のもの

１節　一般事項

に対しては結果を参考とすることを原則とする。

（ｃ）接着力試験は、施工後約２週間以降に行い、面積50㎡以下で高さ２ｍ以下の危険性の少ない場合は省

11章　タ イ ル 工 事

11.１.４ 施工後の確認及び検査

形状 寸法 適用箇所 役物の使用等

２節　材　料
品名(便宜上､INAX製品で標記)

ルシーディアNP-LZKC-100-p1/591程度

４節　陶磁器質タイル型枠先付け

11.４.２ タイル型枠先付けの種別

種別 適用タイル 適用箇所

200角 デザレート程度(ノンスリップ加工)
内装壁タイル 100角

垂れ付き段鼻を使用

種別　

150角 ニューイナフロア150程度

床タイル

外装床タイル

既製調合モルタルの製造所：菊水化学工業、日本化成、LＩＸIL　　　　　　　　　　　　　　叉は同等所

タイル接着剤の製造所：タイルメント、LＩＸIL、コニシ、セメダイン　　　　　　　　　　　又は同等所

タイルの製造所：LＩＸIL、ダントー、ＴＯＴＯ、国代耐火工業所、西谷陶業、志野陶石、大仏叉は同等所
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適用箇所

　（２）(ⅱ)　化粧ばり造作用集成材

材が発生した場合には、監督員と協議の上、表面材樹種叉は同等樹種のムク材にて代替する。

(Ⅴ)化粧ばり造作用集成材は、水掛かり部分に使用してはならない。形状、寸法などにより製作できない部

表面材厚

適用箇所等級 見付け材面の品質表面材樹種

ヘムロック、シトカプルースの類 ※１等

（ａ）本章の仕様は、木造建築の場合もその適用範囲に含むものとする。

１節　一般事項

12.１.０ 総　則

（ｂ）本章の仕様は、設計図書に記載ある以外はＪＡＳＳ１１に準拠する。

単材の厚さ

「木製」と特記あるもの

接着性能

適用箇所等級 単材の樹種 見付け材面の品質

※１等

区　分

構造材

部　材 代用樹種

※可 ・禁止

備　考樹　種

のこれらと接する箇所には適切な養生、保護材を施す。

た薬剤で補修塗りを行う。

（ｃ）樹種（表12.2.3）特記なき限り、下表による。

（５）造作材の等級（表12.2.2） ※Ａ種　　　　　　・Ｂ種

樹　種

※２種

ヒノキ

（ａ）指定寸法は、見え掛材は竣工引渡し時に、見え隠れ材は隠蔽直前時に、確保されていること。

（ｂ）集成材の指定寸法は仕上がり寸法をあらわす。

（ｄ）使用する木材は、竣工後３年以内に虫害が発生しないこと。

12.1.3 木材の断面寸法

12.1.2 基本要求品質

（ｃ）造作材の左官工事との取り合い部には、全てチリジャクリを施すことを原則とする。

12.1.5　継手及び仕口  

（ｅ）継ぎ手及び仕口は図示によるほか、法令に定める仕様による。

12.1.6　養　生

（ｂ）和室造作材は、必要によりトノ粉塗り、当て板等の適当な方法により養生を行うこと。

２節　材　料

（ａ）木材の含水率（表12.2.1）

（ｂ）木材の品質

※Ａ種　　　　　　・Ｂ種

（４）構造材および下地材の品質 ※図示なき場合は共仕による。

12.1.4　表面仕上げ

12.２.１ 木　材

・

（ｄ）給排水管等で塩化ビニル製品などを、損傷する恐れある薬剤で防腐、防蟻叉は防虫処理等をした木材

（ｅ）薬剤を塗布して防腐、防蟻叉は防虫処理した木材を切断、穿孔等の加工をした箇所には、処理に用い

（ｂ）表面の仕上げ程度(12.1.1表)　  　※ Ｂ種

表面材厚

等級 見付け材面の品質表面材樹種

ヘムロック、シトカプルースの類 ※１等

適用箇所

　（２）(ⅲ)　造作用単板積層材

（２）(ⅰ)  造作用集成材

強度等級、強度性能

12.2.2  集成材等

　（１）(ⅰ)　構造用集成材

造作材 ※可

・禁止

ヒバ枠材、見切材

和室造作

・禁止

スギ

スギ ※可 ・禁止

「木製」と特記あるもの

ベイマツ ※可 ・禁止 JAS１級

下地材 間柱、胴縁、野縁など

柱、半柱、大引など

タル木、根太

12
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適用箇所

・内装タイル目地、衛生機器取り合い部

外壁目地・外部廻りの建具及び設備機器外壁貫通部廻り、

・タモ ・ヒバ

建築

阿山中学校空調設備更新工事 ４／A
20210430

2021年４月30日



図番件名

備
 
　
考

図名図名図名

12.2.5  諸金物

（ｅ）構造材を緊結するボルト類は、仕上材施工等で隠ぺいする直前に全数締め直して緩みを無くすこと。

適用箇所

12.2.3  床張り用合板等

接合金物(f)

接着の程度

構成材の樹種は針葉樹とする※特類（外壁、野地板、１階床板）

※１類（上記以外の間仕切壁等）

備　考

適用箇所 仕　様 備　考

木造建築物しろあり防除処理標準仕様、

木造建築物等防腐･防蟻･防虫処理技術指針

（社）日本しろあり対策協会刊

適用箇所 仕　様 備　考

12.2.10  防虫処理

12.2.9  防蟻処理

（ｄ） 全ての土台、独立柱の基礎に接する箇所に敷き込む材料

12.2.10項による

12.2.8  防腐処理

適用箇所 仕　様 備　考

・12.2.8(ａ)項による

※12.2.1(b)(3)(i)項の防腐防蟻処理材

※無し　 ・ アスファルトルーフィング９４０　・ 銅板t=0.４　・ ステンレス板t=0.４

・ユニットバスを除く浴室と便所廻り木造構

造材と下地材

接合補強金物の製作所 

タナカ、カネシン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

(g)

(h)

補強金物には適切に防錆措置を施すものとする。

柱増設金物：柱の増新設部柱脚及び柱頭など（カネシン）後施工金物<柱頭・柱脚用>又は同等品
羽子板ボルト:補強壁廻りの差し鴨居や台敷と柱との仕口補強など(タナカ)ビス止め羽子板<匠>又は同等品

 
 
 
章
　
木
 
工
 
事

12

13 本章の仕様は、設計図書に記載ある以外はＪＡＳＳ１２に準拠する。

適用箇所 材　　　　料（ａ）

瓦棒葺き：三晃金属工業、元旦ビューティ、イゲタ鋼板、日建板、リバー建鉄　　　　　又は同等所

適用箇所

適用箇所 材　　　　料 板厚 　備　　考

（ヨドコウＧＬカラーＴｅｎ　ＹＧ９３程度）

　形　　式板厚

（ｂ）屋根葺工法を定める専門業者

屋根葺工法を定める専門業者：三晃金属工業、カクイチ、淀川製鋼所、日建板　　　　　又は同等所

※ 心木なし瓦棒葺

・

※0.４・ 塗装溶融亜鉛めっき鋼板の屋根用板(JISＧ3312)

※塗装溶融亜鉛-55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金めっき鋼板(JISＧ3322)

製造所：エーアンドエーマテリアル、宇部スレート工業、ノザワ、三菱セメント建材　　又は同等所　

13章　屋根及びとい工事
０節　総　則

２節　長尺金属板葺

13.２.２ 材　料

３節　折　板　葺

６節　スレート波板葺（外壁を含む）

13.３.２ 材　料

（ａ） 適　用　箇　所 　備　　考

 種類: ・ いぶし瓦（非施釉）　・ 陶器瓦  加工: ・ 切り落とし　　※面取り

 規格: ※ ＪＩＳ規格品

２）軒瓦　 ・ 万十　　・ 一文字　　・ 蛇の目　　・ 巴唐草　　・ 印模様入り

３）棟瓦　 ・ 素丸（ ・ 紐有り　　・ 紐無し）　　・ 亀伏間　

１）桟瓦　形式: ・ 和型・ Ｓ型  大 き さ :※ ５ ３ Ａ 　 　・簡易本葺瓦(丸瓦平瓦一体形)

（イ）隅棟 　・ のし３段＋はかま１段

４）鬼瓦　・ 影盛足付　　　　　・ 海津（・旭紋　・　　）　

５）螻場　・ 袖瓦　　・ 掛瓦　　・ 平袖瓦

（ｇ）製造所：東洋瓦工業、野安製瓦、丸栄陶業、宮政瓦工業、伊山瓦協業組合又は同等所

ュポン）又は同等品とする。

・足付巻経

（ア）大棟　・  のし５段＋はかま２段　　

・ のし15段＋はかま２段

・蓑甲瓦

６ ）雪 止め瓦 　※ 図示 によ る   

・飛鳥野瓦(段なし)丸栄陶業程度

４節　粘土瓦葺

13.4.2 材  料

・無し

屋根下葺き材料：特記なき限り、透湿・防水不織布下葺きシート（屋根用）は、タイベックルーフライナー（デ
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（ｂ）(１)防露は、特記なき限り共仕13.6.5表による。

（ｆ）(２)特記なき場合の、軒どいの軒先線に対する取り付け位置

ａ：ｂ

・ ７：３

・ ６：４

※ 社内規準による。

ａ ｂ

ルーフドレンの製造所：カネソウ、福西鋳物、第一機材、大嶽鋳工所　　　　　　　　　　又は同等所

適用箇所 　備　　考

役物・支持金物共

適用箇所 材料　構法 備　考

雪止め金具共・クボタカラーベストニューコロニアル程度

屋根下葺材：ルフタイト（三菱樹脂）程度

材料　構法適用箇所 備　考

（ａ）（2）平ぶき工法

・ べた葺　　・ 筋葺（引掛桟無し）　　・ 筋葺（引掛桟有り）　　・ から葺 

・ なじみ葺　・ から葺（総釘打）　　・ 緊結葺

（ｅ）棟の工法

※請負者の社内規準による　　・ とんぼ締め法（芯しばり）　　・ 大回し法

・ 綾取り法（千鳥締め、たすき締め）　　・ 鉄筋流し法　　・ 鉄筋埋め込み法　　・ 強力棟法 

・ 耐震工法

屋根面の雨落ち部及び谷樋にＣＬ塗装すること。

雪止め、谷樋共

・サビナシルーフＳＲ－ＳＺ　t=0.6(三井金属鉱業)程度

・サビナシルーフＳＲ－SUS t=0.6(三井金属鉱業)程度

亜鉛合金板瓦棒(心木なし)葺

亜鉛合金板一文字葺

13.4.3 工  法

５節　と　い

13.５.３ 工  法

13.５.２ 材　料

７節　平板彩色スレート板葺

８節　その他の屋根葺き

・シビルスケアPC50（ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ電工）程度

規　格材種（13.6.1表）種類

・シビルスケアＰＣ４０(ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ電工)程度

・銅板ｔ＝０.4加工

監督員の承諾を受けて施す。

を塗り、その上に常温乾燥形のウレタン樹脂系塗装を施す。

（銅）を使用しないこと。

備　考種別

Ａ種

Ｂ種 屋外の塗装箇所で、めっきの特記ある箇所

屋内の塗装箇所で、めっきの特記あるＢ類Ｃ種とＣ類以外の箇所

ボルト類などでＡ類の処理が困難な箇所

適　用　箇　所

Ｃ種

Ｄ種

Ｅ種

Ｆ種

適用箇所（種別の特記なき場合）

１節　一般事項

４節　軽量鉄骨天井下地

２節　表面処理

特記なき場合、ステンレスの表面仕上げの種類は、屋外は鏡面仕上げとし、屋内はＨＬ仕上げとする。

種別（14.2.1表） 適　用　箇　所（ａ） 備　考

箇所も錆止め塗装を施すものとする。

（ｂ）屋外に使用するアンカー類は特記なき限りステンレス製とし、鋼製の場合はモルタル等で埋設される

（ｊ）屋外での補強　　　・ 無し　　※ 有り

14章　金 属 工 事

14.１.０ 総　則

14.２.１ ステンレスの表面仕上げ

14.２.２ アルミニウム及びアルミニウム合金の表面処理

14.４.４ 工　法

（ａ）表14.２.２

14.２.３ 鉄鋼の亜鉛めっき

14.４.２ 材　料

野縁の種類（14.4.1表）

この場合、屋内で軽微な場合は、監督員の承諾を受けて№２Ｂ仕上げ程度とすることができる。

・ ２５形

14  
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※14.5.1表のスタッド高さによる適用に応じる

（ａ）スタッド、ランナーなどの種類

※ＵＬ壁工法Ｆタイプ(三洋工業)､ＵＬ工法(吉野石膏)程度　・ジシンサク30(マンテン)程度

５節　軽量鉄骨壁下地

（ｃ）ＡＬＣ版外壁箇所下地の種類

14.５.０ 総　則

14.５.３ 形式及び寸法

６節　金属成形板張り

建物内部で、空調などによる風圧や気圧の差による圧力の生じる恐れの有る箇所には適切な補強を施す。

適用箇所 材料　構法

金属サイディング張り

表面処理の種別

・ヨドコウプリントエンボス(淀川製鋼所)程度

・ヨドコウ800N-Ⅱ ｔ＝0.6
・下地胴縁は通気工法とする。

備　考

７節　アルミニウム製笠木

適用箇所 材料　構法 備　考

コーピングタイプⅡ（トステム）程度 バルコニー手すり

（ｂ）製造所：エービーシー商会、田島ルーフィング、理研軽金属　　　　　　　　　　　　　又は同等所

適用箇所 材料　構法

14.８.２ 手すり

アルミ既製品 コーピングタイプⅡ+バー手すりⅡ（トステム）程度

種別

適用箇所 材料　構法 表面処理の種別 備　考

14.８.３ タラップ

（１）ラスシート

（２）ワイヤーラス　　JISひし形0932 φ１．2

（３）メタルラス　　　JIS波形　２号　１．05㎏／㎡

（４）製造所：ラスシート工業会正会員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

適用箇所 備　考材　料　 種　別

適用箇所 備　考材　料　 種　別

適用箇所 材　料　 種　別

適用箇所 材　料　 種　別

材　料　 種　別適用箇所

・ヨドコウＧＬカラーＴen(淀川製鋼)程度・塗装ガルバリウム鋼板

・亜鉛合金板

製造所：大同鋼板、淀川製鋼所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

・サビナシルーフＳＲ－ＳＺ　t=0.6加工

・亜鉛合金板

三井金属鉱業

・サビナシルーフＳＲ－ＳＺ　t=0.6加工

又は同等所

三井金属鉱業又は同等所

ラスシート

９節　水切り、雨押さえ、ジョイナー

14.９.１ 水切り金物

14.９.２ 棟包、雨押さえ、軒先水切り金物

14.９.３ ジョイナー

10節　金　網

14.10.１ 左官工事下地用 ワイヤーラス、メタルラス、ラスシート

14.10.２ れんが積用金網

・塗装ガルバリウム鋼板

・ヨドコウＧＬカラーＴen(淀川製鋼)程度

適用箇所 備　考材　料　 種　別

ステンレス網防虫網と明記し、仕様の明示なき箇所

14.10.３ 網張り用金網

・銅板ｔ＝0.35

・銅板ｔ＝0.35

適用箇所 材　料　 備　考

適用箇所 材　料　 備　考

銅板ｔ＝0.3加工

14.10.５ 柱脚包み金物

Ｌ：120

銅板ｔ＝0.3加工 Ｈ：210

14.10.４ 鼻先包み金物

８節　手すり及びタラップ

２４メッシュ
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（ａ）特記なき場合、温度変化の影響を受け易い箇所では必要により伸縮継手や防露又はこれに代わる措置を

（ｅ）屋外に使用する材料では、二次電解着色に使用する金属塩には原則として、Ｃｏ（コバルト）、Ｃｕ

（ｄ）マルマイト皮膜処理済みの材料を加工した場合には、処理皮膜の損傷した箇所にエッチングプライマー

特記仕様書（５）

１節　一般事項

（ａ）本章の仕様は、設計図書に記載ある以外はＪＡＳＳ１５、２３に準拠する。

（ｂ）床塗り仕上げは、雨掛かりや水廻り箇所においては図示なくとも水勾配を排水箇所へ適切にとり、

水溜まりの生じることのないよう入念に施工する。

15章　左　官　工　事

15.１.０ 総　則章
左
官
工
事

15

５／

屋外の無塗装箇所で、めっきの特記ある箇所

ＶＵφ75
・竪

・軒

笠木（バットレス）

製造所：桐井製作所、三洋工業、染野製作所、トーケン工業　　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

製造所：桐井製作所、三洋工業、染野製作所、トーケン工業　　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

ガリバリウム塗装鋼板

　形　　式板厚山高

６６ 0.6

材　　　　料

ヨドルーフ６６　又は同等品以上

タイトフレーム、化粧フレーム等付属品共

阿山中学校空調設備更新工事

建築

※ １９形

12.2.8(c)項に示す箇所・

天井点検口廻り

・

A
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２節　モルタル塗り

（ｅ）混和材料

(７)顔料の種別 ・　墨

（ｈ）防水モルタル塗り

(１)防水剤は、施工箇所に鉄部がある場合には、鉄部を腐食させる恐れある塩化カルシウム系その他の

製品を支障ある分量を使用してはならない。

(２)防水剤の製造所：マグナ工業、マノール、開城化学工業　　　　　　　　　　　　　　叉は同等所

４節　セルフレベリング材塗り

種　類

※セメント系

・ 石こう系

製造所：日本化成、菊水化学、山陽国策パルプ、ヤブ原、昭和電工、小野田建材、吉野石膏又は同等所

※１０

塗厚 適用箇所 摘　要

ＮＳハイレベラー（日本化成）程度

５節　仕上塗材仕上げ

（ａ）仕上塗材（15.5.1表）

呼び名 適用箇所 仕上げの形状・工法　上塗材の種類 摘　要

・可とう形複層塗材ＣＥ

し、必要に応じて適切な養生を行う。

（ｄ）竣工引渡し時には、原因を問わず０.２ｍｍ以上の如何なる亀裂もあってはならない。但し、この規

定は、他に定める０.２ｍｍを越えない亀裂の存在を許容しない規定を妨げるものではない。

15.１.２ 基本要求品質

15.１.６ 養　生

15.５.２ 材  料

15.２.２ 材　料

（ｄ）金こて類の使用にあたっては、金属製額縁材や埋め込み支柱等の表面処理層を損傷しないように注意

(ｆ)吸水調整材の製造所：日本化成、山陽国策パルプ、昭和電工、セル建材工業　　　　 　　又は同等所

（ｄ）屋外に面するガラリは、特記なき限り、防虫網（※ステンレス網　・　　　　　　）張りとする。

（ｅ）特記なき限り、外部建具枠廻りには４方にシーリングを施す。

スプリング入りステンレス曲面目板を取り付けるものとする。

16.１.４ 建具見本の製作等

※製作しない　　　　　　　・ 製作する（ａ）建具見本の製作：

（ｃ）建具製作に先立ち施工図を作成して監督員に提出すること。

1）建具補強金物は施工図に明示する。

2）はめ殺し建具には、はめ込んだガラス面やパネル面に生じる結露水の貯水･排水機構を備える。

な場合は、監督員の承諾を得てこれを省略することができる。

16.１.５ 取付け調整等

（ｃ）建具の取り付けは、原則として建具製作所の施工とする。

（ｄ）工事中に汚損等のおそれある場合は、適切な方法によって養生を行い、汚損等を防止する。

16章　建具工事
１節　一般事項

建具の周囲の４方は、構造上主要な部分に連続して支持されていること。

3）特記なき限り、公衆用出入口扉の押板や引手には、｢押｣｢引｣の彫り込み文字を入れる。但し、軽微

16.１.２ 建具の基本要求品質

（ｆ）(ｃ)項でいう「耐風圧性」には、建具にはめ込まれたガラスやパネル類を含むものとする。

16.１.３ 防火戸

（e）特記なき限り、両開きや七三開きの常時開放型防火戸には閉鎖順位調整器叉は、扉召し合わせ部分に、

２節　アルミニウム製建具

16.２.２ 性能及び構造（表16.2.1）

16.２.３ 材  料

（ｅ）　網 戸 等

（2）網戸の網  ・合成樹脂製(但し熱で急激に変質する恐れある箇所は特記によらずｽﾃﾝﾚｽ製）

16.２.４ 形状及び仕上げ

（ｄ）表面処理の種別

３節　鋼製建具

16.３.３ 材　料

変形ウレタン樹脂塗装にて仕上げる。

16.３.２ 性能及び構造

（ｃ）特記なき限り、機械室や発電機室などの遮音を必要とする室の建具は下記による。

・ 扉に厚40のグラスウールを充填して遮音性能は30～35db(500Hz)とし、締め付け金物はグレモン錠

３点締まり、三方枠及び沓摺りはクロロプレンゴム付きとする。

（ｄ）鋼製建具の製作所：トステム、日本スピンドル製造、輸送機工業　　　　     　　　　又は同等所

※ 着色以外の場合：Ｂ-１種、着色の場合：Ｂ-２種

４節　鋼製軽量建具

16.４.３ 材　料

16.４.５ 工　法　

（ｃ）焼き付け塗装：　※行わない　　　　・ 行う

16.４.７ 製作所：16.3.２（ｄ）項による。

６節　木製建具

16.６.２ 材　料

（ａ）建具材の含水率(16.6.1表) 　※Ｂ種

（ｃ）かまち戸の材料：※ひのき、ひば、米桧、台桧    

（ｆ）特記なき限り、和紙張り障子の材料は下記による。

（２）障子和紙　※美濃紙（中級）　　・ レーヨン障子紙（レーヨン40％以上）

（ｊ）合板を除き、ラワン材を使用する場合には虫害の恐れあるラワン材は加熱防虫処理材とする。但し、

５節　ステンレス製建具

16.５.４ 形状及び仕上げ

（ｄ）)表面仕上げ（沓摺りを除く）：※ＨＬ仕上げの上、クリアラッカー塗装  ・ バフ仕上（Ｎｏ.８）

16.５.５ 工　法

（ａ）（1）曲げ加工　　　※普通曲げ　　　　・ 角出し曲げ

16.５.６ 製作所：田島メタルワーク､近畿工業､東亜精機､菊川工業、文化シャッター､ナブコドア  又は同等所

（e）召し合わせ、縦小口包板などの材質：※鋼板　・ ステンレス鋼板　　　・ アルミニウム押出形材

※ステンレス製（24メッシュ程度）

(５)特記なき限り、塗装仕上げの場合の下塗りには、扉共エポキシ樹脂プライマーを使用して非黄

（ａ）(４)特記なき限り、外壁及び外部雨掛かり部に使用する枠材はステンレス製とする。

支障なき箇所では監督員の承諾を得て、薬液による防虫処理材を使用することができる。

建具の製作所  ビル用：LIXIL、ＹＫＫａｐ、日本軽金属、三協アルミ工業、不二サッシ　又は同等所

住宅用：LIXIL、ＹＫＫａｐ、三協アルミ工業、不二サッシ 　　又は同等所

区  分 類別

・ビル用

・住宅用

※Ａ種

適用箇所耐風圧性

※Ｓ－４

気密性の等級

※Ａ－３

水密性の等級

※Ｗ－４

防音建具 断熱建具 耐震ﾄﾞｱｾｯﾄ

（１）枠、桟の樹種　　※スギ（代用樹種は内地産杉材と道程度の木肌色で平均年輪巾が１.5mm以下とする）

（ｋ）製作所(既製品)：パナソニック電工,アイカ工業,高島屋工作所,ヤマハリビングテック住建産業 又は同等所

※16.6.9表による

16.６.４（ｃ） ふすまの工法

・Ⅰ型　※Ⅱ型 ・ 量産フスマによる：　※ダンフスマ（山田ダンボール）程度
・ スタイロ襖（ダウ化工）程度
・ ＹＫＫａｐ襖（ＹＫＫａｐ）程度

（ａ）マスターキー　　※有り(※３組  ・５組）　　・ 無し

16.９.５ 製作所:文化シャッター、輸送機工業、日本スピンドル製造、三和シャッター          又は同等所

10節　重量シャッター

16.10.２ 形式及び機構

・ 上部電動式(手動併用)　　　・ 上部手動式（ｂ）耐風圧性能の区分(JIS A 4705)

（ｃ）開閉機能による種類(16.10.1表) ・ 設けない　　　　・ 設ける

（ｆ）シャッターケース（防火、防煙シャッターを除く）

（ｈ）内法巾が８ｍ以上の場合は、特記なき場合でも外れ止め装置を取り付ける。

16.10.３ 材　料

16.11.２ 形式及び機構 ※手動式　　　・ 上部電動式（手動併用）

（ａ）開閉形式(16.11.1表)

（ｂ）耐風圧性能の区分(JIS A 4704)

７節　建具用金物

16.7.4.　鍵

　　　コントラクトマスターキーの製作　※一切禁止　　　・ 可（引き渡し時提出）

（ｃ）鍵には特記なき限りアクリル製ネーム札を付け、各３組の鍵をキーボックスに整理収納して、建物引き

渡し時に監督員に提出する。但し、軽微な場合は監督員の承諾を得てこれを省略することができる。

16.７.５ 製造所

（錠前）　　　　美和ロック、ゴール、昭和ロック、堀商店、ヤマギワインテリア開発、ベスト　又は同等所

（丁番、ヒンジ、レール類）　日本ドアチェック製造､三栄建材工業､日恵機材､大鳥機工､ベスト　又は同等所

（把手類）　　　ユニオン、秀光、オーシマ、ヤマギワインテリア開発、ＡＢＣ商会、ベスト　　又は同等所

（開閉用オペレーター）　ナブコシステム、オイレス工業、ゴール　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

16.８.３ 機  構

（ａ）開閉方法 　　・ 油圧式　　　・ 空気圧式     ・電動式

（ｂ）センサーの種類（表16.8.3）

・ マットスイッチ　・ 光電スイッチ  ・  電子(電磁 )マットスイッチ  

16.８.８ 製作所:ナブコ、寺岡精工、昭和建産、ダイハツディーゼル、ニッカナ、北陽電機　　　又は同等所

８節 自動ドア開閉装置

９節　自閉式上吊り引戸装置

又は同等所
11節　軽量シャッター

（ｃ）グリルシャッターの場合、リンクの材質はグリルの材質にかかわらずステンレスとする。

16.10.６ 製作所:三和シャッター工業､鈴木シャッター､東洋シャッター､文化シャッター、長谷川シャッター

16.11.６ 製作所:三和シャッター工業、鈴木シャッター、日本シャッター製作所、長谷川シャッター又は同等所
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（10）装飾ガラスの種別　　　　　　      ・ラチスグラスt=6(ダブルラチスアンバー)旭硝子程度

（１）フロート板ガラス　　　　　　　　　※フロート方式のＢ級品

（ａ）板ガラス

16.13.２ 材　料

（ｂ）ガラス留め材は特記なき限り、下記による。

防火戸を除く木製、鋼製、ステンレス製建具は、シーリング材による。但し、合わせガラスや線入り叉

は網入りガラスに使用するシーリング材は、ガラス製造所の指定品による。

（１）グレイジングガスケットの製造所：三協化成、北商ゴム                          又は同等所

（２）ガラス押さえパテの製造所：テイパ化工、関西パテ化工、大豊塗料                又は同等所

（７）複層ガラスの加速耐久性　　　　　　※Ⅲ類

（11）製造所:旭硝子､日本板硝子､セントラル硝子､ガーディアン･ジャパン･リミテッド      又は同等所　

（ｄ）ガラス用防錆塗料及び防錆テープは、ガラス製造所の指定品を使用する。

（ｅ）ジッパーガスケットの製造所：タケチ工業ゴム、富双ゴム工業、化成工業　　　　　　　　又は同等所

（ｆ）窓用フィルム

視界制御フィルム     ・ルミスティ　・Ｘ　・Ｙ　・Ｚ　　（リンテック）程度

飛散防止フィルム     ・スコッチティントＰ－３４（スリーエム）程度

調光フィルム         ・スコッチティントＰ－６０（スリーエム）程度

16.13.３ ガラス溝の寸法、形状等

防火戸の場合の溝巾は支障なき限り、１４ｍｍ以上とする。

16.13.４ 工　法

（ｂ）ガラスのはめ込み

(5)大模様の型板ガラスや線入りガラスは、隣接する模様や線を通り良く揃えて加工し、はめ込む。

16.13.５ ガラスブロック積

（ａ）(13)製造所等：日本電気硝子、藤田商事                                              又は同等所

（ｇ）ワーロンプレート   ㈱ワーロンのワーロンプレートｔ＝2.0和紙入りタイプ程度とする。

スリシート　　　　　　・フォグラス（中川ケミカル）程度

12節　オーバーヘッドドア

16.12.２ 形式及び機構

（ｂ）耐風圧性能の区分(JIS A 4715)

（ｄ）収納形式  ・スタンダード形  ・ローヘッド形  ・ハイリフト形  ・バーチカル形

16.12.６ 製作所:三和シャッター工業、文化シャッター、金剛産業、四国化成工業 　　　     　又は同等所

16.13.０　総　則

13節　ガラス

本節の仕様は、設計図書に記載ある以外はＪＡＳＳ１７に準拠する。

６／

特記仕様書（６）

ゆずはだ仕上

ゆずはだ仕上

模様塗料２種
・合成樹脂エマルション ゆずはだ仕上

図示ある外部建具

・じゅらく塗り壁

（ｅ）仕上塗材の製造所：日本建築仕上材工業会正会員　　　　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

（ｄ）（１）ＡＬＣパネル内壁目地部形状 ※ Ｖ形目地付

15.５.４ 下地処理

（ｆ）下地調整材は表面仕上材の収縮応力により損傷を受けない製品を使用しひび割れや剥離を防止する。

６節　せっこうプラスター塗り

種　類 仕上厚 適用箇所 摘　要

15.６.２ 材  料

種　類 仕上厚 適用箇所 摘　要

スプレークラフト程度

（ｅ）製造所（15.7.2(f)項以外の場合）：アスク、日本セメント、ニチアス、日東紡績　　　又は同等所

15.７.２ 材  料

７節　ロックウール吹付け

３、10

８節　特殊仕上げなど

種　類 仕上厚 適用箇所 摘　要

タナクリーム＃200(田中石灰工業)

スサ入りコテ塗り乾燥直前に布磨き

３程度・生石灰クリーム塗り

・けいそう土塗り

15.８.１ 日本壁などの仕上げ　

種　類 仕上厚 適用箇所 摘　要

種　類

※５ ミクライトＡＰ（ＡＢＣ商会）程度

適用箇所 摘　要

・ ５ｍｍ工法

・ セメントフィラー

塗り厚

ＮＳｾﾒﾝﾄﾌｨﾗｰ(日本化成)程度

ＮＳボンド-Ｍ(日本化成)程度5(標準)

最大10

0～2

最大３ (高分子入モルタル処理の上、フィ

(合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝｾﾒﾝﾄ塗り)

 ラー地付け)

15.８.３ 薄塗壁

15.８.２ 断熱・吸音等のひる石、バーミキュライト等を混入した特殊塗材

・吹付用軽量骨材仕上材

仕上厚 適用箇所 摘　要種　類

15.８.４ その他

製造所:日本化成,菊水化学,山陽国策パルプ,ヤブ原,昭和電工,小野田建材,吉野石膏,ﾌｼﾞﾜﾗ化学,梅彦又は同等所

（ｅ）製造所：吉野石膏、駒形石灰工業、日本プラスター、富士川建材工業、ヤブ原、四国化成　又は同等所

ラフトンジャンボ

ダイヤローレルPSﾀﾞﾝｾｲ
(恒和化学)程度

ラフトン内部用
(スズカファイン)程度

(スズカファイン)程度

阿山中学校空調設備更新工事

建築

装飾フィルム        ・ベレックスＧＴ５１－５３　・ベルビアンクレア＿クリスタ（シーアイ化成）程度

A
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製造所（塗床）：ＡＢＣ商会､島建材､住友ゴム工業､中外商工､三井化学産資､アトミックス   叉は同等所
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図名図名図名

特記仕様書（７）

１節　一般事項

（ａ）本章の仕様は設計図書に記載ある以外はＪＡＳＳ１８に準拠する。

18.１.０ 総　則

ﾄﾙｴﾝ､ｷｼﾚﾝ､ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ､ﾉﾅﾝ､ﾃﾞｶﾝ､ｱｾﾄﾝ､ISO-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙｺｰﾙ､n-ﾌﾞﾀﾉｰﾙ､酢酸ﾌﾞﾁﾙ　

４節　合成樹脂調合ペイント塗り（ＳＯＰ）

18.４.２　塗料の種類

屋外の調合ペイント塗りは合成樹脂調合ペイントの２種(例:ＳＤマリンペイントやＣＲペイント)とする。

２節　素地ごしらえ

18.２.６ コンクリートＡＬＣパネル及び押出成形セメント板面の素地ごしらえ

（ｂ）押出成形セメント板面の素地ごしらえは２液形エポキシシーラーによる。

（ｂ）塗装の工程や下塗材と上塗材の適合性などで特記なき場合は、製造所の指定による。

塩化ビニル樹脂エナメルを特記なき限り、ターペン可溶形アクリルと読み替える。

18章　塗装工事

（ｃ）下記成分を含む塗料を屋内に使用することを禁ずる。軽微、やむを得ない場合は監督員と協議する。

※シラン系：スタイフェル（三井東圧ファイン）程度（ａ）種別

19節 塩化ビニル樹脂エナメル塗り（ＶＥ）
18.19.２ 塩化ビニル樹脂エナメル塗り

20節 その他の塗装

18.20.１　浸透性吸水抑止材塗り　ＣＰ

18
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（ｃ）塗料　サドリン（玄々化学）、キシラデコール（武田薬品）、ガードラック（和信化学）又は同等品

18.19.３　白木塗装

（ａ）工程　下塗用シーラーにホワイトトナーを加えたもので下塗りし、上塗りに七分艶クリアを塗る。

18.19.４ オイル塗り拭き取り仕上げ　ＯＦ

（ａ）工程

1.素地調整　汚れ、付着物を除去する。

（ｂ）種別

2.下塗り　　ボイル油Ａ(又はボイル油)：亜麻仁油＝１：１を刷毛塗り。(塗布量は試し塗りにて決定)

3.拭き取り　深く浸透しない内に（３０分程度）、早めにウェスで拭き取る。　　

4.上塗り　　下塗りと同材をムラ直し程度に塗布する。

5.拭き取り　早めにウェスで拭き取る。

18.19.５ ポリウレタン樹脂塗り　ＰＰ ユートン程度

18.19.６ ベンガラ塗り ベンガラ塗料の製造所  森下弁柄又は同等所

18.19.７ 一般塗料の製造所:関西ペイント,日本ペイント,神東塗料,大日本塗料,ロックペイント又は同等所

18.13.２ 木材保護塗料塗り　ＷＰ

※外部Ａ種、内部Ｂ種

・直張り

（防塵塗装）:ＡＢＣ商会､中外商工､美州興産､ポゾリス物産､東和産業､大同塗料      又は同等所

５節　フローリング張り

19.５.２（ａ）(1)単層フローリング

フローリングボード張り

樹種 板厚 適用箇所 備考

１５

※ナラ

２節　ビニル床シート、ビニル床タイル及びゴム床タイル張り

　　　種  別 厚さ 適用箇所 工法 品　名 備　考

※ 一般 ＳＸＣ-2521程度

・ 継目溶着

１節　一般事項

（ａ）使用する材料は、ＪＩＳ規格品とし、特殊材料はこれに準拠する。

（ｂ）材料は、見本品を監督員に提出し承諾を得て使用する。

（ｃ）目透かし張りの受け材面には、特記なき場合、着色布テープ貼りなどの目地処理を施す。

（ｄ）材料や模様の異なる仕上げの取り合う箇所には特記なき場合、見切り縁を入れることを原則とする。

（ｅ）屋内で下記成分を含む接着剤､ﾜｯｸｽの使用を禁じる。軽微、やむなき場合は監督員と協議すること。

酢酸ﾌﾞﾁﾙ､n-ﾌﾞﾀﾉｰﾙ､ﾄﾙｴﾝ､ｷｼﾚﾝ､酢酸ﾒﾁﾙ､酢酸ﾋﾞﾆﾙ､酢酸ｴﾁﾙ、ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ､ﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ､ﾃﾞｶﾝ､ｴﾁﾙﾄﾙｴﾝ

製造所:タジマ、東リ、フクビ化学、富双合成、ロンシール工業,ＡＢＣ商会,信越ポリマー叉は同等所

３節　カーペット敷き

種類) 種別 下敷材 適用箇所 備考

製造所：（カーペット類）日本じゅうたん、ニッシン、スミヨシ、住江織物、川島織物、東リ　又は同等所

（タイルカーペット）東リ、三菱バーリントン、ロンシール工業、タジマ           又は同等所

（ニードルパンチカーペット）ダイニック・ジュノ、タジマ、東リ、サンゲツ、東レ 又は同等所

４節　合成樹脂塗床及び防塵塗装

　　種　別 備　考

19.３.４（ｂ）施工一般

(3)下地が土間コンクリートの場合は特記なき限り下敷材の下にアスファルトルーフィングを敷き込む。

19章　内　装　工　事

※ ２.5

※ １.8ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱ

長尺床シート

 ＣＦシートＰ(東リ)程度 

 ポンリューム程度 

３

厚さ 

エポキシ樹脂系無溶剤形塗床材

工法適用箇所

ケミクリートＥペースト防滑工法程度
ＡＢＣ商会

・クリ
・ブナ

工　法

※板張り

ケミクリートＥＰカラー程度

19．１.０ 総　則

・ナチュラルウッド北の森 ブナ（中部フローリング）程度

・ムク集成フローリング(パナソニック電工)程度
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種別(表19.6.1)

   フローリングブロック張り、モザイクパーケット張り

樹種

ぶな

製造所：不二木材工業、アイエム､住建産業､ボード､日本フローリング工業会会員 　　　　　　又は同等所

１５

板厚 適用箇所 工　法 備考

足金物共

樹種 板厚 適用箇所 備考

   天然木化粧複合フローリング張り

工　法

直張りナラ １３ ウッディスーパー４５Ｚ(松下電工)程度

19．５.２（ａ）(2)複合フローリング

製造所：大建工業､ノダ､朝日ウッドテック、住建産業、東南産業､東洋プライウッド､ボード    又は同等所

６節　畳　敷　き

畳厚 適用箇所 備考

Ｃ種 ５５

防虫加工剤などで、ﾅﾌﾀﾘﾝ､ﾌｪﾆﾁｵﾝ､ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ､ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝを含む製品を採用してはならない。

製造所：（Ａ、Ｂ種）全日本畳組合連合会会員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

（Ｃ種）ダウ化工、大建工業、ＪＳＰ、積水化成品工業、鐘淵化学工業　　　　　　又は同等所

７節　せっこうボード、その他ボード及び合板張り

19.７.２ 材　料

備　考適用箇所厚さ材種

(1)石こうボード類

Ａ種 ５５

製造所：日東紡績、大建工業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

ソーラｰトンキューブ15｡ボｰダｰ部はソｰラｰトンフィッシャｰ

ソーラートンフィッシャー

備　考

塗装品

適用箇所厚さ

１２

１２

１５岩綿化粧吸音板

岩綿化粧吸音板ｂ

材種

(3)ロックウール吸音板等

材種

製造所：吉野石膏、アドラ建材、チヨダウーテ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

製造所：エーアンドエーマテリアルア、ノザワ、ニチアス　　　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

１２.5

材種 厚さ 適用箇所

(4)キッチンボード

３

備　考

パネリアｷｯﾁﾝｼﾘｰｽﾞ３ｔ(ダイケン)程度

・継目処理工法

(ｃ)合板類

材種 厚さ 適用箇所 備　考

製造所：朝日ウッドテック、大倉工業、ノダ、山陽国策パルプ、しんもく　　　　　　　　　　又は同等所

シナ化粧合板 5.5

継目・出隅・入隅は特記なき場合、アルミジョイナーを使用

・アドラプリントボード程度

７

製造所:中部ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ､不二木材工業､松原産業､夕張ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ製作所､日本フローリング工業会会員又は同等所
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(2)特殊合板

種別

構造用合板 t=9

ラスカット ｔ＝7.5

適用箇所

材　種

19.７.２(0)放射線防護ボード張り 

せっこうボードt=12.5＋鉛板t=1.5

せっこうボードt=９＋鉛板t=1.5

遮蔽工事完了に際しては、その性能を測定調査し結果報告書を監督員に提出する。

適用箇所

特殊加工化粧合板

種別 適用箇所 備考

※ デコラエクセル(住友ﾍﾞｰｸﾗｲﾄ)程度

・ デコラクリーンカラー(住友ﾍﾞｰｸﾗｲﾄ)程度

メラミン化粧合板

種別 適用箇所 備考

デコポリ（住友ﾍﾞｰｸﾗｲﾄ）程度ポリ合板

(c)接着の程度は特記なき限り、外壁及び床、野地板の場合は１類、その他は２類とする。

ノダ　又は同等所

・施工は製造所の指定する施工法及び材料による

他契約工事の場合でも、設備配管、配線やコンセントボックスでＸ線遮蔽層を貫通する箇所は、鉛テープ

製造所:医健エンジニアリング､蛍光産業､三和オ-ス､東邦亜鉛又は同等所

t=1.5などで完全に遮蔽性能を修復するものとする。

備考

・外壁及び野地板、１階床箇所は「特類」を使用・耐震補強壁（特類１種）

・外壁塗壁下地

製造所：パナソニック電工、ダイケン、アイカ工業　　　　　　　　                      又は同等所

８節　壁紙張り

種別 適用箇所 備考

サンゲツＡＡ程度

ビニルクロス類で可塑剤及び難燃加工材として、ﾌﾀﾙ酸ｴｽﾃﾙ系(DBP､DOP)､ﾘﾝ酸ﾄﾘｸﾚｼﾙ､ﾘﾝ酸ﾄﾘｴｽﾃﾙ系(TBP､

TCEP)を含む製品を使用してはならない。軽微、やむなき場合は監督員と協議するものとする。 

製造所:龍村美術織物､川島織物､サンゲツ､カワキチ､ｼﾝｺ-ｲﾝﾃﾘｱ､トミタ､リリカラ､北三、トキワ又は同等所

19.７.３ 工　法

（ｅ）ボード類、合板等の張り付け

種別（表18.7.3）

・ Ａ種

適用箇所 備考

※ Ｂ種

（ｈ）和室天井板等の仕上げ材の表面が素地のままの仕上げ材の取扱いは素手で行ってはならず、必ず汚損を

防ぐ手袋などを着用する。

接着剤:ル-アマイルド又はクリ-ンアミノ-ルＮ(ヤヨイ化学)､コナダインβ-Ⅱ(極東産機) 　　叉は同等品

19.９.０ 総　則

本節の仕様は、設計図書に記載ある以外はＪＡＳＳ24に準拠する。

種　類

グラスウールマット

グラスウール板

土間用発泡ポリスチレン板

厚さ

４２

１０

２５

（現場発泡）アキレス、エービーシー商会、東興アスファルト工業、三菱ガス化学　又は同等所

現場発泡断熱材

適用箇所 備考

マットエース22ｋ程度

ドマフォームＢ1(ダウ化工)程度

エアロン－ＦＲ（アキレス）程度

製造所：（成形品）　ダウ化工、旭化成工業、日東紡績、旭ファイバーグラス、マグ　　　　又は同等所

床用グラスウールボード32K撥水型

25,50,75,100

10節　防　風

種類

コンセントボックスは気密コンセントボックス（三菱樹脂同等品）で覆い、周囲及び貫通部をブチル系接着

テープで隙間なく接着、密封する。

ＪＩＳ規格品で、タイベック(デュポン)､マルチ通気防水シ-ト(松下電工)､アウトゥールＥＸ（三菱樹脂）

防湿シート（三島工業）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又は同等品

透湿防水シート

適用箇所

・一般用タイベック程度

備考

・屋根用タイベック程度

防湿シート

種類 適用箇所 備考

ポリエチレンシートt=0.15

11節　防　湿

種類

12節　遮　音

適用箇所

呼称厚さ：※１.0  ・１.2

備考

シャオンスター(三菱樹脂)程度

製造所：パナソニック電工、三菱樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

種類 適用箇所 備考

防風シート ポリエチレンシートt=0.15

食堂・台所・脱衣洗面所の外壁改修

シートの重ね目･構造材との接着はブチル系接着テ-プ(インバリアテ-プ 三菱樹脂叉は同等品)を使用する。
部で土壁なき範囲の室内仕上外部側

９節　断熱・防露

２節　路　床

22.２.２ 路床の構成及び仕上り

（ａ）(１)遮断層の適用　　　　　・　有り

　　　(２)凍上抑制層の適用　　　・　有り

22.２.３ 材　料

（ａ）盛土をして路床とする場合の盛土材料　　　・ 構内の良質土（不足分は同等搬入土）

（ｃ）凍上抑制層に用いる材料　　　　　　　　　・ 

22.２.５ 試　験

（ａ）路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験の適用　　※無し　　・ 有り

（ｂ）路床締固め度の試験の適用　　　　　　　　※無し　　・ 有り

（ｃ）砂の粒度試験の適用　　　　　      　　　※無し　　・ 有り

３節　路　盤

22.３.２ 路盤の構成及び仕上がり

（ａ）車道部の厚さ（表22.3.1）  　　・100　　・ 150　　

４節　アスファルト舗装

22.４.２ カラー舗装の適用　　　　　　　・有り

22.４.４ 配合その他

（ａ）加熱アスファルト混合物の種類

※(表層)密粒度アスファルトコンクリート(13)、(基層)粗粒度アスファルトコンクリート(20)

22.４.５ 工　法

（ｆ）シールコートの適用

22.４.６ 試　験

（ｃ）アスファルト混合物の抽出試験　 　・ 有り　

５節　コンクリート舗装

※無し　　・ 有り

22.５.３ 材　料

（ｂ）早強セメントの使用　　　　※請負者の社内規準による　

（ｄ）目地材　　　　　　　　　　※共仕による注入目地材　　・ 杉板２等厚12

22章　舗　装　工　事 
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７／

ビニルクロス

・９.5

(2)せんい強化セメント板類

ケイ酸カルシウム板

適用箇所厚さ

６

備　考

タイプ２　0.8ケイ酸カルシウム板

阿山中学校空調設備更新工事

建築

天井点検口

A

・せっこうボード

・岩綿化粧吸音板 天井点検口

・ アクリル系：ケミストップ（三井石化産資）程度

・色柄は周囲既存部と釣り合うものとする

・化粧せっこうボード

・ラスボード
・ジプトーン程度

20210430

2021年４月30日



図番件名

備
 
　
考

図名図名図名

適用箇所 備　考

６節　透水性アスファルト舗装
種別

備考

ＶＰ

形状排水管の材種

（ｉ）建物周辺部で埋め戻し土の沈下の恐れある箇所では、支障なきように補強などの対策を施す。

製造所（外圧管）：日本ヒューム管　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

２節　材　料

３節　施　工

21章　排　水　工　事

21.２.１ 排　水　管

21.２.２　側塊及び排水桝　　※市販品（公団型）　　　・ 現場打コンクリート製

21.３.３ 工　法

φ150

適用箇所

22 ７節　排水性アスファルト舗装

種別 適用箇所 備　考
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23 
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８節　ブロック系舗装

種　別 適用箇所 備　考

備　考種　別 適用箇所

製造所(インターロッキングブロック):小野田,太陽セメント工業,原田セメント化工,笹原メｰソンリｰ程度

備　考適用箇所

11節　区 画 線

10節　砂利敷き

種　類

製造所(ライン材):菊水テープ                                                         又は同等所

キクスイラインテープ№315程度

（ｈ）排水管の勾配は特記なき限り1／500～1／300を標準とし、排水が滞留することのないように施工する。

（ａ）芝張り

・　無し　　・有り

※特記なき場合は、請負者の社内規準による。

※特記なき場合は、請負者の社内規準による。

１節　一般事項

２節　植栽基盤

３節　植　樹

４節　芝張り、吹き付け播種及び地被類

（ａ）植え込み用土　　　　　　　　　             ※現場発生土の良質土　

（ａ）枯損樹木の植え替え対象期間　　             ※引き渡しの日から１年

（ａ）(1)芝の種類　　　　　　　　　　            ※こうらい芝

23章　植 栽 工 事

23.１.３ 植栽地の確認等

土壌の酸度及び塩分量の試験の適用

23.２.２ 植栽基盤一般

（ｃ）植栽基盤に浸透した雨水の排水措置の適用

（ｅ）土壌改良材の適用

23.２.３ 材　料

23.３.４ 新植樹木の枯補償

23.４.２ 材　料　

23.４.３ 芝張りの工法

（ｅ）土壌改良材の適用　　　　　　　             ・テンポロン程度　※キノックス（本州緑化）程度

(1)工法の区分　　　　                      ※共仕の区分による 
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17.１.３ 性  能

（ａ）耐風圧性能：正圧   Pa{kg/㎡}

断熱性能：熱貫流抵抗      ㎡・ｈ・℃/Ｋｃａｌ

耐火性能：    時間以上

遮音性能：     ｄB以上

耐温度差性：

   Pa{kg/㎡}以上

負圧   Pa{kg/㎡}

水密性能： 気密性能：                ㎡/ｈ・ｍ以下

耐風圧性能：層間変位±  ｍｍ又はδ/Ｈ＝      

材料の種別 見掛かり部分の仕上 適用箇所 備考

ゴンドラ用ガイドレール：
断熱材料：

ガラス取付け材料：

シーリング材：

17章　カーテンウォール工事

 
 
章
 
カ
｜
テ
ン
ウ
ォ
｜
ル
工
事

17

製作所:ショックベトンｼﾞｬﾊﾟﾝ､高橋ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ､ダイワ､東洋ﾌﾟﾚｺﾝ工業､日本ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工業会会員叉は同等所

材種 適用箇所 備考形式

20章　ユニット及びその他工事
２節　ユニット工事等
20.２.２ フリーアクセスフロア

主な構成材の材種 適用箇所 形式 備考

製造所：日立機材、コクヨ、ニチアス、共同カイテック、ナカ工業、アーレスティ、松下電工　又は同等所

製造所：ナカ工業、アトラス、月虎金属、ワイエム工業　　　　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

接着併用

形式 備考適用箇所材種

20.２.６ 階段滑止め
製造所：信越ユニット、コマニー、ナカ工業、小松ウオール工業　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

備考形式主な構成材の材種

20.２.５ トイレブース

※ステンレス製

20.２.７ 床目地棒

材種

※ステンレス製

適用箇所 形式 備考

製造所：ナカ工業、アトラス、月虎金属、ワイエム工業　　　　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

20.２.３ 可動間仕切

製造所：コマニー、コクヨ、小松ウォール、イトーキ　　                                又は同等所

20.２.８ 黒板及びホワイトボード

種別 適用箇所 形式

20.２.９　鏡

種別 適用箇所 形式 備考

付属金物一式

適用箇所

製造所：ＴＯＴＯ、LIXIL、16章に示すガラス製造所　　　　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

20 
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ステンレス板t=1.5による箱文字、取付アンカー同材質

種類　　・ ドレープ　・ 薄物　・ ケースメント　・ レース　・ 遮光カーテン　・ ガラスカーテン

種別

ロールスクリーン

適用箇所 形式

スプリング式

ロ-ルカバ-付､グリップ共

備考

ソフィ-ベ-シック標準型(ニチベイ)程度

カーテンの適用箇所 種別　　　形式 備考

（ａ）形状、付属金物等

機構　　※手引き　　　・ ひも引き　　　　・ 電動

形式　　※引き分け　　・ 片片引き 

ひだ　　※プレーンひだ　　・ 箱ひだ　　・ フランスひだ

（ｂ）　材　料

（１）きれ地

製造所：川島織物、サンゲツ、住江織物、大装、内外織物　　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

（２）カーテンレール及び付属金物

材 種 　 　 ※ ス テ ン レ ス 　 　

形状　　※Ｃ型ダブル

製造所：ニチベイ、立川ブラインド、日本ベネシャンブラインド工業協同組合正会員　　　　　又は同等所

備考形式適用箇所種別
20.２.12 ブラインド

20.２.13 ロールスクリーン

20.２.14 カ ー テ ン及びカーテンレール

製造所：ニチベイ、立川ブラインド、日本インテリアファブリックス協会員　　　　       　又は同等所

製造所：トーソー、エスエム工業、ヨコタ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又は同等所　

適用箇所 備考

・法令による表示

・案内板

材種

ＫＳ-ＴＳ-ＨＮＳ１Ｓ又はＫＳ-ＴＳ-ＨＰ１Ｓ(キョーワナスタ程度)

・建築銘板

・表札

・施設案内表示

ドレープ+レース サンゲツ中級品程度
カーテンレール共

製造所:コトブキ､メイバン､エー･アイ･エム､ウエスト､ナカ工業､ユニオン､新協和、ダイチ    又は同等所　

・建築札 御影石 大きさ 300×500、文字彫込み共

・室名札a

・室名札b アルミ 253L×47.5H 文字書入れ共　KS-TS-HN1A程度　

アルミ ステンレス貼り303L×47.5H 文字書入れ共　KS-TS-HN10S程度　

20.２.10 表　示

材種

※ステンレス製

適用箇所 備考

材種 適用箇所 備考

20.２.11 煙突ライニング

20.２.15 コーナービード

カポスタック程度

製造所：ナカ工業、アトラス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又は同等所　

適用箇所 備考材種

20.２.４ 移動間仕切り

製造所:小松ウオール工業、ニチベイ、立川ブラインド工業、                              又は同等所　

遮音性能：

備考適用箇所種別

種別 適用箇所 備考

備考適用箇所種別

６節　そ　の　他

20.６.１ スリーブ類

種別 形式 適用箇所 備考

製作所：新協和、キョーワナスタ、ユニックス、大建プラスチック、杉田エース、アイエム   又は同等所

種別 適用箇所 備考

ＰＡＧ－１５０(ユニックス)程度 止水板、防虫網共

ＦＤ付きの場合の閉鎖用スプリングは、ステンレス製などの耐腐食性能の有る材料のものとする。

製作所：新協和、キョーワナスタ、ユニックス、大建プラスチック、杉田エース、アイエム   又は同等所

種別 備考

鋳鉄ＦＣ-150 170×420×９　ＦＥ

20.６.３. 床下換気孔

適用箇所

20.６.２ 天井裏・小屋裏換気孔

・ＦＤ付きとする

３節　プレキャストコンクリート工事

４節　間知石及びコンクリート間知ブロック積み

５節　敷地境界石標

20.６.４ 点　検　口

（ａ）天井点検口

種別 適用箇所 備考

製作所：カネソウ、キョーワナスタ                                                     又は同等所

20
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特記仕様書（８）

８／

黒板 木製(JIS S6007)

備考

掲示板 マックライン掲示板

木枠

木枠

阿山中学校空調設備更新工事

建築

図示ある箇所

A

製造所：青井黒板製作所、福岡黒板、野地硬質黒板　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

（ｂ）床用点検口

（１）材質など　　・ アルミニウム製  　・ ステンレス製　　・鋳鉄製

（ｃ）マンホール

（２）製造所：ナカ工業、ダイケン、福西鋳物、カネソウ　　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

（１）材質など　　・ 鋳鉄製コールタール焼付け仕上げ耐圧２ｔ、屋外は防盗用鎖付

（２）形式　　　　※普通ぶた　　・ 防臭型　　・ 防水型　　・ ２重ぶた　　・ 化粧ぶた

（ｄ）屋上点検マンホール

（３）製造所：カネソウ､長谷川鋳工所､福西鋳物､小島製作所､第一機材､大嶽鋳工所　　　　又は同等所

（１）材質など　　・ 鋼製亜鉛めっき製　　・ ステンレス製

（２）形式など　※公団型内法500×500（錠付き）

大きさ：450×450程度

（３）製造所：新協和、キョーワナスタ、石倉金属、桂　　　　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

・ 設置する（・ 硬質アルミ製　・ 樹脂製　・　　　 ）ステンレス枠共

20.６.５ くつぬぐいマット

※設置しない

埋め込み型の場合は、図示なくともＶＵ管φ６５程度の排水管にて、監督員の指示する箇所へ接続する。

製造所（金属製）：ミズシマ工業、アトラス、石倉金属、中村多喜彌、ワイエム工業　　　　又は同等所

製造所（樹脂製）：住友スリーエム                                                  　又は同等所

20.６.６ ちゅう房機器

種別 形式 備考

（ａ）業務用

製造所:日本厨房工業､マルゼン､フジマック､中西製作所､大阪秋元調理機器､ＬＩＸＩＬ又は同等所

製造所：ナカ工業、ダイケン、理研アルミ建材　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

開口下地補強共

・450×450ナカ工業ハイハッチ程度 既存天井を開口加工し取付

20210430
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図番件名

備
 
　
考

図名図名図名

形式種別 備考数量

（ｂ）家庭用（ＴＯＴＯクラッソで標記）

大きさ等

エンドパネル フロア用

Ｉ型キッチンカウンター

フロアキャビネット

カトラリートレイ

けこみパネル
シリコンシール剤

シンク用フロアキャビ

床給水用止水栓
水ほうき水栓

排水金物

シャワーホースガイド

食洗機Ｐ

食洗機用フロアキャビネット

食洗機用機器ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ

フロアキャビネット

カトラリートレイ

コンロ用フロアキャビネット

３口ＩＨ  H(ｵｰﾙﾒﾀﾙﾜｲﾄﾞ)

コンロ用フィラー

ゼロフィルターフード

カット用横幕板

カット用横幕板

キッチンセット

※ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙは建築工事。

製造所：ＬＩＸＩＬ、トーヨー工業、タカラスタンダード、TOTO　　　　　　　　　　　　　　又は同等所
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20.６.７ ユニットバス

20.６.８ サニタリー機器

種別 形式 個数 備考

種別 形式 備考個数

浴槽

エプロン

サザナＨＤ

壁柄

浴槽ﾊﾝﾄﾞｸﾘｯﾌﾟ

床柄

スライドバー

ｼｬﾜｰ取出し位置

鏡

カウンター

ドア

追焚き加工

窓枠

タオル掛け

照明

換気扇

製造所：ＴＯＴＯ、ＬＩＸＩＬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

特記なき限り浴槽は蓋付きとし、適合する形式のものとする。

洗い場水栓

ｼｬﾜｰﾍｯﾄﾞ

（符号はＴＯＴＯで表示）

ふろふた

避難はしご

適用箇所種別
20.６.10 物干し金物

種別 適用箇所 備考

注：避難はしご、非常用進入口表示板などの設置に当たっては、必要により取り付け一を所轄官署と
打ち合わせ確認の上施工する。

備考

ＫＳ－530ＡＦ－Ｍ（キョーワナスタ）程度

種別

20.６.９ 造り付け家具

適用箇所 備考

製造所：ＴＯＴＯ、ＬＩＸＩＬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

20.６.11 防　災　器　具

適用箇所

注：既製品による場合は特記なき限りコンクリート基礎を工事に含む。

種別 適用箇所

種別 備考適用箇所

種別 備考適用箇所

備考適用箇所

適用箇所

備考形式

種別

種別

種別

種別

製造所：キョーワナスタ、ナカ工業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

仕　様

20.６.12 囲　障

20.６.13 緩　衝　材

20.６.14 郵便受け箱

20.６.15 トップライト

20.６.17 ガ　ラ　リ

20.６.18 手　摺

郵便受け箱

コーナー保護材

形式 備考

トップライト

合成ゴム成形市販品(ボルト止め)

備考

備考

20.６.16 消火器

・壁取付け器具共※ＡＢＣ１０形

Ｌ型手摺

適用箇所

TS138H8R TOTO程度

TS134GLCY7S TOTO程度

コンビ・ベビーシート

適用箇所

備考適用箇所 形式種別

製造所：中村多喜弥商店、リンデン販売、マンテン、日中製作所　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

埋め込み形

備考形式種別

20.６.19 ピクチャーレール

コレーダーライン中型程度

種別

種別 備考

製造所：コンビ、アビーロード                             　　　　　　　　　　　　　　又は同等所

適用箇所 備考

20.６.21 階段ユニット

側板、段板、上框、蹴込板、踊り場は松下電工システム階段
タモ集成材ｔ＝30塗装品又は同等品とする。

形式
20.６.22　床排水溝・桝蓋

床排水溝・桝蓋

適用箇所

スチール縞板製 溝巾150 t=3.2

種別 適用箇所 備考

20.６.23
形式

桝300角

カネソウ ＲＡ程度コーナー用蓋共

受枠 ステンレス製SF03B程度

跳ね上げ手摺

斜路手摺 グラハン ナカ工業 程度

程度

程度

床自立型
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24 24章　造　成　工　事
本章の仕様は、設計図書に記載ある以外は住宅都市整備公団　工事共通仕様書土木編－整地･造成工事の項

25 25章　除  却　工　事 
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適用　※なし　・あり

に準拠する。

本章の仕様は、設計図書に記載あるほか、法令を遵守して施工するものとする。

図示ある範囲の今回工事の為の官公署への書類提出に係る費用は発注者分も今回工事に含まれるものとする。

適用　※なし　・あり

図示なき事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の建築物解体工事共通仕様書・同解説(平成24年度版)に

準拠するものとする。

特記仕様書（９）

９／

建築

阿山中学校空調設備更新工事

ネットフェンス

製造所(ネットフェンス)：四国化成、川鉄建材、東伸製鋼、朝日スチール　　　　　　　　又は同等所

種　別 適用箇所

図示ある箇所樹木伐採

備　考

施工は造園専門事業者による

摘要

処分費共

A

図示ある箇所 朝日PCフェンスまたは同等品以上

20210430
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外部足場・仮囲いコーン+コーンバー

備

　

　

考

野球

サッカー 運動場用地

敷地境界線

倉庫

敷
地
境
界
線

技術室棟

更衣室プール

クラブ室 用具庫 クラブ室
附属施設

テニスコート

テラス
普通教室棟

建物敷地

保有１７，３ ４ ４㎡
管理棟

プロパン庫

駐車場

図番件名

図名

阿 山 中 学 校 空 調 設 備 更 新 工 事 1 0／

20210430

２０２１年４月３０日

建築

1
5
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
1
0
0

2
3
,
1
0
0

2 2,200

便所

凡　例

2
4
,
0
0
0

屋内運動場

正門

事務所

外部足場・仮囲いコーン+コーンバー

外部足場・仮囲いコーン+コーンバー

外部足場・仮囲いコーン+コーンバー

外部足場・仮囲いコーン+コーンバー

仮囲いコーン+コーンバー

仮囲い　仮設ネットフェンスH1800

ジャバラゲート　W2000+2000両引きH1800

ジャバラゲート

仮囲い　仮設ネットフェンスH1800　差込式コンクリートスタンド共

仮囲い　コーン+コーンバー

特別教室棟

仮設事務所・駐車場ゾーン（資材置場を含む）

Ｎ

工事名　阿山中学校空 調設備更新工事

工事概要

1.工事場所　　阿山中学校　伊賀市千貝地内

仮設事務所・駐車場ゾーン

Ａ２　S＝１／６００

空調設備　更新範囲

※利用にあたり樹木伐根、整地等行う（Ａ１５、Ａ１６参照）

樹木伐根、整地等行う

高圧受変電設備改修工事

空調設備更新工事（ＫＨＰ，ＥＨＰをＧＨＰ、ＥＨＰに更新）

2.工事内容

上記に伴う建築改修工事、電気改修工事、機械改修工事

上記に伴う撤去処分工事

詳細についてはＡ１５、Ａ１６参照

配置図・ 仮設計画図（ １ ） ・ 工事概要

外部足場　枠組足場　W900・H８ｍ　布足場L3600、手摺、手摺開口手摺枠、ネットシート張り共
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仮設事務所・ 駐車場ゾーン植栽等現況配置図、 詳細図

サク ラ 　 小枝５ 本L3500を切り 払い

※　 図示ある植栽の伐根除去及び植栽サーク ルの撤去並びに既存サク ラ の小枝５ 本程度の切払いを行う 。
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　 17/
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900 900

2,850

3,000

3,
0
0
0

1
00

2
00

1,
8
0
0

5
0

200 2,000 800

ネッ ト フェンス　 Ｈ 1. 8ｍ　 支柱共

ネッ ト フェンス　 Ｈ 1. 8ｍ　 基礎埋込

溶接金網　 φ10タテヨ コ＠200ダブル

切込砕石転圧

コンクリート こて押え

Ｌ Ｐ Gバルク（ 設備工事）

LPGボンベ庫

LPGバルク基礎及びネット フェンス詳細図 LPGボンベ庫基礎詳細図コンクリート 舗装詳細図

平面詳細図　 S=１ ： 30

断面詳細図　 S=１ ： 30
断面詳細図　 S=１ ： 30断面詳細図　 S=１ ： 30

平面詳細図　 S=１ ： 30

ネッ ト フェンス両開き扉　 かんぬき　 南京錠付

コンクリート 舗装

▽
GL GL

▽ ▽
既存舗床面

2,
8
0
0

100

200

1002,800

800

外構工事詳細図（ １）
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GL
▽ ▽

平面詳細図　 S=１ ： 50

断面詳細図　 S=１ ： 50

外構工事詳細図（ ２）
S＝１／５０

平面詳細図　 S=１ ： 50

断面詳細図　 S=１ ： 50

8,750

4,
2
5
0

8
0
0

2,
6
5
0

8
00

150 3,400 100 5,000 100

6
0 1
00
5
0

5
0

既存空調屋外機基礎を活用
既存空調屋外機基礎を活用

土間コンクリート ｔ 100　金こて押え

ネットフェンス基礎（ コンクリート製既製品）

ネットフェンスH1800設置（ 支柱、基礎共）

ネットフェンス片開き扉W1000H1800カンヌキ、南京錠付

ネットフェンス基礎（ コンクリート製既製品）

既存空調屋外機基礎を活用

土間コンクリート ｔ 100　金こて押え

※既存フェンスは撤去するH1500（ 支柱基礎共） 、新規ネットフェンスと高さが異なるのみで延長、仕様は同程度。

校舎外壁△

校舎外壁△

▽校舎外壁
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4,000
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0
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,
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0

6
1
5

1
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5
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,
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5
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既存空調屋外機基礎を活用

6
0

5
0

5
0

1
0
0
3
0
0 1
0
0

1
,
8
0
0

150 3,400 100 5,000 100

8,750

250 450 1,250 615 185

2,750

ネットフェンスH1800設置（ 支柱、基礎共）
ネットフェンス片開き扉W1000H1800カンヌキ、南京錠付

増築機器コンクリート基礎ｔ 300

増築機器コンクリート基礎ｔ 300

土間コンクリート ｔ 100　金こて押え

溶接金網φ10タテヨコ＠200ダブル

ネットフェンスH1800設置（ 支柱、基礎共）

土間コンクリート ｔ 100　金こて押え

GHP機器基礎廻り （ ２ ）

GL

ホールインアンカーD10＠200

既存機器基礎

D10＠200

　 19/

EHP・ GHP機器基礎廻り（ １ ）

※既存フェンスは撤去するH1500（ 支柱基礎共） 、新規ネットフェンスと高さが異なるのみで延長、仕様は同程度。

20210430

2021年４ 月30日



件名

図名

図番

建築

Ａ備
　
　
考

阿山中学校空調設備更新工事

S＝１／５０
外構工事詳細図（ ３）

GL
▽

平面詳細図　 S=１ ： 50

※既存フェンスは撤去するH1500（ 支柱基礎共） 、新規ネットフェンスと高さが異なるのみで延長、仕様は同程度。
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6
0
1
0
0

5
0

5
0

1
,
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00

950 7,750 200

8,900

ネットフェンスH1800設置（ 支柱、基礎共）

土間コンクリート ｔ 100　金こて押え

ネットフェンス片開き扉W1000H1800カンヌキ、南京錠付

既存空調屋外機基礎を活用

土間コンクリート ｔ 100　金こて押え

ネットフェンスH1800設置（ 支柱、基礎共）

既存機器基礎

ネットフェンスコンクリート基礎（ 既製品）

断面詳細図　 S=１ ： 50

▽特別教室棟外壁

GHP機器基礎廻り（ ３ ）
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NS特記仕様書

件名 図番

阿山中学校空調設備更新工事

電気設備工事特記仕様書

Ⅰ　工事名称

Ⅱ　工事場所 三重県伊賀市　地内

阿山中学校空調設備更新工事

項　 　 　目 特　 　 　 　記　 　 　 　事　 　 　 　項

Ⅲ　工事仕様

１ ．施行基準 　図面及び特記仕様書に記載のない事項については以下による 。

　＊国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　 　 「 公共建築工事標準仕様書　最新版 」 （ 建築工事編 ・ 電気設備工事編 ・ 機械設備工事編 ）

　 　 「 公共建築設備工事標準図　最新版 」 （ 電気設備工事編 ・ 機械設備工事編 ）

２ ．一般事項

　 　 「 公共建築改修工事標準仕様書　最新版 」 （ 電気設備工事編 ・ 機械設備工事編 ）

　 　 「 建築工事監理指針 」 「 電気設備工事監理指針 」 「 機械設備工事監理指針 」 最新版

　＊国土交通省国土技術政策総合研究所及び独立行政法人建築研究所監修

　 　 「 建築設備耐震設計 ・ 施工指針２ ０ ０ ５年版 」

　＊電気設備に関する技術基準を定める省令 （電気設備技術基準 ）

　＊電力会社供給約款

　＊消防関連法規 （ 条例 ・ 所轄署指導要領を含む ）

　＊電気工事業の業務の適正化に関する法律 ・電気工事士法 ・ 労働安全衛生法

　＊その他関連法規、関連諸基準

　工事の詳細については、本設計図面及び仕様書による他、上記各施工基準に準拠し 、

　他工事との取合いについては予め当該工事関係者間において協議し 、円滑な工事進捗に努める

こと 。なお調整不足による意匠的な仕上がり不備や不具合が発生した場合は監督員の指示により

手直し施工を行う こと 。

　受注者は、施工に先立ち 、次の書類を提出し 、監督員と打合わせを行う こと 。

なお設計図書のとおりの施工であっても使用上の不具合が発生した場合は協議の上、

改善策を講じること 。

　 ・ 施工計画等

　＊総合施工計画書

監督員指示の下に入念かつ誠実に施工すること 。

　設計図書に定められた内容、現場の納まり ・取り合い等の不明な点や施工上の困難 ・ 不都合、

図面上の誤記及び記載漏れ等に起因する問題点及び疑義、設計図書のとおりに施工することで将

来不具合が発生し うると予想される場合については、その都度、監督員と協議すること 。

　＊使用機材届出書 （ メーカーリス ト ）

　＊機器明細図

　＊カタログ ・ 製作図 ・ その他諸資料

交通省大臣営繕部監修 「 建設材料 ・ 設備機材等品質性能評価事業 」 評価名簿 （ 最新版 ） 又は

　なお、機器及び材料等の選定にあたっては電気設備工事指定資材見積メーカー （ 参考 ） 及び国土

これらと同等以上のものとする 。

　 また、品質が求められる水準以上であれば、県内生産品の優先使用に努め、 「 みえ ・ グリーン購

入基本方針 」 に準ずること 。

　関連業者間にて十分協議し実施工程表を作成して監督員に提出すること 。　 ・ 工程表

　なお、 これらの書類の作成に際し 、施工上密接に関連する工事との納まり等について十分検討

　すること 。

　 ・ 工事使用材料等 　工事に使用する機器及び材料等については、予め、次の書類を提出すること 。

　国土交通大臣官房官庁営繕部監修 「 工事写真の撮り方 （ 改訂第３版 ） －建築設備編 」 によるほか

監督員の指示により撮影し 、電子納品及び以下のものを提出する 。

　なおＣ Ｄの提出部数は 「 電子納品 」 を参照

　＊代表写真 （ 不可視部分や材料、寸法写真、拡大写真、撤去処分品、搬出状況等 ） を抽出し Ｌ

　判相当サイズで印刷。 　 　 　 　 （ Ａ ４版用紙に両面印刷にて３枚／ページ ） 　 １部

　 ・ 完成書類

　主たる電気設備の全景写真を黒板無しにて撮影し 、 Ｌ判相当サイズで印刷する 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ Ａ ４版用紙に３枚／ページ ） １部

　工事が完成した時は各種の試験及び検査を受けるものとする 。

　書類については以下のもの及び上記書類を併せ、監督員の指示に従い取りまとめ提出する 。

　 　白焼き （ 青焼き不可 ） で文字潰れのないこと 。表紙 （ 可能な範囲で背表紙にも ） に 「 年度、

　工事名、竣工図、受注者名 」 を印字 （ シール不可 ） すること 。

　＊完成図書 （ 試験成績表、自社検査記録、機器完成図、取扱説明書、保証書、機器銘板写し等 ）

　＊官公署手続き書類等 （ 検査済証、着工届出書、設置届出書、電力会社届出書類等 ）

　＊その他監督員の指示する書類

　なお、完成書類の著作権にかかる使用権は発注者に移譲するものとする 。

　ただし 、作成しがたい場合は、監督員との協議による 。

　撮影箇所は主要機器類、室内及び外構等の電気設備とする 。詳細は監督員と協議する 。

　 ・ 完成確認、完成検査時

　 　 　の電源確保

　機器の動作確認、電圧 ・ 極性 ・ 相回転等の確認が出来るよう電源を確保すること 。

　 　竣工図は、原図サイズを２部。

　 ・ 工事写真

　 ・ 完成写真

　＊工事書類 （ 打合記録、工事材料搬入報告 ）

　＊工事書類 （ 工事写真、安全教育 ・ 訓練に関する書類、産業廃棄物処理集計表等 ）

　＊引渡目録、工事書類預り書

　＊製本図面 （ 竣工図 ） ： 図面枚数が少ない場合、合冊でもよい。

　＊工事完成報告書、工事目的物引渡書、完成写真

　なお実施工程表には埋設 ・ 隠蔽 ・ 高所等の施工確認項目の該当時期を印すること 。

又、工程については、学校運営に支障が無いよう検討すること 。

　設置する足場については、 「 手すり先行工法等に関するガイ ド ライン 」 （ 厚生労働省　平成２ １

年４月 ） により 、 「 働きやすい安心感のある足場に関する基準 」 に適合する手すり 、中さん及び

幅木の機能を有する足場と し 、足場の組立て、解体又は変更の作業は、 「 手すり先行工法による足

場の組立て等に関する基準 」 の２の （ ２ ） 手すり据置方式又は （ ３ ） 手すり先行占用足場方式によ

　 ・ 足場

り行う こ と 。

検証等に協力すること 。

　監督員及び関係部署と協議調整し決定すること 。

　 ・ 事故の発生時

　 ・ 施工条件

　なお、事故発生後の措置について監督員と協議を行う とともに、当該事故に係る状況聴取調査、

事故報告書を監督員が指示する期日までに、監督員に提出しなければならない。

　工事施工中に事故が発生した場合には直ちに監督員に通報するとともに、所定の様式により工事

　上記以外の引き渡しを要するものについては別途、監督員が指示する 。

　 ・ 発生材の処理等 引き渡しを要するもの （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

ついても調書を作成し 、監督員へ提出すること 。 　引渡を要しないものは、全て構外に搬出し 、

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、再生資源の利用の促進に関する法律、廃棄物の

処理及び清掃に関する法律、その他関係法令に従い適正に処理し 、監督員に報告すること 。

（ マニフェス ト原本の提示及び、 Ｅ票の写し と集計表を監督員に提出すること ）

　発注者へ引き渡すものについては 「 現場発生品調書 」 を提出すること 。また再利用を図るものに

●Ｊ Ｉ Ｓ規格のない物にあっては、電気用品の技術上の基準を
　定める省令の適合品

もの
●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品配線器具 コンセン ト 、スイッチ 一般配線工事に使用する

　 　資　機　材　名 　 　適　用　範　囲 　 　規　格　 ・ 　 メ 　ー　 カ 　ー　等

耐火、耐熱電線 耐火 ・耐熱性を必要とする
場所に使用するもの　

圧着端子
裸圧着スリーブ

●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品上記以外の一般配線工事
に使用するもの

●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品一般配線工事に使用する
もの

　優先使用 ） 　 　 　 　 　 ブルのあるもの

電線 一般配線工事に使用する ●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品
もので、エコ電線 ・ ケー ●Ｊ Ｃ Ｓ （ 日本電線工業会規格 ）規格適合品

電線、ケーブル類
（ エコ電線 ・ ケーブルを

●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品
●Ｊ Ｉ Ｓ規格のない物にあっては、電気用品の技術上の基準を
　定める省令の適合品

と う電線管、 フロアダク
ト 、各付属品

一般配線工事に使用する
もの

● （社 ）日本電線工業会により自主認定 （評定 ） されたもの

●登録認定機関 （ （社 ） 電線総合技術センター ） または指定認定
　機関 （ （ 社 ） 日本電線工業会 （耐火 ・耐熱電線認定業務委員会 ） ）
　により認定または評定されたもの

Ｉ Ｖ Ｅ 、 Ｆ Ｅ Ｐ 、 Ｃ Ｄ 、
合成樹脂製可と う管、可

電線保護物類 金属管、 Ｖ Ｅ 、 Ｐ Ｆ 、 Ｈ

　分　 　類

電気設備工事指定資機材適用規格及びメーカーリスト

引下げ導線、試験用接続
端子箱、他 ）

●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品雷保護装置 避雷針設備 （突針、支持管、

●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品通信用Ｓ Ｐ Ｄ

※メーカーは 「設備機材等評価名簿 」 による
サージ保護
デバイス

アレスタ （ 避雷器 ） ●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品低圧用Ｓ Ｐ Ｄ

盤類
※メーカーは 「設備機材等評価名簿 」 による

分電盤、実験盤 ●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品

※メーカーは 「設備機材等評価名簿 」 による
制御盤 ● （社 ）日本配電制御システム工業会規格 （ Ｊ Ｓ Ｉ Ａ ） 適合品

キュービクル式配電盤
※メーカーは 「設備機材等評価名簿 」 による
●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品

● （社 ）電気学会電気規格調査会規格 （ Ｊ Ｅ Ｃ ） 適合品
※メーカーは 「設備機材等評価名簿 」 による

●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品高圧機器 高圧限流ヒューズ、高圧負荷
開閉器、高圧避雷器

断路器
● （社 ）電気学会電気規格調査会規格 （ Ｊ Ｅ Ｃ ） 適合品
●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品

●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品配線用遮断器、漏電遮断器

● （社 ）電気学会電気規格調査会規格 （ Ｊ Ｅ Ｃ ） 適合品
※メーカーは 「設備機材等評価名簿 」 による

●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品遮断器 高圧交流遮断器

※メーカーは 「設備機材等評価名簿 」 による

● （社 ） 電気学会電気規格調査会規格 （ Ｊ Ｅ Ｃ ） 適合品
●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品特定機器以外の変圧器

低圧進相コンデンサ ●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品

コンデンサ
※コンデンサのメーカーは 「設備機材等評価名簿 」 による

高圧進相コンデンサ ●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品直列リアク トルを含む

電圧計、電流計、周波数計、計器
力率計、電力計、電力量計
（無検定、検定付 ） 、他

●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品

● （社 ）電気学会電気規格調査会規格 （ Ｊ Ｅ Ｃ ） 適合品
計器用変圧器、計器用変
流器

計器用変成器 ●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品

● （社 ）電気学会電気規格調査会規格 （ Ｊ Ｅ Ｃ ） 適合品
保護継電器継電器 ●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品

直列リアク トルを含む

変圧器 高圧変圧器
　変圧器
● （社 ）日本電機工業会規格 （ Ｊ ＥＭ ） 適合品のト ップランナー特定機器

　 　ハンドホール
鋳鉄製

桝

※メーカーは 「設備機材等評価名簿 （機械設備機材評価名簿 ・
　鋳鉄製ふた ） 」 による

レディ ミ クスト コンクリート 、
セメン ト

マンホール 蓋

●Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品

注　 ・ 「 Ｊ Ｉ Ｓ規格適合品 」 と指定された資材は、工業標準化法に基づ く適合の表示 （製品 ・包装の外面、容器の外面、結束荷札ごとの納品書にＪ Ｉ Ｓ
　 　 　マーク表示、またはＪ Ｉ Ｓ規格証明書等の添付 ）のあるものをいう 。
　 　 ・ 「 設備機材等評価名簿 」 とは、国土交通省官房官庁営繕部監修 「建築材料 ・設備機材等品質性能評価事業　設備機材等評価名簿 （電気設備機材 ・
　 　 　機械設備機材 ） 」 の最新版をいう 。ただし 、納入地区及びアフターサービス地区に中部地区または近畿地区が含まれ、評価の有効期間内にある
　 　 　場合にのみ有効とする 。
　 　 ・ 「 設備機材等評価名簿 」 に記載されていないメーカーの資機材を使用する場合は、評価基準と同じ条件を満たすことを証明する書類を監督員に
　 　 　提出し 、承諾が得られた場合のみ使用できるものとする。
　 　 ・特殊仕様の資機材を使用する必要がある場合は、仕様、性能等を証明する書類を監督員に提出し 、承諾が得られた場合のみ使用できるものとする 。

　 ・ 既設との取合い

　 ・ 既設設備の調査

　本工事施工に伴う既設設備の軽微な加工改造は、本工事とする 。

　既設設備の改修を含む場合、他の設備、施設運営に影響を来さないよう 、現地工事着工前に充分

な調査をおこなう こと 。又、施工前後で比較を行るよう工事前にも絶縁抵抗測定を行ってお く こ と 。

　新築、増築等で自家用電気工作物の範囲が変更になった場合、その供用開始から引渡しまでの電

気保安管理にかかる費用は本工事に含まれる 。

　 ・ 工事中の保安管理

場合の措置

　暴力団員等による不当介入 （ 伊賀市の締結する契約等からの暴力団等排除措置要綱 ） を受けた

場合の措置について

　 （ １ ） 受注者は暴力団員等 （ 伊賀市の締結する契約等からの暴力団等排除措置要綱 ） による

　 ・ 不当介入を受けた

　不当介入を受けた場合は、断固と してこれを拒否するとともに、不当介入があった時点で速

　やかに警察に通報を行う とともに、捜査上必要な協力を行う こ と 。

　 （ ２ ） （ １ ） により警察に通報を行う とともに、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかに

　発注者に報告すること 。発注者への報告は文書で行う こと 。

　 （ ３ ） 受注者は暴力団員等により不当介入を受けたことから工程に遅れが生じる等の被害が生じ

　た場合は、発注者と協議を行う こ と 。

３ ．耐震基準

版 ） 」 （ 国土交通省国土技術政策総合研究所及び独立行政法人建築研究所監修 ） による 。

　耐震措置の計算及び施工方法は、次の事項以外は全て 「 官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説

平成８年版 」 （ 建設大臣官房長官庁営繕部監修 ） 及び 「 建築設備耐震設計 ・ 施工指針 （ ２ ０ ０ ５年

（ １ ） 局部震度法による建築設備機器の設計用標準水平震度 （ Ｋ ｓ ）

（ ２ ） 地域係数は１ ． ０ とする 。

（ ３ ） 自重が１ ０ ０ ｋ ｇ以下の比較的軽量な機器 （ 標準仕様書の適用を受けるものは除く ） の

取付については、取付下地を入念に施工し 、標準メーカーの指定する方法で確実に

取付を行う ものとするが、監督員の承諾を受ける 。

（ ４ ） 配管配線及びダク トの支持は、標準仕様書及び標準図による 。

（ ５ ） 機器の耐震計算書を提出すること 。

重量１ ｋ Ｎ （ １ ０ ０ ｋ ｇ ） 以上のアンカー取付機器

※盤類、変圧器類、発電設備及び補機類、燃料タンク等水槽類、その他監督員が

指示するもの。

５ ．その他 （ １ ） 使用機械

　 ・ 低騒音型、低振動型の建設機械の使用に努めること 。

　 　立ち使用する測定機器の検査済証 （ 写し ）又は校正記録 （ 写し ） を監督員に提示すること 。

（ ２ ） 測定機器の校正記録

　 ・ 工事で使用する測定機器に対しては適正に校正した器具を使用しなければならない。測定に先

（ ３ ） 設計図書上に示すメーカー型番 ・ 姿図等は参考とする 。

４ ．施工 （ １ ） 塗装

　 ・ 指定色で２回塗り とする 。

　 　金属管、 ２種金属線ぴ、吊りボルト 、支持具等鋼板製 （ Ｓ Ｕ Ｓ 、溶融亜鉛メ ッキ、樹脂製は

　 　除く ） は原則として塗装を施すこと 。

（ ２ ） 行先表示等

　 ・ 分電盤、端子盤、制御盤、プルボッ クス、ハンドホール内の電線ケーブル類にはケーブル

　 　サイズ及び行先の表示を施すこと 。

（ ３ ） セパレータ

　 ・ 分電盤、端子盤、制御盤、 コンセン ト内等に強電回路、弱電回路が混在する場合はセパレータ

　 　 を取り付けること 。

（ ４ ） 保護キャップ等

　 ・ レースウェイ等のダクタークリ ップが、人が容易に近づける場所、高さ （ おおよそ２ｍ以下 ）

　 　にある場合は保護キャ ップを取り付けること 。

（ ６ ） 地中埋設配管には、埋設表示杭 ・ シートを布設すること 。

（ ５ ） 躯体を貫通する場合、鉄筋探査機等を使用し鉄筋を切断しないよう施工すること 。

（ ７ ） 地中埋設配管の埋設深さは、強電 〈 Ｇ Ｌ－７ ５ ０ 〉 ・ 弱電 〈 Ｇ Ｌ－６ ０ ０ 〉 とする 。

（ ８ ） 防火区画部は国土交通大臣認定工法にて防火区画処理を行う こ と 。

　 ・ 諸手続

　 ・ 消防提出書類

　工事に伴う関係官公署、電力会社、電気保安管理者等への諸手続きは、受注者がこれを代行し 、

必要経費も本工事に含む。

　消火器の設置届については、電気設備にて設置届を提出する必要がある場合は、消火器について

も併せて届出すること 。ただし機械設備にて設置届を提出する必要がある場合は機械設備に含める

ものとする 。防火対象物使用開始届については書類の作成 （ 電気設備図面の用意及び電気設備に関

する部分の記述 ） を行う こ と 。

項　 　 　目 特　 　 　 　記　 　 　 　事　 　 　 　項

　 ・ 電子納品 　工事完成図書は、竣工図 ・ 施工図のＣ Ａ Ｄデータ （ ＪＷＷ ） 及びＰ Ｄ Ｆ を格納。

工事範囲

動
力
設
備

工事範囲

制御方式

手元開閉器

警報盤

鉄箱

動力機器の試運転調整　 　

遠方操作盤 現場盤による操作 中央監視盤による操作

樹脂製 Ａ メーター付 （ ３ Ｐ ノ ミ ）

配管 配線 機器取付

電気方式　種別

盤類形式 埋込み型 露出型 民間仕様 盤内には、施工年月、請負者名、施工者名を記載する。

その他 警報設備

雷サージ保護 設置 （ ・ 単相用 ・動力用 ） 設置しない Ｓ Ｐ Ｄ （ 低圧用 ） クラスⅠ クラスⅡ

工事範囲 配管 配線 機器取付 引込 引込み工事負担金 警報設備

電気方式 単相２線式 （ ２ ０ ０ Ｖ ） 　単相３線式 （ ２ ０ ０／１ ０ ０ Ｖ ） ６ ０ Ｈ ｚ

６ ０ Ｈ ｚ三相３線式 （ ２ ０ ０ Ｖ ）電
灯

・
動
力
幹
線
設
備

三相３線式　 ６ ６ ０ ０ Ｖ 　 ６ ０ Ｈ ｚ 地中架空

操作方法

工事範囲 配管 配線 フェンス工事 既設受変電設備改造

付属品他

その他

電力ヒューズ （ ３本 ）

消防庁認定品

フック棒 （ １本 ）

キュービクル型 開放型

油入 モールド変圧器形式

型　 　式

キュービクル基礎工事

屋内 屋外 民間仕様

動力設備

三相３線式 （ ２ ０ ０ Ｖ （ 　 　 　 　 　 ） Ｖ ） 単相２線式 （ ２ ０ ０ Ｖ （ 　 　 　 　 　 ） Ｖ ）

既設受変電設備改造

受
変
電
設
備

電気方式

強電－６ ６ ０ ０ Ｖ

電　話

ケーブルテレビ

引
込
点
変
更

負
担
金

手動式 電気式 （ ・ 交流 ・直流 ）

別途工事 本工事内

別途工事 本工事内

別途工事 本工事内

/ E1
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２ ０ ２ １年　 ４月３ ０日



件名

図名

図番

電気設備

阿山中学校空調設備更新工事
備

　
　
考

駐
車
場

屋内運動場

普通教室棟

テラス

管理棟

建物敷地

保有１ ７ ， ３ ４ ４㎡

テニスコート

ク ラブ室

附属施設

敷
地
境
界
線

敷地境界線

LPG プレハブ

汚水Ｐ

更衣室

技術室棟 特別教室棟

倉庫

プール

中電柱

柱上ＳＯＧ ７ ． ２ Ｋ Ｖ ２ ０ ０ Ａ （方向性付 ） ， Ｐ Ｃ ｘ ３ ， Ｌ Ａ ８ ． ４ Ｋ Ｖ ｘ ３

Ｅ （ Ｌ Ａ ）

ＥＡ

Ｅ２２ ゜ （ ＶＥ１６ ）

Ｅ２２ ゜ （ ＶＥ１６ ）

３ ０ ０°×２ ０ ０
Ｐ ． ＢＯ Ｘ （ Ｓ Ｕ Ｓ ） ｗ ｐ

　 Ｃ 　 　 （ Ｆ Ｅ Ｐ ３ ０ ）

印刷室

A

注１ ，配線図中特記なき配管配線は下記とする。

既設配管 ・配線

新設配管 ・配線

新設埋設配管 ・配線

A

引込みコンクリート柱 （ １ ２－１ ９－５ ０ ０ ｋ ｇ ） 装柱材料、一方支線、根架等一式

Ａ ３＝１／５ ６ ３
Ａ ２＝１／４ ０ ０

配置図 （ 改修後－新設 ）

既設配管に接続ヶ所を示す。

Ｈ ２－９

Ｈ ２－９ Ｈ ２－９ Ｈ ２－９

９ ０ ０×９ ０ ０×９ ０ ０ Ｈ－６ ０ ０φ （ セパレート付 ）
Ｓ ２ Ｋ－６ ０ ．中荷重蓋

ア

イ

既設ＨＨ

既設Ｐ ． ＢＯ Ｘ （ ２階ベランダ外壁 ）

既存電気室内、既設高圧受変電設備 （ キュービクル ）改造
※高圧負荷開閉器 （ Ｌ Ｂ Ｓ ） 、高圧カッ トアウト （ Ｐ Ｃ ）の取替。

（別図参照 ）

　 Ｃ 　 　 （ Ｇ ２ ８ ）

　〃　 （電話会社 ）電話 ・ Ｃ Ａ Ｔ Ｖ

引込み （電力会社 ） ３φ３Ｗ６ ６ ０ ０ Ｖ－６ ０ Ｈ ｚ

Ｎ

ヨビ

GL- 6 0 0

ヨビ

外壁露出配管

掘削 （ Ｇ Ｌ－１ ０ ０ ０ Ｈ×６ ０ ０Ｗ ）

６ ０ ０ Ｖ Ｃ Ｅ ５ ． ５°－２ Ｃ （ Ｆ Ｅ Ｐ ３ ０ ）

Ｃ Ｅ－Ｔ 　 ３ ８°　 （ Ｆ Ｅ Ｐ ８ ０ ）６ ｋ Ｖ

ヨビ 　 　 Ｃ 　 　 　 （ Ｆ Ｅ Ｐ ３ ０ ）×３

６ ０ ０ Ｖ Ｃ Ｅ ５ ． ５°－２ Ｃ （既設配管に挿入 ）

６ ｋ Ｖ

ア

Ｃ Ｅ－Ｔ 　 ３ ８°　 （既設配管に挿入 ）

６ ０ ０ Ｖ Ｃ Ｅ ５ ． ５°－２ Ｃ 　 （ Ｆ Ｅ Ｐ ３ ０ ）

６ ｋ Ｖ

イ

Ｃ Ｅ－Ｔ 　 ３ ８°　 　 （ Ｆ Ｅ Ｐ ８ ０ ）

/ E2
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２ ０ ２ １年　 ４月３ ０日



件名

図名

図番

電気設備

阿山中学校空調設備更新工事
備

　
　
考

駐
車
場

屋内運動場

普通教室棟

テラス

管理棟

建物敷地

保有１ ７ ， ３ ４ ４㎡

テニスコート

ク ラブ室

附属施設

敷
地
境
界
線

敷地境界線

更衣室

技術室棟 特別教室棟

倉庫

プール

中電柱

ＥＡ

Ａ ３＝１／５ ６ ３
Ａ ２＝１／４ ０ ０

配置図 （ 現況－撤去図 ）

既設ＨＨ

既存電気室内、既設高圧受変電設備 （ キュービクル ）

注１ ，図中に実線で示す既設器具 ・配管配線の撤去を行う こと 。

　 　 　 （ 点線にて示す器具 ・配管配線等は流用とする ）

　 　 　但し 、隠ぺい配管 ・埋設配管は、放棄とする。

LPG プレハブ

汚水Ｐ

　〃　 （電話会社 ）電話 ・ Ｃ Ａ Ｔ Ｖ

引込み （電力会社 ） ３φ３Ｗ６ ６ ０ ０ Ｖ－６ ０ Ｈ ｚ

Ｎ

６ ０ ０ Ｖ 　 Ｃ Ｖ ５ ． ５－２ Ｃ （ Ｇ ２ ８ ）

６ ｋ Ｖ 　 　 Ｃ Ｖ ２ ２°－３ Ｃ （ Ｇ ８ ２ ）

既設コンクリート柱流用 既設コンクリート柱流用

引込みコンクリート柱 （ １ ２－１ ９－３ ５ ０ ｋ ｇ ） 装柱材料、一方支線、根架等一式

柱上ＳＯＧ ７ ． ２ Ｋ Ｖ ２ ０ ０ Ａ （方向性付 ） ， Ｐ Ｃ ｘ ３ ， Ｌ Ａ ８ ． ４ Ｋ Ｖ ｘ ３

６ ０ ０ Ｖ 　 Ｄ Ｖ ２ ． ０－２ Ｃ

６ ｋ Ｖ 　 　 ＯＣ ２ ２°×３ Ｃ

配線のみ撤去

撤去

撤去

/ E3
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２ ０ ２ １年　 ４月３ ０日
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Ｃ Ｈ

Ｌ Ｂ Ｓ ７ ． ２ ｋ Ｖ ２ ０ ０ Ａ
Ｐ Ｆ ４ ０ ｋ Ａ
Ｆ－５ ０ Ａ

１ ４ ゜ （ Ｖ Ｅ １ ６ ）１ ４ ゜ （ Ｖ Ｅ １ ６ ）

（ Ｚ Ｃ Ｔ内蔵過電流ロッ ク機構付 ）

Ｖ Ｃ Ｔ ＤＭＷ ｈ
Ｐ Ｃ ｘ ３

Ｌ Ａ ８ ． ４ Ｋ Ｖ×３

＞Ｉ AC10 0V

７ ． ２ ｋ Ｖ

Ｃ Ｈ

方向性付

ＳＯＧ 　 ７ ． ２ Ｋ Ｖ 　 ２ ０ ０ Ａ

Ｔ Ｃ

３φ　 ３Ｗ　 ６ ６ ０ ０ Ｖ 　 ６ ０ Ｈ ｚ （ 電力会社 ）

６ ｋ Ｖ 　 Ｃ Ｅ－Ｔ ３ ８ ゜

Ｅ Ａ Ｅ （ Ｌ Ａ ）

※ １

※ ２
高圧負荷開閉器

件名

図名

図番

電気設備
備

　
　
考

Ｅ Ａ Ｅ Ｂ Ｅ Ｄ

７ ． ２ Ｋ Ｖ 　 ３ ０ Ａ

Ｖ ＳＦ

Ａ Ｓ

６ ６ ０ ０ Ｖ／２ １ ０ Ｖ－１ ０ ５ Ｖ

Ｃ Ｔ×２

Ｚ Ｃ Ｔ
Ｌ Ｇ Ｒ

Ｔ Ｒ １φ３Ｗ　 ５ ０ Ｋ Ｖ Ａ

Ｖ

Ａ

７ ． ２ Ｋ Ｖ 　 ３ ０ Ａ

Ｖ ＳＦ

Ａ Ｓ

６ ６ ０ ０ Ｖ／２ １ ０ Ｖ－１ ０ ５ Ｖ

Ｃ Ｔ×２

Ｚ Ｃ Ｔ
Ｌ Ｇ Ｒ

Ｔ Ｒ １φ３Ｗ　 ７ ５ Ｋ Ｖ Ａ

Ｖ

Ａ

７ ． ２ Ｋ Ｖ 　 ３ ０ Ａ

Ｖ Ｓ

Ｖ
Ｆ

Ａ Ｓ

Ｃ Ｔ×２

Ｌ Ｇ Ｒ
Ｚ Ｃ Ｔ

６ ６ ０ ０ Ｖ／２ １ ０ Ｖ

Ｔ Ｒ ３φ３Ｗ　 １ ０ ０ Ｋ Ｖ Ａ

Ａ

Ｌ Ｂ Ｓ ７ ． ２ ｋ Ｖ ２ ０ ０ Ａ
Ｐ Ｆ ４ ０ ｋ Ａ
Ｆ－１ ０ Ａ

Ｄ Ｒ
Ｓ Ｃ

６ ． ６ Ｋ Ｖ

Ｓ Ｒ

（ Ｄ Ｃ内蔵 ）

３ ０ Ｋ Ｖ Ａ

３ Ｐ 　 Ｍ Ｃ Ｃ Ｂ
4 0 0 / 4 0 0

既 設 高 圧 受 変 電 設 備 単 線 結 線 図

負
荷
名
称

容
量
（
Ｋ
Ｖ
Ａ
）

配
線
サ
イ
ズ

Ｐ
Ａ
Ｆ

Ａ
Ｔ

開
閉
器
（
Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
）

3 3

5
0

2
0

2

5
0

3
0

5
0

3
0

5
0

2
0

2

5
0

2
0

2

2
2
5

1
5
0

3

2
2
5

2
2
5

3

1
0
0

1
0
0

3

1
0
0

1
0
0

3

1
0
0

1
0
0

3

2
2
5

1
2
5

3

2
2
5

2
2
5

3

2
2
5

2
2
5

3

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

3 3

2
2
5

1
5
0

3

1
0
0

1
0
0

3Ｐ
Ａ
Ｆ

Ａ
Ｔ

開
閉
器
（
Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
）

5
0

3
0

3 3 3

5
0

5
0

5
0

5
0

5
0

5
0

3

5
0

5
0

3

1
0
0

1
0
0

3

1
0
0

1
0
0

3

2
2
5

1
7
5

3

2
2
5

2
2
5

3

2
2
5

1
2
5

3

1
0
0

1
0
0

3

1
0
0

1
0
0

3

1
0
0

3

5
0

3
0

3

5
0

3
0

3

1
0
0

4
.
0
6

2
5
.
7
4
8

負
荷
名
称

配
線
サ
イ
ズ

容
量
（
ｋ
ｗ
）

1
1
.
0

Ｅ
Ｌ
Ｖ
制
御
盤
－
Ｎ
Ｏ
．
１

4
.
0

5
.
5
4
7

1
.
1
3
9

4
.
0

3
.
0

2
3
.
6
0
8

Ｃ
Ｖ
５
．
５
°
－
３
Ｃ

Ｃ
Ｖ
－
Ｔ
　
２
２
°

Ｆ
Ｐ
　
２
２
°
－
３
Ｃ

Ｃ
Ｖ
－
Ｔ
１
０
０
°

Ｃ
Ｖ
－
Ｔ
１
０
０
°

Ｃ
Ｖ
　
８
°
－
３
Ｃ

Ｃ
Ｖ
　
８
°
－
３
Ｃ

Ｃ
Ｖ
　
８
°
－
３
Ｃ

Ｃ
Ｖ
－
Ｔ
　
２
２
°

Ｃ
Ｖ
－
Ｔ
　
２
２
°

Ｃ
Ｖ
－
Ｔ
　
３
８
°

Ｃ
Ｖ
－
Ｔ
　
３
８
°

Ｃ
Ｖ
－
Ｔ
１
０
０
°

Ｃ
Ｖ
－
Ｔ
　
６
０
°

4
5
.
5
3
8

O
F
F

Ｉ
Ｖ
　
２
２
°
×
３

Ｃ
Ｖ
　
８
°
－
３
Ｃ

Ｃ
Ｖ
　
８
°
－
３
Ｃ

Ｃ
Ｖ
－
Ｔ
　
３
８
°

Ｃ
Ｖ
－
Ｔ
１
０
０
°

Ｃ
Ｖ
　
２
２
°
－
３
Ｃ

Ｉ
Ｖ
　
２
２
°
×
３

Ｃ
Ｖ
－
Ｔ
１
０
０
°

Ｉ
Ｖ
　
３
８
°
×
３

Ｉ
Ｖ
　
３
８
°
×
３

Ｉ
Ｖ
　
２
２
°
×
３

Ｃ
Ｖ
－
Ｔ
１
０
０
°

Ｃ
Ｖ
－
Ｔ
　
６
０
°

改修内容 内の取替えを行うこと

※ １

NS

Ｐ Ｃ×３ （ Ｆナシ ）Ｐ Ｃ×２ （ Ｆナシ ）Ｐ Ｃ×２ （ Ｆナシ ）

※ ２

※ ３

既設高圧受変電設備単線結線図 （ 改造 ）

・ 既設高圧負荷開閉器 （ Ｌ Ｂ Ｓ ） を 　新設に取替を行うこと 。

・既設高圧カッ トアウト （ Ｐ Ｃ ） を 　新設に取替を行うこと 。

（ ２台 ） 　 ヒューズ共

（ ７個 ）

ヨ
　
ビ

Ｇ
Ｒ
Ｙ
電
源

１
Ｌ
－
２

継
電
器
電
源

所
内
電
源

体
育
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Ｌ
－
２
・
２
（
パ
ソ
コ
ン
室
）

Ｌ
－
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Ｌ
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１
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２
Ｄ

２
Ｌ
－
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Ｌ
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－
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Ｌ
－
１
・
２
Ａ

Ｌ
－
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Ｌ
－
２
Ｅ

消
火
ポ
ン
プ
制
御
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特
別
教
室
棟
冷
蔵
庫

プ
ー
ル
用
動
力
盤
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Ｌ
Ｖ
制
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盤
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Ｏ
．
２

体
育
館
動
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（
浄
化
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）

屋
外
動
力
盤
？

（
ヨ
ビ
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ポ
ン
プ
制
御
盤
（
体
育
館
）

Ｐ
－
２
Ａ

Ｌ
－
１
Ｅ

Ｐ
－
１
Ａ

1
M
-
5

１
Ｍ
－
４

１
Ｍ
－
２

１
Ｍ
－
３

１
Ｍ
－
１

5
.
1
9

6
.
0
9

阿山中学校空調設備更新工事

※ ２

※ ３※ ３※ ３

・ 既設配管 ・配線 ・各機器をすべて新設に取替とする。

　 （既設高圧引き込み設備を全て更新 ）
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件名

図名

図番

電気設備

阿山中学校空調設備更新工事
備

　
　
考

NS

３ φ ３ Ｗ

１ ０ ０ ゜
３ Ｐ Ｅ Ｌ Ｂ

２ ２ ５／２ ２ ５

Ｓ Ｐ ＤクラスⅡ
Ｌ Ｔ－２ Ｔ ２ Ｈ

Ｅ Ｄ

１ Ｍ － １

（ 屋外型 ）

Ａ 3３ φ ３ Ｗ

８ ゜
３ Ｐ Ｅ Ｌ Ｂ

５ ０／４ ０

Ｓ Ｐ ＤクラスⅡ
Ｌ Ｔ－２ Ｔ ２ Ｈ

Ｅ Ｄ

2 0 0

Ｔ Ｏ Ｔ Ａ Ｌ＝５ ． ５ ４ ７ ｋ ｗ

Ａ 3 2 0 0

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

５ ０／　 ２ ０

５ ０／　 ２ ０

５ ０／　 ２ ０

５ ０／　 ２ ０3

3

2 0 0

2 0 0

2 2 0 0５ ０／　 ２ ０

2 2 0 0５ ０／　 ２ ０

0 . 6 8 3

0 . 6 8 9

0 . 7 6 5

1 . 5 7

1 . 1 6

0 . 6 8

３ φ ３ Ｗ

６ ０ ゜
３ Ｐ Ｅ Ｌ Ｂ

５ ０／３ ０

Ｓ Ｐ ＤクラスⅡ
Ｌ Ｔ－２ Ｔ ２ Ｈ

Ｅ Ｄ

１ Ｍ － ３

（ 屋外型 ）

管理棟

技術室棟

Ｔ Ｏ Ｔ Ａ Ｌ＝１ ． １ ３ ９ ｋ ｗ

回路番号 制御方式
ＭＣＢＥ ＬＢ Ｐ Ａ Ｆ／Ａ Ｔ

分岐開閉器
備 　 　 　 考電圧

（ Ｖ ）

負荷容量

（ ｋ ｗ ）
負荷名称

１ Ｍ － ４

（ 屋外型 ）

普通教室棟

Ａ

ＷＨＭ

Ｒ ・ Ｒ ｙ 　×１

Ｃ ＯＳ
ＴＭ

Ａ Ｓ

Ａ

Ｃ ＯＳ
Ｒ Ｇ

Ａ

ＴＭ

Ｃ ＯＳ
Ｒ Ｇ

Ａ

インターロック

Ｒ Ｇ

（ 停電補償付き ）

電磁接触器３ ヶ
スターデルタ始動

Ｃ ＯＳ

Ａ

Ｒ Ｇ

（ 遠方，切，手 ）

（ 遠方，切，手 ）

（ 自，切，手 ）

（ 自，切，手 ）

積算電力計 （ 本工事 ）

５２

５２

５２

５２

５２

Ａ

（ 停電補償付き ）

２ ４ Ｈ タイマー

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

２ ４ Ｈ タイマー

交互 ＷＬ
Ｒ ｙ Ｒ ｙ

ＨＨ Ｈ Ｌ Ｌ Ｈ Ｌ Ｌ

ＣＯＳ

ＢＺ

ＴＳ

Ｒ
Ｌ

Ａ

Ａ

Ｒ Ｇ

Ｒ Ｇ Ｃ ＯＳ×２

（ ＮＯ １ ， ＮＯ ２ ）（ 自，切，手 ）

５２

５２

Ｋ

受水槽電極４ Ｐ

受水槽電極４ Ｐ

高架水槽電極５ Ｐ

受水槽電極４ Ｐ

Ａ 3３ φ ３ Ｗ

２ ２ ゜
３ Ｐ Ｅ Ｌ Ｂ

５ ０／４ ０

Ｓ Ｐ ＤクラスⅡ
Ｌ Ｔ－２ Ｔ ２ Ｈ

Ｅ Ｄ

2 0 0

Ａ 3 2 0 0

Ａ

５ ０／　 ２ ０

５ ０／　 ２ ０

2 2 0 0５ ０／　 ２ ０

1 . 5 7

1 . 9 3

1 . 6 9

Ｔ Ｏ Ｔ Ａ Ｌ＝５ ． １ ９ ｋ ｗ

Ａ 3３ φ ３ Ｗ

２ ２ ゜

３ Ｐ Ｅ Ｌ Ｂ

1 0 0 / 6 0

Ｓ Ｐ ＤクラスⅡ
Ｌ Ｔ－２ Ｔ ２ Ｈ

Ｅ Ｄ

2 0 0

Ａ 3 2 0 0３ ０／　 １ ５

５ ０／　 ３ ０

Ｔ Ｏ Ｔ Ａ Ｌ＝６ ． ０ ９ （ ７ ． ２ ４ ） ｋ ｗ

１ Ｍ － ２

（ 屋外型 ）

特別教室棟

１ Ｍ－ ５

（ 屋外型 ）

２ 階 フ レ ン ド

4 . 7 4

1 . 3 5

Ｔ Ｏ Ｔ Ａ Ｌ＝４ ５ ． ５ ３ ８ （ ４ ８ ． ９ ９ ） ｋ ｗ

動力盤結線図

回路番号 制御方式
ＭＣＢＥ ＬＢ Ｐ Ａ Ｆ／Ａ Ｔ

分岐開閉器
備 　 　 　 考電圧

（ Ｖ ）

負荷容量

（ ｋ ｗ ）
負荷名称

Ａ 3 2 0 0

Ａ 3 2 0 0

Ａ 3 2 0 0

Ａ 3 2 0 0

Ａ 3 2 0 0

Ａ 3 2 0 0

Ａ 3 2 0 0

Ａ 3 2 0 0

Ａ 2 2 0 0

空調室外機

空調室外機

空調室外機

空調室外機

空調室外機

空調室外機

空調室内機

Ａ ＣＭ－ 1

Ａ ＣＭ－ 2

Ａ Ｃ Ｐ－ 4

Ａ Ｃ Ｐ－ 4

Ａ Ｃ Ｐ－ 5

Ａ ＣＭ－ 3

Ａ ＣＭ－ １～３

低温暖房－

低温暖房－

低温暖房－

低温暖房－

低温暖房－

低温暖房－

低温暖房－

1 4 . 2 0

1 4 . 2 0

1 . 0 6

1 . 0 6

0 . 8 8 8

3 . 6 2

0 . 9 0

1 3 . 2 0

1 3 . 2 0

1 . 6 0

1 . 6 0

1 . 6 1

4 . 8 5

0 . 9 0

１ ０ ０／　 ６ ０

５ ０／　 ５ ０

５ ０／　 ５ ０

５ ０／　 ３ ０

５ ０／　 ２ ０

３ ０／　 １ ５

３ ０／　 １ ５

空調室外機

空調室外機

Ａ Ｃ Ｐ－ 1

Ａ Ｃ Ｐ－ 3

低温暖房－

低温暖房－

8 . 2 6

1 . 3 5

9 . 5 5

2 . 4 8

３ ０／　 １ ５

３ ０／　 １ ５

空調室外機

空調室外機

ＧＨ Ｐ－ 1

Ｇ Ｈ Ｐ－ 2

空調室内機 １ ・ ２Ｇ Ｈ Ｐ－

空調室外機

空調室外機

ＧＨ Ｐ－ 3

Ｇ Ｈ Ｐ－ 4

空調室外機 ＧＨ Ｐ－ 5

空調室外機 6ＧＨ Ｐ－

空調室内機 ５ ・ ６Ｇ Ｈ Ｐ－

空調室内機 ３ ・ ４Ｇ Ｈ Ｐ－

空調室外機

空調室外機

Ａ Ｃ Ｐ－ 2

Ａ Ｃ Ｐ－ 3

低温暖房－

低温暖房－

4 . 7 6

2 . 4 8

Ａ 3 2 0 0

Ａ

空調室外機５ ０／　 ２ ０ Ｇ Ｈ Ｐ－ 7

2 2 0 0 空調室内機 7５ ０／　 ２ ０ Ｇ Ｈ Ｐ－

0 . 6 8 9

0 . 4 5
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件名

図名

図番

電気設備

阿山中学校空調設備更新工事
備

　
　
考

NS配管配線リス ト

機器記号 空調室外機電源 空調室内機電源 集中リモコン

Ａ ＣＭ－

Ａ ＣＭ－

Ａ ＣＭ－

2

3

1

7

6

5

4

2

3

1ＧＨ Ｐ－

ＧＨ Ｐ－

ＧＨ Ｐ－

ＧＨ Ｐ－

ＧＨ Ｐ－

ＧＨ Ｐ－

ＧＨ Ｐ－

　 　 　 　 　〃　 　 　 　 　 　〃

　 　 　 　 　〃　 　 　 　 　 　〃

　 　 　 　 　〃　 　 　 　 　 　〃

　 　 　 　 　〃　 　 　 　 　 　〃

　 　 　 　 　〃　 　 　 　 　 　〃

　 　 　 　 　〃　 　 　 　 　 　〃

　 　 　 　 　〃　 　 　 　 　 　 　〃

　 　 　 　 　〃　 　 　 　 　 　 　〃

　 　 　 　 　〃　 　 　 　 　 　 　〃

　 　 　 　 　〃　 　 　 　 　 　 　〃

　 　 　 　 　〃　 　 　 　 　 　 　〃

Ｃ Ｅ Ｅ １ ． ２ ５°－２ Ｃ （ Ｈ Ｉ ２ ２ ） 露出

Ｃ Ｅ 　 ５ ． ５°－３ Ｃ （ Ｈ Ｉ ２ ８ ） 露出Ｃ Ｅ－Ｔ 　 ２ ２°Ｅ ８° （ Ｈ Ｉ ２ ８ ） 露出

Ｃ Ｅ 　 ５ ． ５°－３ Ｃ （ Ｈ Ｉ ２ ８ ） 露出

Ｃ Ｅ 　 ５ ． ５°－３ Ｃ （ Ｈ Ｉ ２ ８ ） 露出

Ｃ Ｅ 　 ５ ． ５°－３ Ｃ （ Ｈ Ｉ ２ ８ ） 露出

Ｃ Ｅ 　 ５ ． ５°－３ Ｃ （ Ｈ Ｉ ２ ８ ） 露出

Ｃ Ｅ 　 ５ ． ５°－４ Ｃ （ Ｈ Ｉ ２ ８ ） 露出

　 　 　 　 　〃　 　 　 　 　 　 　〃

　 　 　 　 　〃　 　 　 　 　 　 　〃

　 　 　 　 　〃　 　 　 　 　 　 　〃Ｃ Ｅ－Ｔ 　 ２ ２°Ｅ ８° （ Ｈ Ｉ ２ ８ ） 露出

Ｃ Ｅ 　 ５ ． ５°－４ Ｃ （ Ｈ Ｉ ２ ８ ） 露出

Ａ Ｃ Ｐ－ 1 Ｃ Ｅ－Ｔ 　 １ ４°Ｅ ８° （ Ｈ Ｉ ２ ８ ） 露出

　 　 　 　 　〃　 　 　 　 　 　 　〃

　 　 　 　 　〃　 　 　 　 　 　 　〃

Ａ Ｃ Ｐ－ 3

Ａ Ｃ Ｐ－ 2 Ｃ Ｅ 　 ５ ． ５°－４ Ｃ （ Ｈ Ｉ ２ ８ ） 露出

Ｃ Ｅ 　 ５ ． ５°－４ Ｃ （ Ｈ Ｉ ２ ８ ） 露出

Ｃ Ｅ 　 ５ ． ５°－４ Ｃ （ Ｈ Ｉ ２ ８ ） 露出

Ａ Ｃ Ｐ－ 5

Ａ Ｃ Ｐ－ 4

Ａ Ｃ Ｐ－ 7

Ａ Ｃ Ｐ－ 6

　 　 　 　 　〃　 　 　 　 　 　 　〃

　 　 　 　 　〃　 　 　 　 　 　 　〃

　 　 　 　 　〃　 　 　 　 　 　 　〃

　 　 　 　 　〃　 　 　 　 　 　 　〃

　 　 　 　 　〃　 　 　 　 　 　 　〃

　 　 　 　 　〃　 　 　 　 　 　 　〃

Ｃ Ｅ 　 ５ ． ５°－４ Ｃ （ Ｈ Ｉ ２ ８ ） 露出

※室外機より室内機への電源 ・集中リモコン配線は、機械設備工事にて冷媒配管と友巻とする 。

動力盤より空調室外機への配管配線リスト
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　 　 　 （ 点線にて示す器具等は流用とする ）
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　１ / Ｍ

(

（

＊ 建 築 仕 様 書 参 照

ＲＣ造

印を付けたものを本工事に適用する。機 械 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

工事名称

建 築 概 要

工事場所

備 考構 造 階 数 延 べ 面 積建 物 名 称

一 般 事 項

特 記 事 項

地中埋設の給水、ガス、消火管等は埋設表示杭、埋設シートを布設する。

機器及び配管等は、地震時に水平移動、転倒、落下などが生じないように　「建築設備耐震設計指針」により施工する。

防火区画貫通部分は、日本建築センターの性能評定を受けた工法に基づく材料を使用すること。

建物導入配管（給水、ガス、消火）は充分な可撓製を有する変位吸収配管施工をおこなう。

水密を要する部分はつば付スリーブ、地中に用いるスリーブはＶＰ管、他は紙製等のスリーブを使用することができる。

排水管を除く管の埋設深さは、一般敷地３００ｍｍ以上、車両道路部６００ｍｍ以上とする。

既存コンクリート床、壁などの配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカッターによる。

土間配管は土間筋に吊り下げるなど埋設配管を保持するようにする。

屋外露出及び多湿箇所（トレンチピット等）の配管架台は、ＳＵＳ又はＳＳ溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

機器・配管・支持金物において、異種金属が接触する部分には、絶縁処理をおこなう。

屋外機器設置基礎のアンカーボルトは、ケミカルアンカー（ステンレス製）とする。

共 通 事 項

保温工事 保温施工範囲は共通仕様書による。

保温施工種別 共通仕様書による。

下表による。（但しダクト、機器、煙道は共通仕様書による。）

屋外露出・多湿箇所

天井・ＰＳ内 グラスウール保温筒

ステンレス鋼鈑仕上げ

アルミガラスクロス

屋内露出 グラスウール保温筒 合成樹脂カバー

ポリスチレンフォーム保温筒

床下・暗渠内 グラスウール保温筒

保温厚さ 共通仕様書による。

下表による。（但し機器、煙道は共通仕様書による。）

給排水管・給湯管・温水管・ドレン管

消火管（但し屋外・屋内露出のみ）

１００～１５０Ａ ２００Ａ以上

2 0mm 2 5mm 4 0mm

８０Ａ以下

３２～２００Ａ ２５０Ａ以上２５Ａ以下

3 0mm 4 0mm 5 0mm冷水管・冷温水管

工 事 種 別

給排水衛生設備

排水設備

衛生器具設備

給湯設備

ガス設備

消火設備

ろ過設備

浄化槽設備

給水設備

屋 外 屋 内屋 外 屋 内

空調設備

機器設備

配管設備

ダクト設備

換気設備

排煙設備

防水麻布（アスファルトプライマー）

耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管 耐熱性硬質塩化ビニル管

不要

単独

コンクリート既製管

算定人員　　　人槽　処理水量　　ｍ３／日

ＲＣ躯体

全自動

配管用炭素鋼鋼管（白）

合併

ＦＲＰ製

補強スラブ

その他

受水槽　　　本体

配管材料

弁　　類

量水器

引込加入、市納金等

その他

給水方式

ガスの種別

配管材料

ボンベ

気化装置

メーター

ガス漏れ検警報器

引込納付金等

消火設備の種別

屋内消火栓箱

屋外消火栓箱

連結送水管

その他

制　　御

配管材料

その他

ろ過方式

方式・容量

材　　質

その他

高架水槽　　本体

工 事 範 囲

配管材料

消火栓弁

排水方式

放流先

配管材料

桝　　類

大便器洗浄方式

水　　栓

給湯方式

配管材料

燃　　料

その他

その他

給
水
設
備

排
水
設
備

衛
生
器
具
設
備

給
湯
設
備

ガ
ス
設
備

消
火
設
備

ろ
過
設
備

浄
化
槽
設
備

要

屋内消火栓

連結送水管

H B - 1 A

H B - 3 A

H B - 2 1

H B - 1 1A . B

鋼管

砂

消火栓箱は指定色焼付塗装とする。

J I S  1 0  k g f / c m2

屋外消火栓

連結散水管

HB - 1 B

HB - 3 B

HB - 2 2

HB - 1 2A . B

J I S  G  3 4 5 2

フィルター

手動

スプリンクラー

移動粉末消火

H B - 2A

H B - 4A

J I S  G  3 4 5 4 )

泡消火

フード消火

H B - 2 B

H B - 4 B S

粉末内消火

消火器

消火用塩ビ外面被覆鋼管（ＶＦ）

買取品

別途工事

自動遮断弁付

別途工事

配管用炭素鋼鋼管（白）

都市ガスの場合、供給事業者の仕様による。

別途工事

ボンベ

転倒防止鎖等

不要

要

貸与品

本工事

一般形

要

不要

耐熱性硬質塩化ビニル管

都市ガス

1 0 k g

本工事

本工事

電気式

2 0 k g

別途工事）

5 0 k g バルク 本数（ t ）

ポリ管ポリエチレン被覆鋼管［地中埋設部］ビニル被覆鋼管［地中埋設部］

ＬＰＧ

温水機

瞬間湯沸器

内外面耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管［土中、暗渠］

被覆銅管

さや管工法

灯油

和風便器が防火区画を貫通する場合は耐火カバーを設ける。

配管用炭素鋼鋼管（黒）［油］

ガス給湯器

電気温水器

架橋ポリ管

Ａ重油

電気温水器

電気

配管用炭素鋼鋼管（白）［温水］

　　　　　）

中央式

局所式

銅管

ステンレス鋼管

耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管

節水コマ（泡沫式は除く）

ボイラー

ガス給湯器

Ｍ Ｌ）（

市販桝

低圧形

普通コマ

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

雑排水管

屋外排水管

公団形（Ｂ種）

洗浄タンク

通気管

各階に伸縮継手取付

メカニカル形排水鋳鉄管

配管用炭素鋼鋼管（白）

遠心力鉄筋コンクリート管

現場打ち

節水形

雨水管

配管用炭素鋼鋼管（白）

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

（外圧管

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

小口径

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＵ）［１５０以上］

ビニル桝

１種）２種

合併処理槽

側溝又は河川

側溝又は河川

排水用塩ビライニング鋼管（可とう継手又はＭＤ継手）

耐火被覆ビニル管

排水用塩ビライニング鋼管（可とう継手又はＭＤ継手）

耐火被覆ビニル管

耐火被覆ビニル管

耐熱塩化ビニル管（ＨＴ）

既存桝

既存桝

既存桝

合流方式

合流方式

合流方式

浄化槽

合併処理槽

調整池

給水配管（ＨＩ）は抜け防止措置を施すこと

ウォーターハンマーが生じる恐れのある配管経路へは有効な防止機器を取付ける

分流方式

分流方式

分流方式

下水管

下水管

屋　外

屋　内

雨　水

汚　水

雑排水

雨　水

屋内汚水管

高架水槽方式

圧送方式

水道直結方式

鋼鈑製

ＦＲＰ製

ＦＲＰ製

ステンレス製

ステンレス製

ライニング鋼管

さや管工法

その他の部分

貸与品

直結部分

要

不要

硬質ポリ塩化ビニル管

圧力タンク

一体型

一体型

パネル型

一体型

パネル型

一体型

一体型

地　中

架橋ポリ管

一　般

水道業者指定品

市水

J I S  5  k g f / c m2

買取品（私設）

別途工事

一般・地中

回転数制御

複合板

複合板

複合板

複合板

パネル型

パネル型

パネル型

VA

VD

H I

本工事

V B

V P

P D

単板

単板

単板

単板

VD

ポリ管

SU S

J I S  1 0  k g f / c m2

PA P B PD

設備設計基準による）

（指示なきは建設省建築

設計空気条件

熱源機器

放熱器

配管方式

配管材料

機
器
設
備

配
管
設
備

弁　　類

換気方式

風　　道

風　　道

風道材質

吹出口・吸込口

その他

ダ
ク
ト
設
備

換
気
設
備

吹出口・吸込口

耐火被覆

風道材質

風道材質

排煙口

排煙口開放装置

復帰方式

その他

排煙風量測定

制御方式

その他

その他

排
煙
設
備

自
動
制
御
設
備

自動制御 自動制御機器

フレキダクト

トキメックランデイスギア／山武ハネウェル／横河ジョンソンコントロールズ

アライ実業／オーツカ／栗本鐵工所

鉄パネル水槽

水槽 ＦＲＰ水槽

衛生器具 衛生器具類

ポンプ ポンプ類

保温材

弁

管

ＲＷ・ＧＷ保温材

青銅弁・鋳鉄弁

メ ー カ ー リ ス ト 下記リスト以外の選定は係員の承認を必要とする。

継手共 水マーク表示品／ＷＳＰ表示品／ＪＩＳマーク表示品／ＨＡＳＳ表示品／ＪＰＦ規格品／ＳＡＳ規格品

ＪＩＳマーク表示品

ＪＩＳマーク表示品

ＪＩＳマーク表示品 ＪＩＳ規格以外：ＩＮＡＸ／ＴＯＴＯ

評価事業名簿による

積水プラント／日立化成／ブリジストン／三菱樹脂

積水プラント／ブリジストン

ガス給湯器（ＬＰＧ）

ガス給湯器（都市ガス）

ガス器具 ガス配管器具

量水器量水器

鋳鉄製蓋

鋳鉄製品 排水金物

桝類（塩ビ桝）

桝 桝類（公団型） 協和コンクリート／桑名工業／昭和工業／ネオジオ／丸八産業

日本下水道協会、排水設備用樹脂製マス協会規格対象品又は準拠品

評価事業名簿による

オオタケファンドリー／カネソウ／ダイドレ／中部コーポレーション／南濃鋳工／福西鋳物／ホクキャスト

伊藤工機／桂精機製作所／藤井合金製作所／富士工器

ガス供給者の承認する製造者の製品

「ガス事業法」「液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律」に基づき、省令による証票を付したもの

愛知時計電機／金門製作所／リコーエレメック

金門製作所／富士工器／富士電機／松下電工／矢崎総業ガス警報 ガス警報システム

厨房機器 厨房システム 評価事業名簿による

濾過装置 濾過機 オルガノ／栗田工業／サンエイ工業／三協／三進ろ過工業／タクマ／理水化学工業

滅菌機

消火設備

滅菌機

消火栓類

消火栓ホース

スプリンクラー・泡消火

磯村製作所／オーヤラックス／水道機工／日本曹達

立売堀製作所／岸本産業／北浦製作所／村上製作所／横井製作所

日本消防検定協会の合格表示品

ノーミ／ニッタン／日本ドライケミカル／能美防災／ホーチキ

特殊ガス消火

合併浄化槽（ＦＲＰ製）

合併浄化槽（ＲＣ造）浄化槽

川重防災工業／セコム／日昭・林テクノス／日信防災／ニッタン／能美防災

神鋼パンテック／ダイキ／東海不二工業／西原ネオ工業／フジクリーン工業／藤吉工業

建設大臣型式認定品

簡易水洗

ブロア

クリーントイレ

ブロア

ＩＮＡＸ／積水化学工業／ネポン／日立化成工業／松下電器産業／ロンシール

グリストラップ グリス・ガソリントラップ

朝日機工／アンレット／新明和工業／安永

カネソウ／栗本鐵工所／下田機工／積水プラントシステム

空気調和機

製缶類 製缶類・熱交換器 島倉鉄工所／広島鉄工／ベルテクノ／前田鉄工所／前田鉄工所（四日市）／森松工業

ダクト付属品

換気扇 換気扇類

送風機 送風機類

防振装置

加湿器

防振材・防振装置

加湿器

栗田工業／東芝／日立製作所／松下電器産業／三菱電機

ウェットマスター／ピーエス工業／山武軽装

倉敷化工／高砂ゴム／特許機器／ブリヂストン／明和ゴム化成

評価事業名簿による

スパイラルダクト

ステンレス鋼鈑

亜鉛鉄板ダクト

大阪ラセン管工業／栗本鐵工所／泰弘／富士空調工業／フジモリ産業

ＪＩＳ規格品

ＪＩＳ規格品

吹出口・吸込口

風量ユニット

空研工業／新晃工業／トーキン／錦興業

エアコンスター／クボタ／新晃工業／東プレ

パッケージ形空調機

ガスエンジン空調機

冷温水発生機

温水ボイラー

冷媒配管

冷温水管

冷水・温水管

冷却水管

ドレン管

油管

蒸気管

冷媒管

呼び径１００Ａ以上の弁は係員と協議の上バタフライ弁を使用してよい。

J I S  5  k g f / c m2

集中換気

低速風道

低速風道

亜鉛鉄板

アルミニウム製

アルミニウム製

湯沸室排気ダクトについては法規に準じた耐火被覆を行う。

亜鉛鉄板

亜鉛鉄板

天井取付

手動

遠隔形

建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方式に準ずる。

電子

室内条件

外気条件

＜夏季＞ 乾球温度℃ 湿球温度℃ 相対湿度％ ＜冬季＞

外気条件

室内条件

乾球温度℃ 湿球温度℃

チラー

氷蓄熱

ＧＨＰ

冷温水配管

冷媒用銅管

配管用炭素鋼鋼管（白）

ライニング鋼管

配管用炭素鋼鋼管（白）

配管用炭素鋼鋼管（黒）

配管用炭素鋼鋼管（黒）

空冷ＨＰ

ＦＣＵ

冷却水配管

VA V B )

ＡＣＵ

温水配管

耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管

耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管

配管用炭素鋼鋼管（白）

外面塩ビ被覆鋼管

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

水冷ＨＰ 水冷）

相対湿度％

個別換気

高速風道

高速風道

塩化ビニルライニング鋼鈑

塩化ビニルライニング鋼鈑

鋼鈑製（指定色焼付塗装）

鋼鈑製（指定色焼付塗装）

普通鋼鈑（厚１．６ｍｍ）

スリット形

手動及び遠隔操作可能なもの

手元形

ステンレス鋼鈑

ステンレス鋼鈑

J I S  1 0  k g f / c m2

グラスウールダクト

硬質塩化ビニル管（ＶＵ） スパイラルダクト

消音フレキ

電気 空気

Ｍ（ Ｌ）

ＦＶ

（

2 8 . 0

校舎

本工事

冷媒用被覆銅管：ガス管保温厚２０ｍｍ , 液管保温厚８～１０ｍｍ

地中：硬質ポリ塩化ビニル管屋内露出：結露防止用保温付硬質ポリ塩化ビニル管

スイング形）（

ガスＨＰ（

都市ガス

供給事業者名：名張近鉄ガス

（種別　１３Ａ　　　　　　発熱量　１０，７５０　　　ｋｃａｌ／ｍ３）

（発熱量　２４，０００ｋｃａｌ／ｋｇ）

（

（

消防関係法規（所轄署指導要網含む）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

空気調和・衛生工学会規格

日本建築家協会編

所轄水道局 ガス供給社内規 その他関連法規

適用仕様書

優先順位

疑　義

変　更

工程表

施工図

機器及び材料等

工事写真

完成図書

申請手続

１．現場説明事項・質疑応答書　　　２．本特記仕様書　　　３．設計図書　　　４．工事共通仕様書

設計図書の誤記、記載漏れ、又図面上納まり不明な事に起因する問題点、疑義についてはその都度監督員と協議する事。

設計図書に明記なくとも、外観上、機能上又は法規上当然必要と認められるものについては、本工事に含むものとする。

実施工程表、月間工程表を関連業者間にて十分協議して作成し、監督員に提出する。

請負者は施工に先立ち、施工計画書、工種別施工要領書、施工図等を作成し、監督員と打ち合わせを行うこと。

工事に使用する機器及び材料等については、予め使用機材届出書（メ－カ－リスト）、機器明細図、現品、カタログ、

施工図等の作成に際し、施工上密接に関連する工事との納まり等について十分検討する。

その他諸資料を事前に届け出ること。　尚、図面に記載の品番は、参考品番として便宜上メ－カ－品番を使用しているので、

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改訂版）一建築設備編」によるほか、監督員の指示により撮影し提出する。

メ－カ－の選定にあったっては、同等品以上の性能を有するものとする。また、国等による環境物品等の調達推進に関する法律

（グリ－ン購入法）を考慮し、再生品などの環境に優しい（環境物品）の調達に務める。

工事着者前に漏水の有無を確認すること、又工事施工後の加圧試験等を監督員の指示により行うこと。

工事に必要な又は支障となる既設配管、機器の脱着については、図面に記載なくても監督員の指示により行うこと。

工事に伴う官公署への申請・届出は請負者において行う。これに伴う費用も本工事の含む。

完成原図１部 , 青焼Ａ３版２つ製本（文字入 , 表紙 , 背共）２部 , 青焼Ａ２版２つ製本（文字入 , 表紙 , 背共）２部 , 完成図面電子デ－タＪＷＷ形式ＣＤＲ１枚

耐震措置

発生材処分

国土交通省住宅局建築指導課監修の「建築設備耐震設計・施工指針」による。

建設リサイクル法（三重県指針）に基づき再生資源の十分な利用及び廃棄物の原料等を通じて、資源の有効な利用の確保

発生材を処分する場合は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」及び「再生資源の利用の促進に関する法律」に基づいて適正に

処理する。（マニフェストＡ、、Ｄ、Ｅの写しを提出すること）

「空気調和・衛生設備工事標準仕様書」

「建築設備工事共通仕様書」

「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）」

「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）」

「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）」

「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）」

（最新版）

（最新版）

（最新版）

（最新版）

（最新版）

（最新版）

及び廃棄物の適正な処理を図り、もって生活環境の保全及び国民経済の健全な発展に寄与すること。

その他

屋外露出：カラ－硬質ポリ塩化ビニル管

冷媒配管の露出（屋内・屋外）部は化粧ケース仕上げとする。

工事完成の上は各種の試験、検査を受け許可書証、成績表等

既設冷暖房施設撤去に伴う、冷媒ガス回収・破壊は関係法令に基づき適切に処分する事。（破壊証明書提出）冷媒ガス回収・破壊

とりまとめ提出すること。

液化石油ガス 供給事業者名：

２０．０

パナソンック／日立製作所／三菱電機／ダイキン／東芝

パナソニック／ヤンマー／アイシン／ダイキン

２階建て

阿 山 中 学 校 空 調 設 備 更 新 工 事

三 重 県 伊 賀 市 　 地 内

自動制御設備

撤去

ＥＨＰ

その他 既設機器関係の撤去も本工事にて行う。

その他 既設配管関係の撤去も本工事にて行う。



件名

図名

図番

備
　
　
考

阿山中学校空調設備更新工事

Ａ２＝N／S
Ａ３＝N／S

機械設備
空調機器表１ ２０２１年　４月３０日

２０２１０４３０

　２ / Ｍ

空　調　凡　例

空　調　室　外　機

空　調　室　内　機

名　　称

冷　　媒　　管

ド　レ　ン　管Ｄ

Ｒ

記　　号 名　　称記　　号 名　　称記　　号

集中管理リモコンスイッチＲＳ

内（ｋW）

電　気　容　量

備　　考

台数外（ｋW）

相

（φ）

電圧

（V） （ｋW）

送風機記　号 形　式　・　仕　様機器名称

形式　ガスヒ－トポンプ式 ：ＬＰＧガス仕様

設置場所：室外機 ０．５６X３ＧＨＰ - １ マルチエアコン 形　　式 ２００ １３
冷房能力
暖房能力
最大暖房低温能力
冷房消費電力
暖房消費電力
冷房燃料消費量
暖房燃料消費量

－－－
ｋW
ｋW
ｋW
ｋW
ｋW
ｋW
ｋW

７１．０
８０．０
７４．５
１．５７
１．５５
５０．０
５３．７

室外機
１５．７

空　調　機　器　表

ガスエンジン出力

室内機
マルチエアコンＧＨＰ１ - １ －－－－－－１ ２００

冷房能力 ｋW
天井吊下げ形 設置場所：
１４．０

０．１６ ４
１階普通教室棟各教室

形　　式
基　　礎 既設流用

防振ゴム , 他付属品一式　
付　属　品 分岐ジョイント , 臭気低減機能 ,

普通教室棟屋外

形式　ガスヒ－トポンプ式

内（ｋW）

電　気　容　量

備　　考

台数外（ｋW）

相

（φ）

電圧

（V） （ｋW）

送風機記　号 形　式　・　仕　様機器名称

：ＬＰＧガス仕様

室内機
マルチエアコン

冷房能力
形　　式 －－－－－－１ ２００

ｋW
天井吊下げ形 設置場所：０．１６
１１．２

２ＧＨＰ４ - １
１階特別教室棟調理室

空　調　機　器　表

ガスエンジン出力

暖房能力
冷房消費電力
暖房消費電力
付　属　品

ｋW
ｋW
ｋW

１６．０
０．１６
０．１６
ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－
ワイヤレスリモコン受信部 , 他付属品一式

室内機
マルチエアコン －－－－－－１ ２００

冷房能力 ｋW
天井吊下げ形 設置場所：形　　式 ０．１６ １

１階普通教室棟保健室１１．２
ＧＨＰ１ - ２

暖房能力
冷房消費電力
暖房消費電力
付　属　品

ｋW
ｋW
ｋW

１２．５
０．１０
０．１０
ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－
ワイヤレスリモコン受信部 , 他付属品一式

室内機
マルチエアコン 設置場所：ＧＨＰ２ - １

２階普通教室棟各教室
－－－－－－１ ２００

冷房能力 ｋW
天井吊下げ形形　　式 ０．１６
１６．０

５
基　　礎 既設流用

マルチエアコン 形　　式 ２００ １３ 設置場所：室外機 ０．５６X３
冷房能力
暖房能力
最大暖房低温能力
冷房消費電力
暖房消費電力
冷房燃料消費量
暖房燃料消費量

－－－
ｋW
ｋW
ｋW
ｋW
ｋW
ｋW
ｋW

室外機
室外機

ＧＨＰ - ２
８５．０
９５．０
８２．０
１．９３
１．５５
６２．０
６６．３

１８．８

防振ゴム , 他付属品一式　
付　属　品 分岐ジョイント , 臭気低減機能 ,

普通教室棟屋外

暖房能力
冷房消費電力
暖房消費電力
付　属　品

ｋW
ｋW
ｋW

１８．０
０．１９
０．１９
ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－
ワイヤレスリモコン受信部 , 他付属品一式

室内機
マルチエアコン －－－－－－１ ２００

冷房能力 ｋW
天井吊下げ形 設置場所：形　　式
１４．０

０．１６ １
１階特別教室棟美術室

ＧＨＰ３ - １

設置場所：室外機マルチエアコン 形　　式 ２００ １３
冷房能力
暖房能力
最大暖房低温能力
冷房消費電力
暖房消費電力
冷房燃料消費量
暖房燃料消費量

－－－
ｋW
ｋW
ｋW
ｋW
ｋW
ｋW
ｋW

室外機
ＧＨＰ - ３

３５．５
４０．０
４２．５
０．６８３
０．６８２
２５．５
２７．１

７．９ ０．５６X２

基　　礎 既設流用
防振ゴム , 他付属品一式　

付　属　品 分岐ジョイント , 臭気低減機能 ,

特別教室棟屋外

暖房能力
冷房消費電力
暖房消費電力
付　属　品

ｋW
ｋW
ｋW

１６．０
０．１６
０．１６
ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－
ワイヤレスリモコン受信部 , 他付属品一式

室内機
マルチエアコン －－－－－－１ ２００

冷房能力 ｋW
天井吊下げ形 設置場所：形　　式 ０．１６
１１．２

２
１階特別教室棟被服教室

ＧＨＰ３ - ２

暖房能力
冷房消費電力
暖房消費電力
付　属　品

ｋW
ｋW
ｋW

ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－

１２．５
０．１０
０．１０

ワイヤレスリモコン受信部 , 他付属品一式
設置場所：室外機マルチエアコン 形　　式 ２００ １３

冷房能力
暖房能力
最大暖房低温能力
冷房消費電力
暖房消費電力
冷房燃料消費量
暖房燃料消費量

－－－
ｋW
ｋW
ｋW
ｋW
ｋW
ｋW
ｋW

室外機
ＧＨＰ - ４

４５．０
５０．０
５３．０
０．６８９
０．６４１
３４．６
３３．３

１０．０ ０．５６X２

基　　礎 既設流用
防振ゴム , 他付属品一式　

付　属　品 分岐ジョイント , 臭気低減機能 ,

特別教室棟屋外

暖房能力
冷房消費電力
暖房消費電力
付　属　品

ｋW
ｋW
ｋW

１２．５
０．１０
０．１０
ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－
ワイヤレスリモコン受信部 , 他付属品一式

室内機
マルチエアコン

冷房能力
形　　式 －－－－－－１ ２００

ｋW
天井吊下げ形 設置場所：ＧＨＰ４ - ２
４．５

０．０５ ３
１階特別教室棟少人数教室

暖房能力
冷房消費電力
暖房消費電力
付　属　品

ｋW
ｋW
ｋW

５．０
０．０４
０．０４

卓球部

ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－
ワイヤレスリモコン受信部 , 他付属品一式

設置場所：室外機マルチエアコン 形　　式 ２００ １３
冷房能力
暖房能力
最大暖房低温能力
冷房消費電力
暖房消費電力
冷房燃料消費量
暖房燃料消費量

－－－
ｋW
ｋW
ｋW
ｋW
ｋW
ｋW
ｋW

室外機
０．５６X２ＧＨＰ - ５

５６．０
６３．０
５８．０
０．７６５
０．７１６
４６．６
４７．９

１２．４

室内機
マルチエアコン

冷房能力
形　　式 －－－－－－１ ２００

ｋW
天井吊下げ形 設置場所：０．１６
１１．２

２
２階特別教室棟音楽室

ＧＨＰ５ - １
基　　礎 既設流用

防振ゴム , 他付属品一式　
付　属　品 分岐ジョイント , 臭気低減機能 ,

特別教室棟屋外

暖房能力
冷房消費電力
暖房消費電力
付　属　品

ｋW
ｋW
ｋW

１２．５
０．１０
０．１０
ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－
ワイヤレスリモコン受信部 , 他付属品一式

室内機
マルチエアコン

冷房能力
形　　式 －－－－－－１ ２００

ｋW
天井吊下げ形 設置場所：３
９．０

０．０８ＧＨＰ５ - ２
２階特別教室棟音楽準備室

暖房能力
冷房消費電力
暖房消費電力
付　属　品

ｋW
ｋW
ｋW

１０．０
０．０９
０．０９

第２理科教室

ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－
ワイヤレスリモコン受信部 , 他付属品一式

設置場所：室外機 ０．５６X３マルチエアコン 形　　式 ２００ １３
冷房能力
暖房能力
最大暖房低温能力
冷房消費電力
暖房消費電力
冷房燃料消費量
暖房燃料消費量

－－－
ｋW
ｋW
ｋW
ｋW
ｋW
ｋW
ｋW

７１．０
８０．０
７４．５
１．５７
１．５５
５０．０
５３．７

室外機
１５．７ＧＨＰ - ６

室内機
マルチエアコン

冷房能力
形　　式 －－－－－－１ ２００

ｋW
天井吊下げ形 設置場所：
９．０

０．０８ ２
２階特別教室棟第１理科教室

ＧＨＰ６ - １
基　　礎 既設流用

防振ゴム , 他付属品一式　
付　属　品 分岐ジョイント , 臭気低減機能 ,

特別教室棟屋外

暖房能力
冷房消費電力
暖房消費電力
付　属　品

ｋW
ｋW
ｋW

１０．０
０．０９
０．０９
ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－
ワイヤレスリモコン受信部 , 他付属品一式

室内機
マルチエアコン

冷房能力
設置場所：形　　式ＧＨＰ６ - ２
２階特別教室棟

－－－－－－１ ２００
冷房能力 ｋW

天井吊下げ形形　　式 ０．１６
１６．０

１

暖房能力
冷房消費電力
暖房消費電力
付　属　品

コミュニティール－ム暖房能力
冷房消費電力
暖房消費電力
付　属　品

ｋW
ｋW
ｋW

１８．０
０．１９
０．１９
ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－
ワイヤレスリモコン受信部 , 他付属品一式

室内機
マルチエアコン －－－－－－

冷房能力 ｋW
設置場所：形　　式

１４．０
０．１６ＧＨＰ６ - ３

２階特別教室棟パソコン教室
１ ２００天井吊下げ形 ２

暖房能力
冷房消費電力
暖房消費電力
付　属　品

ｋW
ｋW
ｋW

１６．０
０．１６
０．１６
ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－
ワイヤレスリモコン受信部 , 他付属品一式
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　３ / Ｍ

電　気　容　量

備　　考相 電圧 送風機記　号 形　式　・　仕　様機器名称
内（ｋW）

電　気　容　量

備　　考

台数外（ｋW）

相

（φ）

電圧

（V） （ｋW）

送風機記　号 形　式　・　仕　様機器名称

形式　ガスヒ－トポンプ式 ：ＬＰＧガス仕様

付　属　品

室外機マルチエアコン 形　　式 ２００ １３
冷房能力
暖房能力
最大暖房低温能力
冷房消費電力
暖房消費電力
冷房燃料消費量

－－－
ｋW
ｋW
ｋW
ｋW
ｋW
ｋW
ｋW

室外機 ４５．０
５０．０
５３．０
０．６８９
０．６４１
３４．６

１０．０ ０．５６X２ＧＨＰ - ７ 設置場所：

形式　空冷ヒ－トポンプ式

暖房燃料消費量 ３３．３

圧縮機

空　調　機　器　表 空　調　機　器　表

ガスエンジン出力

内（ｋW） 台数外（ｋW）（φ） （V） （ｋW）
２００１ 設置場所：天井吊下げ形形　　式マルチエアコン ０．１６ＡＣＭ２ - １ ２

室内機
マルチエアコン

冷房能力
形　　式 －－－－－－１ ２００

ｋW
天井吊下げ形 設置場所：
９．０

０．０８ＧＨＰ７ - １ １
基　　礎 既設流用

防振ゴム , 他付属品一式　
分岐ジョイント , 臭気低減機能 ,

技術室棟屋外

技術室棟生徒会室
暖房能力
冷房消費電力
暖房消費電力
付　属　品

ｋW
ｋW
ｋW

１０．０
０．０９
０．０９

, 他付属品一式

ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－
ワイヤレスリモコン受信部

室内機
マルチエアコン －－－－－－１ ２００

冷房能力 ｋW
天井吊下げ形 設置場所：形　　式 ０．１６
１１．２

ＧＨＰ７ - ２ ２
技術室棟生徒会室 , 木工室

暖房能力
冷房消費電力
暖房消費電力
付　属　品

ｋW
ｋW
ｋW

１２．５
０．１０
０．１０

, 他付属品一式

ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－
ワイヤレスリモコン受信部

室内機
マルチエアコン －－－－－－

冷房能力 ｋW
形　　式

１４．０
０．１６１ ２００天井吊下げ形 １ 設置場所：ＧＨＰ７ - ３

技術室棟生木工室
暖房能力
冷房消費電力
暖房消費電力
付　属　品

ｋW
ｋW
ｋW

１６．０
０．１６
０．１６
ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－
ワイヤレスリモコン受信部
, 他付属品一式

設置場所： 職員室ワイヤレスリモコンスイッチ １０
ON・O F Fリモコンスイッチ １ １００１６リモコングル－プ

室内機 冷房能力
暖房能力 ｋＷ

ｋＷ１１．２
１２．５

２階管理棟多目的ホ－ル

冷房消費電力 ｋＷ０．１０
暖房消費電力 ｋＷ０．１０

ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－付　属　品
ワイヤ－ドリモコン , 他付属品一式

２００１ 設置場所：天井吊下げ形形　　式マルチエアコン ０．１６ １ＡＣＭ２ - ２
室内機 １４．０冷房能力 ｋＷ ２階管理棟会議室

１６．０
０．１６

暖房能力
冷房消費電力 ｋＷ

ｋＷ

０．１６暖房消費電力 ｋＷ
ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－付　属　品
ワイヤ－ドリモコン , 他付属品一式

設置場所：3 ２００ １室外機形　　式マルチエアコンＡＣＭ - ３ ０．２８２．５６ 管理棟屋外
標準仕様 冷房能力

暖房能力 ｋＷ
ｋＷ１６．０

１８．０
冷房消費電力 ｋＷ３．６２
暖房消費電力 ｋＷ３．８２

ｋＷ４．８５低温暖房消費電力
付　属　品 防振ゴム , 他付属品一式

既設流用基　　礎
２００１ 設置場所：天井吊下げ形形　　式マルチエアコンＡＣＭ３ - １ ０．０８ １

室内機

ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－

冷房能力
暖房能力

付　属　品

冷房消費電力
暖房消費電力

ｋＷ
ｋＷ

ｋＷ
ｋＷ６．３

７．５
０．０５
０．０５

１階管理棟会議室

ワイヤ－ドリモコン , 他付属品一式
２００１ 設置場所：天井吊下げ形形　　式マルチエアコン １ＡＣＭ３ - ２ ０．０５

室内機 冷房能力 ｋＷ４．５ １階管理棟印刷室
暖房能力 ｋＷ５．０
冷房消費電力 ｋＷ０．０４
暖房消費電力 ｋＷ０．０４

ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－付　属　品
ワイヤ－ドリモコン , 他付属品一式

室内機
２００１ 設置場所：天井吊下げ形

ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－

形　　式
冷房能力
暖房能力

付　属　品

冷房消費電力
暖房消費電力

ｋＷ
ｋＷ

ｋＷ
ｋＷ

マルチエアコン １０．０５ＡＣＭ３ - ３
３．６
４．０

０．０３
０．０３

１階管理棟事務室

ワイヤ－ドリモコン , 他付属品一式
２００ 設置場所：形　　式 １AC P - １ ヒ－トポンプ式 天井吊下げ形：同時ツイン ３ ０．２Ｘ２０．１６Ｘ２５．８０

冷房能力 ｋＷパッケ－ジエアコン ２５．０（５．８～２８．０） １階管理棟職員室
暖房能力 ｋＷ２８．０（７．０～３５．０）
冷房消費電力 ｋＷ８．２６
暖房消費電力 ｋＷ

ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－付　属　品
ｋＷ

７．５７
９．５５

既設流用基　　礎
防振ゴム , 高調波対策 , 他付属品一式
集中管理アダプタ－ ,
ワイヤ－ドリモコン , ドレンアップメカ ,

低温暖房消費電力

２００ 設置場所：形　　式 １ヒ－トポンプ式 天井吊下げ形：同時ツイン ３AC P - ２ ３．５５ ０．０８Ｘ２ ０．２０
冷房能力 ｋＷパッケ－ジエアコン １４．０（３．２～１６．０） ２階管理棟フレンド
暖房能力 ｋＷ１６．０（４．０～２０．０）
冷房消費電力 ｋＷ４．７４
暖房消費電力 ｋＷ４．５６

ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－付　属　品
ｋＷ

既設流用基　　礎

４．７６

防振ゴム , 他付属品一式
ワイヤ－ドリモコン , 集中管アダプタ－ ,

低温暖房消費電力

２００ 設置場所：形　　式ヒ－トポンプ式 ３AC P - ３ 天井吊下げ形 ２１．１０ ０．０８ ０．０５
冷房能力 ｋＷパッケ－ジエアコン ５．６（１．５～６．３） １階管理棟校長室・配膳室
暖房能力 ｋＷ６．３（１．６～８．０）
冷房消費電力 ｋＷ１．３５
暖房消費電力 ｋＷ

ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－付　属　品
ｋＷ

１．６１
２．４８

基　　礎 市販コンクリ－ト架台・防振ゴム
防護ネット , 他付属品一式
ワイヤ－ドリモコン , 集中管アダプタ－ ,

低温暖房消費電力

２００ 設置場所：形　　式ヒ－トポンプ式 ３天井吊下げ形 ２０．０５０．６５ ０．０５AC P - ４
冷房能力 ｋＷパッケ－ジエアコン ４．０（１．４～４．５） ２階管理棟教育相談室１・３
暖房能力 ｋＷ４．５（１．２～５．９）
冷房消費電力 ｋＷ１．０６
暖房消費電力 ｋＷ１．１８

ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－付　属　品
ｋＷ

基　　礎 市販コンクリ－ト架台・防振ゴム

１．６０

防振ゴム , 他付属品一式
ワイヤ－ドリモコン , 集中管アダプタ－ ,

低温暖房消費電力

記　号 形　式　・　仕　様機器名称 相
電　気　容　量

台数 備　　考送風機電圧

形式　空冷ヒ－トポンプ式

圧縮機

空　調　機　器　表

（φ） 外（ｋW）内（ｋW）（ｋW）（V）
設置場所：ＡＣＭ - １ 3 ２００ １室外機形　　式マルチエアコン ９．４６ ０．３３X２ 管理棟屋外

注　記 運転特性、能力はＪＩＳ条件による。

冷媒ガスはオゾン破壊係数ゼロとする。

室外機は転倒防止を施す事。室外機は（ＳＵＳ製ボルトにて固定、Ｗナットにて締付けの事。アンカ－はケミカルアンカ－仕様。）

電源容量値は参考とする。 空調機は省エネタイプを仕様すること。 空調機トップランナ－基準改定仕様とする。

機器は同等品以上とする。基礎工事は本工事とする。

室外機－室内機間の２次側配線は冷媒管と抱き合わせの上本工事とする。

機器の製作仕様は国土交通省仕様とする。但し該当しない機器については製造者標準仕様による。

標準仕様 冷房能力 ｋＷ４０．０
暖房能力 ｋＷ４５．０
冷房消費電力 ｋＷ１４．２０
暖房消費電力 ｋＷ１４．７０

ｋＷ１３．２０低温暖房消費電力
付　属　品 高調波対策 , 防振ゴム , 他付属品一式

既設流用基　　礎
２００１ＡＣＭ１ - １ ２ 設置場所：天井吊下げ形形　　式マルチエアコン ０．１６

室内機 １４．０冷房能力 ｋＷ ２階管理棟図書室
１６．０暖房能力 ｋＷ
０．１６
０．１６

冷房消費電力
暖房消費電力

ｋＷ
ｋＷ

ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－付　属　品
ワイヤ－ドリモコン , 他付属品一式

２００１ 設置場所：天井吊下げ形形　　式マルチエアコンＡＣＭ１ - ２ ０．１６ １
室内機 冷房能力 ｋＷ１１．２ ２階管理棟図書室

暖房能力
冷房消費電力
暖房消費電力

ｋＷ
ｋＷ

ｋＷ１２．５
０．１０
０．１０
ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－付　属　品
ワイヤ－ドリモコン , 他付属品一式

設置場所：3 ２００ １室外機形　　式マルチエアコン ９．４６ ０．３３X２ＡＣＭ - ２ 管理棟屋外
標準仕様 冷房能力 ｋＷ４０．０

暖房能力
冷房消費電力 ｋＷ

ｋＷ４５．０
１４．２０

暖房消費電力 ｋＷ１４．７０
ｋＷ１３．２０低温暖房消費電力

付　属　品 高調波対策 , 防振ゴム , 他付属品一式
既設流用基　　礎

収納ボックス（５段：２５８Ｘ３５８Ｘ２４０Ｈ）
設置場所： 職員室２
設置場所： 職員室１
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阿山中学校空調設備更新工事

Ａ２＝N／S
Ａ３＝N／S

機械設備
空調機器表３ ２０２１年　４月３０日

２０２１０４３０

　４ / Ｍ

（参考）

配管サイズ ガ　ス　管 液　管

②

③

④

⑤

① ６．４φ９．５φ

１２．７φ２５．４φ

ＥＭ-ＣＥＥ２．０゜-３Ｃ

ＥＭ-ＣＥＥ２．０゜-３Ｃ

ＥＭ-ＣＥＥ２．０゜-３Ｃ

ＥＭ-ＣＥＥ２．０゜-３Ｃ

６．４φ１２．７φ

６．４φ１２．７φ

１５．９φ ９．５φ

１５．９φ ９．５φ

９．５φ１９．１φ

９．５φ２２．２φ

２５．４φ １２．７φ

１２．７φ２８．６φ

１５．９φ２８．６φ

１９．１φ３１．８φ

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫ ＥＭ-ＣＥＥＳ１．２５゜-２Ｃ

ＥＭ-ＣＥＥＳ１．２５゜-２Ｃ

ＥＭ-ＣＥＥＳ１．２５゜-２Ｃ

ＥＭ-ＣＥＥＳ１．２５゜-２Ｃ

ＥＭ-ＣＥＥＳ１．２５゜-２Ｃ

ＥＭ-ＣＥＥＳ１．２５゜-２Ｃ

ＥＭ-ＣＥＥＳ１．２５゜-２Ｃ

ＥＭ-ＣＥＥＳ１．２５゜-２Ｃ

ＥＭ-ＣＥＥ３．５-３Ｃ

ＥＭ-ＣＥＥ３．５-３Ｃ

ＥＭ-ＣＥＥ３．５-３Ｃ

ＥＭ-ＣＥＥ３．５-３Ｃ

ＥＭ-ＣＥＥ３．５-３Ｃ

ＥＭ-ＣＥＥ３．５-３Ｃ

ＥＭ-ＣＥＥ３．５-３Ｃ

ＥＭ-ＣＥＥ３．５-３Ｃ

連絡配線 室内機電源配線

＊連絡配線 , 室内機原電配線は冷媒共巻きとする

空調リモコンスイッチ

ＥＭ - ＣＥＥＳ１．２５゜ - ２Ｃ 露出部分：メタルモ－ルA形

要領参考図GH P室外機ドレン

２５ＶＰ

２０ＶＰ
排気ドレンホース

排気ガス、ブリーザーホース

排気ドレンホース

※ＧＨＰのみ

※ドレン排水は近くの側溝又は桝へ放流（土間はつり復旧共）

要領参考図GH P室外機ドレン

側溝

２５ＶＰ

２０ＶＰ
排気ドレンホース

排気ガス、ブリーザーホース

排気ドレンホース

※ＧＨＰのみ

※ドレン排水は近くの側溝又は桝へ放流（土間はつり復旧共）

（コア抜き , 周囲補修共）

雨水側溝が周辺にある場合

記　号 形　式　・　仕　様機器名称 相
（φ）

電　気　容　量
台数 備　　考

外（ｋW）内（ｋW）
送風機

（ｋW）
電圧
（V）

圧縮機

衛　生　機　器　表

プロパンガスバルク貯槽

プロパンガス集合装置

機　器　名　称

形式　空冷ヒ－トポンプ式空　調　機　器　表

プロパンガスボンベ庫

Ｈ

２００ 設置場所：形　　式
冷房能力
暖房能力
冷房消費電力
暖房消費電力

ｋＷ
ｋＷ

ｋＷ
ｋＷ

ヒ－トポンプ式
パッケ－ジエアコン

付　属　品
ｋＷ

３天井吊下げ形

基　　礎 市販コンクリ－ト架台・防振ゴム

３．６（１．４～４．０）
４．０（１．０～５．４）

０．５５ １
２階管理棟教育相談室２

０．８８８
０．９９３
１．６１

AC P - ５

２００ 設置場所：形　　式
冷房能力
暖房能力
冷房消費電力
暖房消費電力

ｋＷ
ｋＷ

ｋＷ
ｋＷ

ヒ－トポンプ式

付　属　品
ｋＷ

基　　礎 市販コンクリ－ト架台・防振ゴム

１AC P - ６
ル－ムエアコン

１壁掛形
２階管理棟放送室３．６（０．５～４．８）

４．２（０．４～１１．９）
０．８１（０．１５５～１．６０）
０．８５（０．１３５～３．９０）
３．５６

０．９５

設置場所：形　　式
冷房能力
暖房能力
冷房消費電力
暖房消費電力

ｋＷ
ｋＷ

ｋＷ
ｋＷ

ヒ－トポンプ式

ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－付　属　品
ｋＷ

基　　礎 市販コンクリ－ト架台・防振ゴム

１
ル－ムエアコン

１壁掛形

防護ネット , 他付属品一式

０．９５１００
３．６（０．４～４．１）
４．２（０．３～７．０）

０．８９（０．１１～１．９９５）
０．８２５（０．１１５～１．２１）

１．９２５

設置場所： 職員室ON・O F Fリモコンスイッチ １１６リモコングル－プ １００

防護ネット , 他付属品一式

防護ネット , 他付属品一式

０．０５０．０５

０．０２５

０．０２５

０．０４５

AC P - ７

１

０．０４

ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－

ウィルス対策フィルタ－ , 予備フィルタ－
低温暖房消費電力

低温暖房消費電力

低温暖房消費電力

ワイヤレスリモコン , 集中管理アダプタ－ ,

ワイヤレスリモコン , 集中管理アダプタ－ ,

ワイヤ－ドリモコン , 集中管理アダプタ－ ,

注　記 運転特性、能力はＪＩＳ条件による。

冷媒ガスはオゾン破壊係数ゼロとする。

室外機は転倒防止を施す事。室外機は（ＳＵＳ製ボルトにて固定、Ｗナットにて締付けの事。アンカ－はケミカルアンカ－仕様。）

電源容量値は参考とする。 空調機は省エネタイプを仕様すること。 空調機トップランナ－基準改定仕様とする。

機器は同等品以上とする。基礎工事は本工事とする。

室外機－室内機間の２次側配線は冷媒管と抱き合わせの上本工事とする。

機器の製作仕様は国土交通省仕様とする。但し該当しない機器については製造者標準仕様による。

台　数

基礎工事 , フェンス工事共

基礎工事共

1

1

備　　　　　考

1

３

屋外

屋外

屋外

屋外

形式

付属品

９８０Ｋｇ：縦置形

粉末消火器A B C１０型

５０ｋｇ４本（２＋２）本立用 , 後部パネル付 , １８００Ｘ６５０Ｘ２１３０Ｈ

５０ｋｇ４本（２＋２）本立 , 自動切替装置 , 転倒防止鎖 , メ－タ－コック２０Ａ , 他付属品共 ガスメ－タ－貸与品

設置場所機　　器　　仕　　様

消火器格納箱（S P CC：焼付塗装）

メ－タ－コック , ガスメ－タ－（貸与品） , 他付属品共　　別紙Ｍ０９図面参照

別紙Ｍ０９図面参照

１階特別教室棟剣道部男子
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図名
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阿山中学校空調設備更新工事

Ａ３＝１／２８２
Ａ２＝１／２００機械設備

空調１階平面図（管理・普通・特別教室棟）改修後

図番

管理・普通・特別教室棟
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空調機：現状のまま
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③
⑥

⑨
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③

④

⑤⑤
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②②
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⑦

④

④

GHP：ON・OFFリモコンＸ２個
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③３０

②２５

３

６

２５

２５２５

２５

２５２５

１Ｆ　平面図　１：２００

管理棟普通教室棟

普通教室棟：冷媒配管は全て露出配管施工,ドレン管は既設流用

特別教室棟：冷媒配管は全て露出配管施工,ドレン管は既設品流用
特別教室棟：冷媒配管は全て露出配管施工,ドレン管は既設品流用

特別教室棟
改修工事凡例

コア抜き貫通箇所を示す

既設を示す

今回施工工事を示す

既設配管接続箇所を示す

既設貫通箇所を示す

梁貫通箇所は鉄筋探査を必要とする。

躯体貫通箇所は既設スリ－ブを優先に使用すること。

　は本工事に含む。

※今回改修工事にあたって,施工上当然と思われる工事

Ｈ

（SUS製又はＳＳ製溶融亜鉛めっき仕上げ）とする。

（SUS製又はＳＳ製溶融亜鉛めっき仕上げ）とする。

●：外壁横引き冷媒管支持は三角支持金物

●：室外機裏側の冷媒管支持は門型支持金物

粉末消火器ＡＢＣ：１０型（消火器格納箱共）

防火貫通個所を示す。（PS０６０WL-０７７７）にて施工★

★ ★ ★ ★

★

★ ★ ★

★★★★ ★

★

★

★

★

管理棟：冷媒配管は全て隠蔽配管施工,ドレン管は既設品流用

※ワイヤレスリモコンスイッチ収納ケ－ス設置場所は,打合せにより決定する事。

★

★

⑪⑩⑨

GHP GHP GHP GHP
６５４３

Ｎ

２
GHP

既設ピット流用して
配管施工を行う事。

タンク小屋：再取付け
⑫⑫

Ｈ

GHP
１

２０２１年　４月３０日

２０２１０４３０
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Ａ３＝１／２８２
Ａ２＝１／２００機械設備

阿山中学校空調設備更新工事

空調１階平面図（技術棟）改修後 ２０２１年　４月３０日

２０２１０４３０
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改修工事凡例

コア抜き貫通箇所を示す

既設を示す

今回施工工事を示す

既設配管接続箇所を示す

既設貫通箇所を示す

梁貫通箇所は鉄筋探査を必要とする。

躯体貫通箇所は既設スリ－ブを優先に使用すること。

　は本工事に含む。

Ｈ

（S U S製又はＳＳ製溶融亜鉛めっき仕上げ）とする。

（S U S製又はＳＳ製溶融亜鉛めっき仕上げ）とする。

●：外壁横引き冷媒管支持は三角支持金物

●：室外機裏側の冷媒管支持は門型支持金物

粉末消火器ＡＢＣ：１０型（消火器格納箱共）

防火貫通個所を示す。（P S０６０W L - ０７７７）にて施工★

※今回改修工事にあたって , 施工上当然と思われる工事
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技術棟生徒会室・木工室：冷媒配管は全て露出配管施工 , ドレン管既設流用
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阿山中学校空調設備更新工事

Ａ３＝１／２８２
Ａ２＝１／２００機械設備

空調２階平面図（管理・普通・特別教室棟）改修後 ２０２１年　４月３０日

２０２１０４３０
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管理棟図書室・フレンド：冷媒配管・ドレン配管は全て露出配管施工
管理棟多目的ホ－ル・会議室・廊下：
冷媒配管・ドレン配管は全て隠蔽配管施工

管理棟教育相談室：冷媒配管・ドレン配管は全て露出配管施工

普通教室棟各教室：冷媒配管は全て露出配管施工 , ドレン管既設流用

特別教室棟各教室：冷媒配管は全て露出配管施工 , ドレン管既設流用

特別教室棟各教室：冷媒配管は全て露出配管施工 , ドレン管既設流用

ACP
６

改修工事凡例

コア抜き貫通箇所を示す

既設を示す

今回施工工事を示す

既設配管接続箇所を示す

既設貫通箇所を示す

★

梁貫通箇所は鉄筋探査を必要とする。

躯体貫通箇所は既設スリ－ブを優先に使用すること。

　は本工事に含む。

※今回改修工事にあたって , 施工上当然と思われる工事

（S U S製又はＳＳ製溶融亜鉛めっき仕上げ）とする。

（S U S製又はＳＳ製溶融亜鉛めっき仕上げ）とする。

●：外壁横引き冷媒管支持は三角支持金物

●：室外機裏側の冷媒管支持は門型支持金物

防火貫通個所を示す。（P S０６０WL - ０７７７）にて施工
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阿山中学校空調設備更新工事

機械設備
Ａ３＝１／２８２
Ａ２＝１／２００

ガス１階平面図（普通・特別・技術教室棟）改修後 ２０２１年　４月３０日

２０２１０４３０
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GHP
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ＧＨＰ - ２：

ＧＨＰ - １：ガス接続：２０Ａ（ＧＣ , ＦＪ）

ガス接続：２０Ａ（ＧＣ , ＦＪ）

ＧＨＰ - ３：ガス接続：２０Ａ（ＧＣ , ＦＪ）

ガス接続：２０Ａ（ＧＣ , ＦＪ）

ガス接続：２０Ａ（ＧＣ , ＦＪ）

ガス接続：２０Ａ（ＧＣ , ＦＪ）
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詳細図参照

詳細図参照

ガスメ－タ－１６号（貸与品）

ガスメ－タ－１．６号（貸与品）

５０

既設ピット流用して
配管施工を行う事。

改修工事凡例

コア抜き貫通箇所を示す

既設を示す

今回施工工事を示す

既設配管接続箇所を示す

既設貫通箇所を示す

界壁貫通個所を示す★

梁貫通箇所は鉄筋探査を必要とする。

躯体貫通箇所は既設スリ－ブを優先に使用すること。

　は本工事に含む。

※今回改修工事にあたって , 施工上当然と思われる工事

（S U S製又はＳＳ製溶融亜鉛めっき仕上げ）とする。

（S U S製又はＳＳ製溶融亜鉛めっき仕上げ）とする。

●：室外機付近ガス管支持は門型支持金物

●：外壁横引きガス管支持は三角支持金物
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阿山中学校空調設備更新工事

Ａ２＝N／S
Ａ３＝N／S

機械設備
ガスバルク・ボンベ庫：参考図 ２０２１年　４月３０日

２０２１０４３０

　９ / Ｍ
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N 1 液面計用

液取入弁用

液面計

マルチ
B CA - A 3 5 - 8 0 F
B CA - 9 7 5 - 7 2 F

マルチ B CA - 9 7 6 - 7 2 F
液取出弁用 液取出弁 MV - 1 - B CA - N o . 6 2 プラグ付

連続式

マルチバルブ用

B CA - A 3 4 - 8 0 F

ハマイ液取入弁、過充てん防止装置
均圧弁、ガス取出弁、安全弁

接点式
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N 4 液取出弁用
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ｔ0 . 7溶融亜鉛メッキ

1

2

後土台3

後柱4

後梁5

屋根6

後パネル柱

後パネル S GMC C

S GMHC

S GC C

S GC C

S GMC C

S GC C

1

1

右1左1

1

2

2

番 号 品 名 材 質 個 数

2
1
6
0

4

8
0

14

14 1800 14

141800

6 5

3
0
0 3
0

3
0

2
1
3
0

23

1
705145

背面図

＊四角い文字番号（１及び２番）がオプション部分を示します。

14
Ａ 正面図 15

1800 14
Ａ

3
0

3
0
0

2
1
3
0

1
8
3
0

3

2
1
6
0

8
0

2

1501500
7

150

1650

5

75

6 7

75

7
5

7
5
5
0
0

基礎用アンカーボルト位置75

アンカーボルト位置対角寸法

平面図-Ａ－Ａ

1724
. 1

1650
3

75

10

6
5
0

1 1

1 前梁

2 前柱

3 シャッター

4 側パネル

5 屋根

6 母屋

7

8

後土台

9

横桟

1 0

後柱

左右土台

番 号 記 事品 名

S GCC

S GCC

S GCC

S GCC

S GMC C

S GCC

S GMHC

S GMC C

S GCC

S GMHC

材 質

1

右1左1

1

2

1

1

4

右1左1

2

前1後1

個 数

ｔ0 . 8溶融亜鉛メッキ

ｔ0 . 8溶融亜鉛メッキ

ｔ0 . 4溶融亜鉛メッキ

ｔ0 . 7溶融亜鉛メッキ

ｔ0 . 7溶融メッキ　※

ｔ1 . 2溶融亜鉛メッキ

ｔ1 . 6溶融メッキ　※

ｔ1 . 2溶融メッキ　※

ｔ0 . 7溶融亜鉛メッキ

ｔ2 . 0溶融メッキ　※

屋根受け雨樋 S GMC C 右1左1 ｔ1 . 2溶融メッキ　※

650

155

8
0

9

340155

1
1
0

4

22
0
2
0

11
側面図

665

3
0

2
1
3
0

8

13

12

11

番号

（２）民生用バルクローリーとの離隔距離（液石法）

対　　象　　物

第一種保安物件（申請建物）

第二種保安物件（民家）

火気

規定距離 実際距離

ｍ

ｍ

ｍ

1.5

１

２

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ火気

第二種保安物件（民家）２

１

３

対　　象　　物番号

（１）バルク貯槽との離隔距離（液石法１ｔ未満）

規定距離 実際距離

ｍ２

１ ｍ

ｍ1.5

備　考

備　考

第一種保安物件（申請建物）

対象機器

バルク貯槽 ３

数埋込深さ

140以上M20-190

規　格

アンカーボルト仕様

種　類

ケミカル

※アンカー及びＵボルト・ナットはS U S 3 0 4とする。
※架台類は溶融亜鉛メッキ又はS U S 3 0 4とする。

貸与品
ガスメーターE B 1 6号

3 , 0 0 0

消火器2 0型1本

ガスメーターE B 1 6号

バルク用調整器RM L B 3 5 A（3 5 k g / h）

５０

G L

Ｍ０８図面参照

ガス工事

供給工事

・設置接続線断面積５．５ｍｍ以上（単線除く）
　を確実に接続

・設置棒は直径７ｍｍ以上 , 長さ３００ｍｍ以上の銅製

ア－ス工事



件名

図名

図番

備
　
　
考

阿山中学校空調設備更新工事

Ａ２＝N／S
Ａ３＝N／S

機械設備
空調機器表撤去１ ２０２１年　４月３０日

２０２１０４３０

１０ / Ｍ

参考品番：D B J P－５６E０９

参考品番： DKH - ４５０Ｂ２Ａ

参考品番：D B J P－１１２Ｅ０９２

参考品番： DKH - ５６０Ｂ２Ａ

参考品番：D B J P－９０Ｅ１３９

参考品番：D B J P－９０Ｅ１３９

参考品番：D B J P－１４０Ｅ０９３

参考品番：D B J P－１１２Ｅ０９２

参考品番：D B J P－１１２Ｅ０９２

参考品番： DKH - ５６０Ｂ２Ａ

参考品番：D B J P－１４０Ｅ０９３

参考品番：D B J P－１１２Ｅ０９２

参考品番： DKH - ４５０Ｂ２Ａ

参考品番：D B J P－４５F１３７

参考品番：D B J P－１４０Ｅ０９３

参考品番：D B J P－４５F１３７

参考品番： DKH - ４５０Ｂ２Ａ

参考品番： DKH - ５６０Ｂ２Ａ

参考品番：D B J P－１４０Ｅ０９３

参考品番：D B J P－１１２Ｅ０９２

撤　去　凡　例

記　　号 摘　　要名　　称

撤去関係を示す

冷媒用保温付被覆銅管 冷媒用保温付被覆銅管Ｒ

Ｄ ドレン管 配管用炭素鋼鋼管：白

台数　記　　号　

空調機器撤去一覧表　

形式・仕様

製品重量：室内機

冷房能力：

送風機　：

付属品　：

ｋＷ暖房能力：ｋＷ

１φ２００Ｖ ｋＷ

灯油ヒ－トポンプエアコン 天井吊下げ形

０．０５２

３４．０

付属品共

KH P４ - ５

KH P４ - ６

２

５．６ ６．７

１製品重量： ９１０ｋｇ灯油ヒ－トポンプエアコン 室外機

冷房能力：

電源　　：

原動機出力　：

ｋＷ暖房能力：ｋＷ

３φ２００Ｖ

ｋＷ

付属品　： 付属品共

４５．０ ５３．０

２２．８

ＫH P - ５

製品重量：室内機

冷房能力：

送風機　：

付属品　：

ｋＷ暖房能力：ｋＷ

１φ２００Ｖ ｋＷ

灯油ヒ－トポンプエアコン 天井吊下げ形 ４０．０Ｋｇ

１１．２ １３．２

０．１５２

付属品共

KH P５ - １

KH P５ - ３

１製品重量： ９１０ｋｇ灯油ヒ－トポンプエアコン 室外機

冷房能力：

電源　　：

原動機出力　：

ｋＷ暖房能力：ｋＷ

３φ２００Ｖ

ｋＷ

５６．０ ６７．０

２２．８

付属品　： 付属品共

ＫH P - ６

製品重量：室内機

冷房能力：

送風機　：

付属品　：

ｋＷ暖房能力：ｋＷ

１φ２００Ｖ ｋＷ

灯油ヒ－トポンプエアコン 天井吊下げ形 ４０．０Ｋｇ

付属品共

KH P５ - ２ １

９．０ １０．６

０．０９４

製品重量：室内機

冷房能力：

送風機　：

付属品　：

ｋＷ暖房能力：ｋＷ

１φ２００Ｖ ｋＷ

灯油ヒ－トポンプエアコン 天井吊下げ形 ４０．０Ｋｇ

付属品共

１

９．０ １０．６

０．０９４

KH P６ - １

製品重量：室内機

冷房能力：

送風機　：

付属品　：

ｋＷ暖房能力：ｋＷ

１φ２００Ｖ ｋＷ

灯油ヒ－トポンプエアコン 天井吊下げ形 ４０．０Ｋｇ

１４．０ １７．０

０．１６２

１

付属品共

KH P６ - ２

製品重量：４０．０Ｋｇ

KH P６ - ４ ６ - ５

灯油ヒ－トポンプエアコンKH P６ - ３ 室内機

冷房能力：

送風機　：

付属品　：

ｋＷ暖房能力：ｋＷ

１φ２００Ｖ ｋＷ

天井吊下げ形

１１．２ １３．２

０．１５２

付属品共

３

　「特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法）」に基づき適正に処理する事。　「特定製品に係るフロン類の改修及び破壊の実施の確保等に関する法律」

●空調機の撤去処分について

特記事項

空調室内機

空調室外機

既設を示す

空調リモコンスイッチ

台数　記　　号　

空調機器撤去一覧表　

形式・仕様

製品重量：室内機

冷房能力：

送風機　：

付属品　：

ｋＷ暖房能力：ｋＷ

１φ２００Ｖ ｋＷ

灯油ヒ－トポンプエアコン 天井吊下げ形KH P１ - １

KH P１ - ２ １ - ３１ - ４１ - ５

５４０．０Ｋｇ

１１．２ １３．２

０．１５２

１製品重量： ９１０ｋｇ灯油ヒ－トポンプエアコン 室外機

冷房能力：

電源　　：

原動機出力　：

ｋＷ暖房能力：ｋＷ

３φ２００Ｖ

ｋＷ

５６．０ ６７．０

２２．８

付属品　：

ＫH P - ２

製品重量：室内機

冷房能力：

送風機　：

付属品　：

ｋＷ暖房能力：ｋＷ

１φ２００Ｖ ｋＷ

灯油ヒ－トポンプエアコン 天井吊下げ形 ４０．０ＫｇKH P２ - １

１４．０ １７．０

０．１６２

製品重量：室内機

冷房能力：

送風機　：

付属品　：

ｋＷ暖房能力：ｋＷ

１φ２００Ｖ ｋＷ

灯油ヒ－トポンプエアコン 天井吊下げ形 ４０．０Ｋｇ

１１．２ １３．２

KH P２ - ２

２ - ５

４

０．１５２

付属品共

付属品共

付属品共

付属品共

１製品重量： ９１０ｋｇ灯油ヒ－トポンプエアコン 室外機

冷房能力：

電源　　：

原動機出力　：

ｋＷ暖房能力：ｋＷ

３φ２００Ｖ

ｋＷ

付属品　： 付属品共

ＫH P - ３

４５．０ ５３．０

２２．８

製品重量：室内機

冷房能力：

送風機　：

付属品　：

ｋＷ暖房能力：ｋＷ

１φ２００Ｖ ｋＷ

灯油ヒ－トポンプエアコン 天井吊下げ形 １KH P３ - ２

４．５ ５．３

０．０５２

３４．０

付属品共

製品重量：室内機

冷房能力：

送風機　：

付属品　：

ｋＷ暖房能力：ｋＷ

１φ２００Ｖ ｋＷ

灯油ヒ－トポンプエアコン 天井吊下げ形 ４０．０Ｋｇ

１４．０ １７．０

０．１６２

KH P３ - １ １

付属品共

室内機

冷房能力：

送風機　：

付属品　：

ｋＷ暖房能力：ｋＷ

１φ２００Ｖ ｋＷ

灯油ヒ－トポンプエアコン 天井吊下げ形

４．５ ５．３

０．０５２

付属品共

KH P４ - １

KH P４ - ２ ４ - ４

３

１製品重量： ９１０ｋｇ灯油ヒ－トポンプエアコン 室外機

冷房能力：

電源　　：

原動機出力　：

ｋＷ暖房能力：ｋＷ

３φ２００Ｖ

ｋＷ

付属品　： 付属品共

４５．０ ５３．０

２２．８

ＫH P - ４

製品重量：３４．０

１製品重量：ＫH P - １ ９１０ｋｇ灯油ヒ－トポンプエアコン 室外機

冷房能力：

電源　　：

原動機出力　：

ｋＷ暖房能力：ｋＷ

３φ２００Ｖ

ｋＷ

５６．０ ６７．０

２２．８

付属品　： 付属品共

製品重量：室内機

冷房能力：

送風機　：

付属品　：

ｋＷ暖房能力：ｋＷ

１φ２００Ｖ ｋＷ

灯油ヒ－トポンプエアコン 天井吊下げ形 ４０．０Ｋｇ

１４．０ １７．０

０．１６２

１

付属品共

KH P４ - ３

製品重量：室内機

冷房能力：

送風機　：

付属品　：

ｋＷ暖房能力：ｋＷ

１φ２００Ｖ ｋＷ

灯油ヒ－トポンプエアコン 天井吊下げ形 ４０．０Ｋｇ

１１．２ １３．２

０．１５２

２KH P３ - ３

付属品共

KH P３ - ４

１

３

KH P２ - ３ ２ - ４

５ - ４

オイルタンク

送風機　：

付属品　：

容量　　：　

９１５φX１６３４L

油量計他付属品共

ＯＴ - １ ２鋼板製９００L タンク小屋共（但し , 1個所はタンク小屋を残すこと。）

集中管理リモコン ２



件名

図名

図番

備
　
　
考

阿山中学校空調設備更新工事

機械設備
空調機器表撤去２

Ａ２＝N／S
Ａ３＝N／S ２０２１年　４月３０日

２０２１０４３０

１１ / Ｍ

参考品番：C S - P１１２T X U

参考品番： CU - P２２４T C X D

参考品番：C S - P５６T X U

参考品番：C S - P５６T X U

参考品番： CU - P１６０UX B

参考品番： CU - P１４０UX B

参考品番：C S - P４５T X U

参考品番：C S - P４５T X U

参考品番： CU - P３５５UX B

参考品番： CU - J２８０HA

参考品番： CU - P３５５UX B

参考品番： CU - P２８０UX B

参考品番：C S - P１４０T X U

参考品番：C S - P１４０T X U

参考品番：C S - P１１２T X U

参考品番：CU - J１４０HA

参考品番：CU - J８０HA

参考品番：F H Y J２００F

参考品番：

参考品番：C S - V B３６２A

F５０B T E P

空調機器撤去一覧表　空調機器撤去一覧表　

台数　記　　号　 形式・仕様

製品重量： １室内機

ｋＷ暖房能力：冷房能力： ｋＷ

送風機　：

付属品　：

１φ２００Ｖ ｋＷ

空冷ヒ－トポンプエアコン 天井吊下げ形

付属品共

E H P２ - ２ ４０ｋｇ

１１．２ １２．５

０．２３７

１

ｋＷ暖房能力：ｋＷ冷房能力：

電源　　：３φ２００Ｖ

冷媒ガス： ｋｇ

付属品　：

圧縮機　： ｋＷ

Ｒ４０７C

空冷ヒ－トポンプエアコンE H P - ３

２０．０ ２２．４

８．５

天井吊下げ形：同時ツイン 製品重量：

４０ｋｇX２台

２３５ｋｇ

５．５

製品重量： １室内機

ｋＷ暖房能力：冷房能力： ｋＷ

送風機　：

付属品　：

１φ２００Ｖ ｋＷ

E H P２ - １空冷ヒ－トポンプエアコン 天井吊下げ形

５．６ ６．３

３４ｋｇ

付属品共

製品重量： １室内機

ｋＷ暖房能力：冷房能力： ｋＷ

送風機　：

付属品　：

１φ２００Ｖ ｋＷ

空冷ヒ－トポンプエアコン 天井吊下げ形

５．６ ６．３

３４ｋｇE H P４ - １

０．１０８

０．１０８

１製品重量：

ｋＷ暖房能力：ｋＷ冷房能力：

電源　　：３φ２００Ｖ

冷媒ガス： ｋｇ

付属品　：

圧縮機　： ｋＷ

室外機

Ｒ４０７C

空冷ヒ－トポンプエアコン

付属品共

E H P - ４

１６．０ １８．０

１４２ｇ

５．９

３．９

１製品重量：

ｋＷ暖房能力：ｋＷ冷房能力：

電源　　：３φ２００Ｖ

冷媒ガス： ｋｇ

付属品　：

圧縮機　： ｋＷ

室外機

Ｒ４０７C

空冷ヒ－トポンプエアコン

付属品共

１４２ｇE H P - ５

１４．０ １６．０

３．５

５．６

製品重量：室内機

ｋＷ暖房能力：冷房能力： ｋＷ

付属品　：

１φ２００Ｖ ｋＷ

空冷ヒ－トポンプエアコン 天井吊下げ形 ３４ｋｇE H P４ - ２

E H P４ - ３

送風機　：

４．５ ５．０

０．１０７

製品重量：室内機

ｋＷ暖房能力：冷房能力： ｋＷ

付属品　：

１φ２００Ｖ ｋＷ

空冷ヒ－トポンプエアコン 天井吊下げ形 ３４ｋｇ

送風機　：

４．５ ５．０

０．１０７

３E H P５ - １

１製品重量：

ｋＷ暖房能力：ｋＷ冷房能力：

電源　　：３φ２００Ｖ

冷媒ガス： ｋｇ

付属品　：

圧縮機　： ｋＷ

室外機

３５．５ ４０．０

Ｒ４０７C １４．２

E H P - ２ 空冷ヒ－トポンプエアコン

付属品共

５．５＋５．５

６０ｋｇ

３５９ｋｇ

台数　記　　号　 形式・仕様

E H P５ - ２５ - ３

１

ｋＷ暖房能力：ｋＷ冷房能力：

電源　　：３φ２００Ｖ

冷媒ガス： ｋｇ

付属品　：

圧縮機　： ｋＷ

Ｒ２２

E H P - １

２８．０ ３３．５

７．５

付属品共

７．５

空冷ヒ－トポンプエアコン 天井吊下げ形：同時ツイン 製品重量： ２４０ｋｇ

４０ｋｇX２台

１製品重量：

ｋＷ暖房能力：ｋＷ冷房能力：

電源　　：３φ２００Ｖ

冷媒ガス： ｋｇ

付属品　：

圧縮機　： ｋＷ

室外機

３５．５ ４０．０

Ｒ４０７C １４．２

空冷ヒ－トポンプエアコン

付属品共

５．５＋５．５

６０ｋｇ

３５９ｋｇE H P - ６

１製品重量：

ｋＷ暖房能力：ｋＷ冷房能力：

付属品　：

室外機空冷ヒ－トポンプエアコン

付属品共

３５９ｋｇE H P - ７

２８．０ ３３．５

製品重量： １室内機

ｋＷ暖房能力：冷房能力： ｋＷ

送風機　：

付属品　：

１φ２００Ｖ ｋＷ

空冷ヒ－トポンプエアコン 天井吊下げ形

付属品共

４０ｋｇE H P２ - ３

１４．０ １６．０

０．２５３

製品重量：室内機

ｋＷ暖房能力：冷房能力： ｋＷ

送風機　：

付属品　：

１φ２００Ｖ ｋＷ

空冷ヒ－トポンプエアコン 天井吊下げ形 ４０ｋｇ

１４．０ １６．０

０．２５３

E H P７ - １ ２

製品重量：室内機

ｋＷ暖房能力：冷房能力： ｋＷ

送風機　：

付属品　：

１φ２００Ｖ ｋＷ

空冷ヒ－トポンプエアコン 天井吊下げ形 ４０ｋｇ

１１．２ １２．５

０．２３７

３E H P６ - １

E H P６ - ２６ - ３

圧縮機　： ｋＷ７．５

電源　　：３φ２００Ｖ

冷媒ガス： ｋｇＲ４０７C７．８

製品重量：室内機

ｋＷ暖房能力：冷房能力： ｋＷ

空冷ヒ－トポンプエアコンE H P - ８

付属品　：

圧縮機　： ｋＷ

電源　　：３φ２００Ｖ

冷媒ガス： ｋｇ

１４．０ １７．０

３．７５

Ｒ２２ ５．７

１１３ｋｇ

４０ｋｇ

１

製品重量：室内機

ｋＷ暖房能力：冷房能力： ｋＷ

空冷ヒ－トポンプエアコン

付属品　：

圧縮機　： ｋＷ

電源　　：３φ２００Ｖ

冷媒ガス： ｋｇＲ２２

１E H P - ９ 壁掛形

２．２

３．８

リモコンスイッチ・付属品共

７．１ ８．０

７３ｋｇ

２８ｋｇ

天井吊下げ形

製品重量：室内機

ｋＷ暖房能力：冷房能力： ｋＷ

空冷ヒ－トポンプエアコン

付属品　：

圧縮機　： ｋＷ

電源　　：３φ２００Ｖ

冷媒ガス： ｋｇＲ２２

１

リモコンスイッチ・付属品共

E H P - １０ 天井吊下げ形

２０．０ ２２．４

５．５

８０ｋｇ

７．８

２２０ｋｇ

製品重量：室内機

ｋＷ暖房能力：冷房能力： ｋＷ

空冷ヒ－トポンプエアコン

付属品　：

圧縮機　： ｋＷ

電源　　：

冷媒ガス： ｋｇＲ２２

１

リモコンスイッチ・付属品共

５．５

壁掛形E H P - １１

製品重量：室内機

ｋＷ暖房能力：冷房能力： ｋＷ

空冷ヒ－トポンプエアコン

付属品　：

圧縮機　： ｋＷ

電源　　：３φ２００Ｖ

冷媒ガス： ｋｇ

１

リモコンスイッチ・付属品共

壁掛形E H P - １２

３．６ ４．５ ８ｋｇ

Ｒ４１０A０．９６

１．１０

リモコンスイッチ , 付属品共

リモコンスイッチ , 付属品共

リモコンスイッチ , 付属品共

リモコンスイッチ , 付属品共

リモコンスイッチ , 付属品共

リモコンスイッチ , 付属品共

リモコンスイッチ , 付属品共

　「特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法）」に基づき適正に処理する事。　「特定製品に係るフロン類の改修及び破壊の実施の確保等に関する法律」

●空調機の撤去処分について

特記事項

２

５．０ ６．７

１φ２００Ｖ

１．２０

３１ｋｇ

３８ｋｇ

１０ｋｇ
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阿山中学校空調設備更新工事

Ａ３＝１／２８２
Ａ２＝１／２００機械設備

空調１階平面図（管理・普通・特別教室棟）現況 ２０２１年　４月３０日

２０２１０４３０

１２ / Ｍ

２０

２５
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ｆ
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ｃ

ｃ ｃ
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ｄ

ｆ
ｆ ｆi

ｄ

ｄ

e

ｋ ｃ

e

ｂ

ｃ

ｂ

ｂ

e

ｄ

ｄ

配管サイズ ガ　ス　管 液　管 連絡配線

ＣＶＶＳ１．２５゚ -２Ｃ

ＣＶＶＳ１．２５゚ -２Ｃ

ＣＶＶＳ１．２５゚ -２Ｃ

ＣＶＶＳ１．２５゚ -２Ｃ

ＣＶＶＳ１．２５゚ -２Ｃ

ＣＶＶＳ１．２５゚ -２Ｃ

ＣＶＶＳ１．２５゚ -２Ｃ

ＣＶＶＳ１．２５゚ -２Ｃ

１９．１φ ＣＶＶＳ１．２５゚ -２Ｃ

１９．１φ ＣＶＶＳ１．２５゚ -２Ｃ

a

ｂ

ｃ

ＣＶＶＳ１．２５゚ -２Ｃ

９．５φ ６．４φ

１２．７φ ６．４φ

１５．９φ ９．５φ

１９．１φ ９．５φ

２５．４φ １２．７φ

２８．６φ １２．７φ

e

ｆ

ｇ

ｈ

i

ｊ

ｋ

２８．６φ １５．９φ

３１．８φ

３１．８φ

１５．９φ

３８．１φ

２２．２φ ９．５φ

＊連絡配線は冷媒共巻きとする

ｄ

（参考）

３０ ３０ ３０ ３０ ３０

２５ ２５ ２５ ２５

３２３２３２３２３２ ３２３２ ３２３２

２５

２５

２５

２５２５ ２５

２５
２５

２５

ｃ

２５

２０a

２０a

２０a

ｈｊ

ｄ ｄ ｄ ｄ ｄ

ｆ

ｆ

ｈi

ｄ

既設を示す。

今回撤去工事を示す。

撤去工事凡例：処分共

撤去配管リスト

冷媒管：冷媒用保温付被覆銅管

ドレン管：硬質塩化ビニル管

ドレン管：配管用炭素鋼鋼管（SG P - 白）

一般

埋設

一般

埋設

３２

３２３２３２

２５ｂ

i ｊ

ｊi i i

KHP KHP KHP
３ ４ ５

EHP

EHP EHP
４-１ ４-２

EHP

KHP
４-６

KHP
４-５

KHP
４-４

KHP

KHP
KHP

KHP

４-３

４-２
４-１

３-４
KHP
３-３

KHP
３-２

KHP
３-１

KHP KHP KHP
１-２ １-３ １-４ １-５

EHP

EHP

EHP EHP

a

a

ｄ ｇ ｄ ｈ

ｄ ｇ ｄ ｈ

３２

２５２５

EHP
４-３

EHP
６

EHPEHP

EHP EHP EHP
８

７

５

４

３

３２

２５

特別教室棟：冷媒配管・ドレン配管は全て露出配管施工

普通教室棟：冷媒配管・ドレン配管は全て露出配管施工

管理棟：冷媒配管・ドレン配管は全て隠蔽配管施工

KHP
６

KHP
１-１

KHP

ｊ

ｊ

２０ , ３２

OT
１

OT
１

９

１２

オイル管：配管用炭素鋼鋼管（ＳＧＰ - 白）

オイル管：ガス用外面被覆鋼管（黒）

配管プラグ止め

２５
配管プラグ止め配管プラグ止め

３ ３

１０１１

特別教室棟：冷媒配管・ドレン配管は全て露出配管施工

現状のまま

現状のまま

既設配管サイズ , ル－トは参考とし , 現場確認の上施工の事。

配管撤去後壁開口閉鎖配管撤去後壁開口閉鎖

タンク小屋：取外し

３２ , ２０

ｊｊ

ピット配管施工

KHP
２

KHP
１
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Ａ３＝１／２８２
Ａ２＝１／２００機械設備

阿山中学校空調設備更新工事

空調１階平面図（技術室棟）現況 ２０２１年　４月３０日

２０２１０４３０

１３ / Ｍ

配管プラグ止め

配管サイズ ガ　ス　管 液　管 連絡配線

ＣＶＶＳ１．２５゚ -２Ｃ

ＣＶＶＳ１．２５゚ -２Ｃ

ＣＶＶＳ１．２５゚ -２Ｃ

ＣＶＶＳ１．２５゚ -２Ｃ

ＣＶＶＳ１．２５゚ -２Ｃ

ＣＶＶＳ１．２５゚ -２Ｃ

ＣＶＶＳ１．２５゚ -２Ｃ

ＣＶＶＳ１．２５゚ -２Ｃ

１９．１φ ＣＶＶＳ１．２５゚ -２Ｃ

１９．１φ ＣＶＶＳ１．２５゚ -２Ｃ

a

ｂ

ｃ

ＣＶＶＳ１．２５゚ -２Ｃ

９．５φ ６．４φ

１２．７φ ６．４φ

１５．９φ ９．５φ

１９．１φ ９．５φ

２５．４φ １２．７φ

２８．６φ １２．７φ

e

ｆ

ｇ

ｈ

i

ｊ
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２８．６φ １５．９φ

３１．８φ

３１．８φ

１５．９φ

３８．１φ

２２．２φ ９．５φ

＊連絡配線は冷媒共巻きとする

ｄ

（参考）

既設を示す。

今回撤去工事を示す。

既設配管サイズ , ル－トは参考とし , 現場確認の上施工の事。

撤去工事凡例：処分共

撤去配管リスト

冷媒管：冷媒用保温付被覆銅管

ドレン管：硬質塩化ビニル管

ドレン管：配管用炭素鋼鋼管（SG P - 白）

一般

埋設

一般

埋設

オイル管：配管用炭素鋼鋼管（ＳＧＰ - 白）

オイル管：ガス用外面被覆鋼管（黒）
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技術棟：冷媒配管・ドレン配管は全て露出配管施工

配管撤去後壁開口閉鎖
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Ａ３＝１／２８２
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空調２階平面図（管理・普通・特別教室棟）現況
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２０２１年　４月３０日
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管理棟教育相談室１・２・３：
冷媒配管・ドレン配管は全て露出配管施工

管理棟多目的ホ－ル・会議室・廊下：
冷媒配管・ドレン配管はは全て隠蔽配管施工管理棟図書室・フレンド：冷媒配管・ドレン配管は全て露出配管施工

普通教室棟：冷媒配管・ドレン配管は全て露出配管施工

特別教室棟：冷媒配管・ドレン配管は全て露出配管施工 特別教室棟：冷媒配管・ドレン配管は全て露出配管施工

ｊ

ｊ

１０

１１

既設を示す。

今回撤去工事を示す。

撤去工事凡例：処分共

撤去配管リスト

冷媒管：冷媒用保温付被覆銅管

ドレン管：硬質塩化ビニル管

ドレン管：配管用炭素鋼鋼管（S G P - 白）

一般

埋設

一般

埋設

（参考）

配管サイズ ガ　ス　管 液　管 連絡配線
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３８．１φ
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＊連絡配線は冷媒共巻きとする

ｄ

オイル管：配管用炭素鋼鋼管（ＳＧＰ - 白）

オイル管：外面被覆鋼管（黒）

配管撤去後壁開口閉鎖

配管プラグ止め
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２Ｆ　平面図　１：２００
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